
一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

株式会社

タイトル、図面リスト
ＮＳＲ８．３

２５５３－００ 倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０００

倉岡生活改善センター等改築工事
設計図

特記仕様書（解体）

【旧屯所】基礎伏図、梁伏図

タイトル、図面リスト

材料表（１）

工事工程表

構造特記仕様書

木造施工標準図（１）

木造施工標準図（２）

配筋標準図（１）

配筋標準図（２）

基礎伏図

土台伏図

屋根伏図

母屋伏図

軸組図（１）

軸組図（２）

軸組図（３）

軸組図（４）

軸組図（５）

軸組図（６）

金物伏図、耐力壁配置図

部材リスト

土質柱状図

【旧屯所】立面図

【旧屯所】建具表

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

特記仕様書（６）

特記仕様書（７）

特記仕様書（８）

【旧屯所】仕上表、平面図、断面図、建具伏図

【集会所】案内図、配置図

【集会所】ＬＶＳ検討表

【集会所】敷地求積図、面積求積図、各室求積図

【集会所】仕上表

【集会所】平面図

【集会所】屋根伏図

【集会所】立面図（１）

【集会所】立面図（２）

【集会所】断面図（１）

【集会所】断面図（２）

【集会所】矩計図（１）

【集会所】矩計図（２）

【集会所】矩計図（３）

【集会所】矩計図（４）

【集会所】平面詳細図（１）

【集会所】平面詳細図（２）

【集会所】平面詳細図（３）

【集会所】平面詳細図（４）

【集会所】展開図（１）

【集会所】展開図（２）

【集会所】展開図（３）

【集会所】展開図（４）

【集会所】展開図（５）

【集会所】展開図（６）

【集会所】展開図（７）

【集会所】建具伏図

【集会所】建具表（１）

【集会所】建具表（２）

【集会所】建具表（３）

【集会所】天井伏図

【集会所】雑詳細図（１）

【集会所】雑詳細図（２）

【集会所】ホース乾燥柱詳細図

【集会所】外構計画図

材料表（２）

図 面 番 号

Ａ － ０４２

Ａ － ０４３

Ａ － ０４４

Ａ － ０４５

ＫＡ －

ＫＡ －

ＫＡ －

ＫＡ －

ＫＡ －

００１

００２

００３

００４

００５

図 面 番 号

０００Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

００１

００２

００３

００４

００５

００６

００７

００８

００９

０１０

０１１

０１２

０１３

０１４

０１５

０１６

０１７

０１８

０１９

０２０

図 面 番 号

００１

００２

００３

００４

００５

００６

００７

００８

００９

０１０

０１１

０１２

０１３

０１４

０１５

０１６

０１７

０１８

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

Ｓ －

図 面 番 号

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

０２３

０２４

０２５

０２６

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

０２７

０２８

０２９

０３０

０３１

０３２

０３３

０３４

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

Ａ －

０３５

０３６

０３７

０３８

０３９

０４０

０４１

Ａ －

Ａ －

０２１

０２２

図 面 名 称図 面 名 称図 面 名 称図 面 名 称



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－００１
特記仕様書（１） ＮＳ

□Ｇ

・ 足場等

・A種　適用場所（　　　　　　　　　）　

・B種　適用場所（　　　　　　　　　）　

・C種　適用場所（　　　　　　　　　）土質（　　　　　）受渡場所（　　　　　）　

特　　記　　事　　項

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築木造工事標準仕様書

Ⅱ.建築工事仕様

・ 材料の品質等

項　　目

(3) 本特記仕様書の表記

　風速（Vo=　　 m/s）

　地表面粗度区分 （・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ）

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

・ 環境への配慮

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」の区分に応じた材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

　 次の①から④を満たすものとする。

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

・風圧力

・積雪荷重 　　

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 する。

   とする。

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　 の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

・D種  適用場所（    　　　　　　　）

・材料（　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　）

    令和4年版」（以下「木造標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版｣（以下「標

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

1

各
章
共
通
事
項

章

　　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年度版）

・ 適用区分

2

仮
設
工
事

・ 埋戻し及び盛土

材料及び工法

※標準仕様書表3.2.1による

　種別

(3.2.3)

土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

    準仕様書」という。）によるほか、下記仕様書等のうち、〇を付けたものを適用する。

<1.4.1>

<1.4.2>

<2.2.4>

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記のとおりとする。

5.工事範囲

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ．工事概要

4.指定部分　　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下「標準詳細図」という。）

ウト材、乾式保護材、既製調合モルタル(タイル工事用)、既製調合目地材、ルーフドレン、

吸水調整材、錠前類、クローザー類、自動ドア機構、自閉式吊り引戸機構（手動開き式）、

重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリー

アクセスフロア、

可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形、ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、トップライト、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

鋳鉄製ふた 

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月24日）の「

（別紙）手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイド

ラインの  別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

据置き方式  又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

工事特記仕様書

1.工事場所

・ 鋼杭地業

鋼杭の材料

・

杭の種類、寸法、継手等 

(4.2.2)(4.4.3)～(4.4.6)

特定埋込杭工法

形状　　

・機械式継手 

測定箇所

試験杭の位置　

孔壁の保持状況（孔壁測定）

試験杭

試験杭の位置　　

試験杭

溶接材料　　

杭の継手の工法　　

・アーク溶接継手 

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

・JIS A 5525による　・　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

帯筋の加工及び組立 　　

コンクリート杭地業

・ 場所打ち

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　　

・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　※使用する　　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

工法

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・評定等の評価内容による 　　

併用する工法

工法

建込み時の杭の鉛直度 　　

・

寸法等

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

・図示による(　　　　　　)　　

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

・処理しない

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

工法

本　杭

試験杭

備　考
長期設計支持力

（kN/本）       

本　杭

試験杭

軸径

(mm)

拡底径

(mm)
備　考

呼 び 径 (㎜)種類の記号

・SD295

・SD345

・

鉄筋の種類

備　考

上杭

種類

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

杭径

(mm)
ｾｯﾄ数

板厚

(mm)
継手数

杭長

(mm)

備　考
長期設計支持力

ｾｯﾄ数
杭長

(mm)

・

（kN/本）       

※評定等を受けた工法

鋼管巻き材料　　

・SKK400　　・SKK490　　

・

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

杭の支持層への根入れ長さ 

・図示による(　　　　　　)　　

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

※重ね継手

・

重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　　）　　

主筋の基礎底盤への定着長さ

・図示による(　　　　　　)　　

4

地
業
工
事

・支持地盤等

・杭基礎

・直接基礎

種類地業

・ 既製コンクリート杭

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

杭径

杭先端部形状　　

杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分（種別）、寸法、継手の箇所数等 

備　考
長期設計支

工法

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

試験杭の位置　　

試験杭

杭周固定液　　

α、β、γが以下の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・セメントミルク工法

掘削深さ

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ

杭の継手の工法　　

・機械式継手 （継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理等　　

・処理する　

処理方法（切断にともなう補強方法含む）　

杭頭の中詰め材料　　

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

工法

建込み時の杭の鉛直度 　　

試験掘り(根切り底の状態の確認等)

・行う

・行わない

位置等　

支持地盤の位置及び土質(基礎底部の位置含む)

・杭径の1/4かつ100㎜以下　　

・1/100以内　　

・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　

・処理しない

・アーク溶接継手　

・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

・図示による(　　　　　　)　　

・使用する　　・使用しない

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・図示による(　　　　　　)　　

・

・図示による(　　　　　　)　　

・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式のうち

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

建込み時の杭の鉛直度 　　　

※評定等の評価内容による 

※評定等の評価内容による 

試験杭の位置　　

試験杭

・図示による(　　　　　　)　　

工法

(mm)

上杭

2 ｾｯﾄ数
厚さ

(mm)

溶接材料　　

・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

継手数
種類 コンクリート

強度(N/mm )

杭長

(mm)

中杭

下杭

載荷試験の方法

・地盤工学会基準　JGS 1521による　　

※評定等を受けた工法

試験の位置、載荷荷重

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

杭の支持層への根入れ長さ 

※評定等の評価内容による 

種別

・地盤の載荷試験（平板載荷試験）

杭施工に伴う発生汚泥の処理　　

・場内で固化処理した後に搬出　　・　　

報告書の記載事項

・図示による(　　　　　　)　　

・図示による(　　　　　　)　　

上杭

中杭

下杭

持力(kN/本)

本杭を

兼ねる

α=（ 200+135η ）、β=（　5.0　）、γ=（　0.7　）

・図示による(　S-014　　　)　　

3

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

3) 特記事項に記載の〈　　 〉内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

xl1,a0.25,sm1,ql,t0;床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラ

・試験杭(　　　)箇所及び本杭(　　　)箇所　　

(4.2.2)(4.5.1)(4.5.4)～(4.5.6)

・1/100以内　　・評定等の評価内容による　　

(3.2.1)(4.2.4)(4.3.4)(4.3.5)(4.4.4)(4.5.5)(4.5.6)

(4.2.2)(4.3.1)(4.3.3)～(4.3.6)(4.3.8)

支持層の位置及び土質(基礎ぐいの先端の位置含む)

SC杭の鋼管材料　　・SKK400　　・SKK490

新築　１棟
４９

８３

34

(1) 地区集会所　木造　平屋建て

青森県上北郡七戸町字倉岡56-8の一部

倉岡生活改善センター等改築工事

１,５３６.８９ ㎡

　　      　　　　建築面積　   　３０３.　 ㎡

　　　      　　　延床面積　　   ２８９.　 ㎡



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－００２
特記仕様書（２） ＮＳ

・ 砂利地業

材料

厚さ　　

厚さ　　

設計基準強度　　

スランプ　　

・ 床下防湿層

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

材料

・捨コンクリート地業

範囲

範囲

※高炉セメントB種　　　　　　 

コンクリートの設計基準強度　

コンクリートの種別　　

構造体強度補正値

・A種　　・B種　　・評定等の評価内容による 

※60㎜　　・　

※50㎜　　・　

※18N/㎜　　

※15㎝又は18㎝　　・　　

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　

セメントの種類　　

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下 

範囲

・図示による(　　　　　　)

・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下　　・図示による（　　　　　　） 

・図示による(　　　　　　)　　

・3N/?　・評定等の評価内容による 

・・ 地盤改良工法 種類及び施工方法等

・図示による（　　　　　　）　　

2

スランプ

・18cm　 ・21cm 

・

(4.6.2)(4.6.3)

砂利　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利又は切込砕石

(4.6.4)

(4.6.2)(4.6.5)

・図示による（　　　　　　）　　

形状等

・図示による（　　　　　　）　　

支持地盤

・置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート

地業）

・無し

型枠使用の有無

・有り　型枠の使用箇所等は図示による（　　　　　　）

　 放散量

・ ホルムアルデヒド 材料のホルムアルデヒド放散量

※木造標準仕様書4.1.4(1)による

・　　　　　（適用材料：　　　　　）

・ 防腐・防蟻処理 防腐・防蟻処理が不要な材種による製材

適用部材（部位） 防腐・防蟻処理が不要な材種

・

・

・

・

・

工場における薬剤の加圧注入等による防腐・防蟻処理

適用部材（部位） 薬剤の加圧注入等

・

・

・

・

・

・木造標準仕様書4.2.1(1)(ｲ)(b)に基づく加圧式保存処理の場合

保存処理の性能　　（　　　　　）

インサイジング

・適用する　　・適用しない

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部材（部位） 処理の方法

・

・

・

・

・

・

・合板、集成材、単板積層材の薬剤の加圧注入等による防腐・防蟻処理

保存処理の性能区分

・K3　　・AQ2

適用部材（部位）

・図示による　　

・地盤に接する鉄筋コンクリート等による床下の防蟻処理

木造標準仕様書4.2.2

・(ｱ)による　　・(ｲ)による

<4.1.4>

<4.2.1>

<4.2.2>

薬剤の種類 適用部材（部位）

・附属書A(規定)に基づく表面処理用木材

　保存剤による場合（　　　　　）

・

・

・

・土壌の防蟻処理

使用する薬剤（　　　　　）

処理方法及び使用量　　

帯状散布（帯状の幅：約　　　cm）

　液剤：処理長さ　　　L/m

　粒剤：（　　　　　）

面状散布

　液剤：処理長さ　　　L/㎡

　粒剤：（　　　　　）

・ 防腐措置 基礎外周部の換気孔

・ねこ土台　　材質（　　　　　）

※防鼠スクリーン又は防虫網付き

・換気孔

※防鼠スクリーン又は防虫網付き

小屋裏換気方法は木造標準仕様書4.2.4(3)

換気孔の大きさ

・図示による　　

・ 防耐火処理等 ・国土交通大臣の認定を受けた材料又は工法

（　　　　　）

防火被覆の材料および工法

・防火被覆の材料

・図示による　　

・防火被覆の留付け材の種類

・防火被覆材の目地等の処理方法

・図示による　　

・柱又は梁の継手及び仕口の接合金物の防火処理

・図示による　　

・防火被覆処理部への二次部材の取付け

　・図示による　　

防火被覆処理部の設備配管等の貫通部処理

防火被覆処理部への建具、設備機器の取付け方法及び取付け金物の防火被覆処理

　・図示による　　

<4.2.3>

<4.2.4>

<4.3.1>

<4.3.2>

・防火被覆の厚さ

・図示による　　

・図示による　　

・防火被覆の留付け間隔

・図示による　　

・図示による　　

・防火被覆の下地材への留付け長さ

・防火被覆の下地材への端あき距離

・図示による　　

・使用する　　・使用しない

・防火被覆の下地材への接着剤の使用

燃えしろ層の工法

・燃えしろ層の厚さ

・図示による　　

・柱又は梁の継手及び仕口の接合金物の防火被覆処理

・図示による　　

・接合具にボルト、ドリフトピン等を用いる場合の防火被覆処理

・図示による　　

・燃えしろ層への二次部材の取付け

燃えしろ層の配管等貫通部処理

　・図示による　　

燃えしろ層への建具、設備機器の取付け方法及び取付け金物の防火被覆処理

　・図示による　　

不燃処理木材等

・図示による　　

<4.3.3>

<4.3.4>

・ 木材 <5.2.2>軸組構法(壁構造系)工事に使用する木材は、使用材料表１による

<5.2.3>軸組構法(壁構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材料表２による

<5.2.4><5.5.8>Z、C、x、D、Sマーク表示金物

・ 構造用面材

・ 接合金物

短期許容耐力(kN)記号 その他

Z、C、x、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

Z、C、x、D、Sマーク表示金物以外の接合金物

寸法・形状等材質

種類

種類

表面処理

木造標準仕様書5.2.4(1)(c)④

備考

・火打金物

・筋かいプレート

・引き寄せ金物

・梁受け金物

・

・

・

・　　・　　・ 　 ・　

軸
組
構
法(

壁
構
造
系)

工
事
　
※
構
造
特
記
仕
様
書
を
優
先
す
る

・ 釘、木ねじ等 <5.2.4><5.5.7><5.5.9>釘（JIS A 5508）

その他

Z、C、x、D、Sマーク表示金物 <5.2.4><5.5.10>

ボルト及びナット及び座金

材料

※木造標準仕様書表5.2.2による

表面処理

材質

木造標準仕様書5.2.4(1)(c)④

種類

Z、C、x、D、Sマーク表示金物以外の接合具

アンカーボルト、ナット及び座金

・鉄丸くぎ

・太め鉄丸くぎ

その他材質種類

・十字穴付き木ねじ

・すりわり付き木ねじ

・

ステンレス製

ステンレス製

JIS B 1112

JIS B 1135

その他記号種類

・アンカーボルト

・六角ボルト

・座金

・

寸法

・図示による　　

座金の種別

・引張り応力を受けるボルトの座金　木造標準仕様書表5.2.3（　　　　　）

・せん断応力を受けるボルトの座金　木造標準仕様書表5.2.4（　　　　　）

材質

・

寸法

・図示による　　

表面処理

木造標準仕様書5.2.4(1)(c)④

座金の種別

・引張り応力を受けるボルトの座金　木造標準仕様書表5.2.3（　　　　　）

・せん断応力を受けるボルトの座金　木造標準仕様書表5.2.4（　　　　　）

・ ボルト、アンカーボ

   ルト、ナット及び座金

・

・

寸法・形状等材質種類 備考

・

・

Z、C、x、D、Sマーク表示金物に付属する接合具も含む。

　接合具、接合金物用接合具等

材質（　　　　　）

寸法及び形状　　・図示による　　・　

表面処理された鉄又はステンレス製

表面処理された鉄又はステンレス製

・　　・　　・ 　 ・　

・　　・　　・ 　 ・　

Z、C、x、D、Sマーク表示金物 <5.2.4><5.5.11>

・ ドリフトピン <5.2.4><5.5.12>

・ 木栓及び木だぼ <5.2.4><5.5.13>

その他記号種類

・ラグスクリュー

・

寸法・形状等材質等種類

・ラグスクリュー

・

による

木造標準仕様書表5.2.2のボルト

表面処理

木造標準仕様書5.2.4(1)(c)④

構造材を仕上げ材として用いる場合の見え掛り部に使用するラグスクリューの取付け方法

・ ラグスクリュー

・図示による　　

寸法・形状等材質等種類

・ドリフトピン

・

※SS400(JIS G 3101)

・

※丸鋼(JIS G 3191)（径：　　）

・

表面処理

木造標準仕様書5.2.4(1)(c)④

構造材を仕上げ材として用いる場合の見え掛り部に使用するドリフトピンの取付け方法

・図示による　　

形状・長さ・木だぼ径等樹種名 その他種類

・木栓

・

・木だぼ

・　　・　　・ 　 ・　

・　　・　　・ 　 ・　

<5.4.3>

見え掛り面の表面の仕上げの程度

・製材

・構造用集成材

・ 孔あけ加工

機械加工　・A種　   ※B種

・丸太材

・木材保護塗料塗り

施工箇所　　・図示による

種別　　    ・A種　   ※ B種

ドリフトピンの孔径

・ 表面の仕上げ <5.4.4>(18.12.2)

<5.5.3>

保持及び埋込み工法

<5.5.4>(15.3.2)材料

モルタルの厚さ

<5.5.6>建入れ直し後の建方精度の許容値（垂直、水平の誤差の範囲）

<5.5.8>

・ アンカーボルトの

・ 基礎天端均しモル

   タルの仕上げ

・ 建方精度

・ 接合金物の工法

・ 接着剤 <5.2.4>

・接着剤と併用した場合 

  接着剤の種類（　　　　　　）

・接着剤による接合

  接着剤の種類（　　　　　　）

　 設置等

　<表5.4.3>

<表5.4.5>

<表5.4.4>

<表5.4.6>

 <表5.4.7>

　標準仕様書表18.12.1による

(18.12.2)

ボルトの径に加える木部のボルト孔の大きさ

・床鳴り防止用接着剤 

  床根太用接着剤 JIS A 5550に基づく接着剤の種類（　　　　　　）

※木造標準仕様書表5.4.2による

・図示による

※ピン径と同径

機械加工  ・A種　   ・B種

手加工　　・H-A種　 ・H-B種

埋込み深さ

・図示による　　

種別・A種　・B種

埋込み位置の許容誤差

※±5mm  (JASS6 付則6[鉄骨精度検査基準]付表5[工事現場](3)による)

・

・木造標準仕様書5.5.4(ｲ)による

・無収縮モルタル

・図示による

※1/1,000以下　　　

構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用する接合金物の取付け方法

・図示による

・図示による

熱橋を形成する位置に設置する接合金物の断熱

・埋め木

構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

・隠し釘打ち

・釘頭現し

<5.6.2>・木製の火打土台

・鋼製火打土台

・ 釘、木ねじ等の工法

・ 火打土台

・簡易発泡硬質ウレタンフォーム断熱材(JIS A 9526)

・

釘、木ねじ等の種類及び間隔

・図示による

<5.5.9>

・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち

ボルトの種類、径、本数、間隔及びボルトに応じた座金の大きさ・ 各種ボルトの工法

・図示による

<5.5.10>

構造材を仕上材として用いる場合の見え掛り部に使用するボルトの取付け方法

・図示による

<5.7.8><5.8.6>小屋組の火打梁

床組の火打梁

<5.8.2>

・ 火打梁

・ 床束 ・木製床束

・鋼製床束

・樹脂製床束

・木製の火打梁

・鋼製の火打梁

・木製の火打梁

・鋼製の火打梁

仕様及び設置方法

・図示による

仕様及び設置方法

・図示による

木
造
工
事
　
※
構
造
特
記
仕
様
書
を
優
先
す
る

5

6

・K2　・K3　・K4　・AQ3　・AQ2　・AQ1

※木造標準仕様書4.2.1(1)(ｳ)(a)による

・(a)　　・(b)　　・(c)　　・(d)　　・(e)

木ねじ（JIS B 1112 又は JIS B 1135）

・釘（JIS A 5508）、木ねじ（JIS B 1112 又は JIS B 1135）に規定されているもの以外の

Z、C、x、D、Sマーク表示金物以外のラグスクリュー

機械加工  ・A種　   ・B種     ・C種

手加工　　・H-A種　 ・H-B種　 ・H-C種

図示

図示



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－００３
特記仕様書（３） ＮＳ

<14.3.2、3、7、8>・ 金属板葺

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類 屋根葺形式
塗膜の耐久性、めっき

付着量等の種類及び記号

厚さ

（mm）
備考

・平葺（一文字葺） 

・横葺

・立平葺

※JIS G 3322の

　屋根用コイル

・心木なし瓦棒葺

・心木あり瓦棒葺

屋
根
及
び
と
い
工
事

材料

断熱材張り

・行わない

・ 折板葺

下葺材料

※改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）

<14.4.2><表14.3.1>

・アスファルトルーフィング 940　

施工箇所 形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ

耐火性能
耐力に 軒先厚さ

（mm）
による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ
よる区分

材料に

よる区分

・重ね形

・はぜ締め形

・

（　）種
※鋼板製 

・

・有り ・30分

・無し ・無し

・ ・

板及びコイルの種類（　　　　　　　　　）

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　）

・行う　（断熱材の種別：　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：    時間）

固定釘の材質

木造標準仕様書表14.3.2による

（材質：　　　　　）

・心木の防腐・防蟻処理方法（　　　　　）

・平葺（一文字葺）の工法

・はぜの作り方

※図示による

・心木あり瓦棒葺の工法

・銅板以外の板による屋根一般部分の工法

溝板及びキャップの留付け方法

・

瓦棒の間隔

※図示による　　

・銅板による屋根一般部分の工法

瓦棒の間隔

※図示による　　

・心木なし瓦棒葺の工法

　屋根の流れ方向に平行な壁との取合い部

<14.2.2>

<14.3.4>

<14.3.5>

<14.3.6>

・雨押えを付ける場合

・

・雨押えを用いない場合

・

工法

吊子、各部の釘の留付け間隔

・図示による　　

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

雪止め

・設置する（図示による）

・設置しない

面戸板

<14.3.2>

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

耐雪性能に対応した工法

・適用する　　・適用しない

タイトフレームを留め付ける下地材

寸法形状材質

径及び長さ種類

瓦緊結用釘又はねじ

材質等

・瓦緊結用釘

・瓦緊結用ねじ

ステンレス製

ステンレス製

・ 粘土瓦葺 <14.5.2>

施工箇所 形状に

よる区分

製法に

よる区分

寸法に

よる区分

種類

大きさ 産地等

役物

軒瓦
そで のし

冠瓦 半瓦
雪止

鬼瓦 巴瓦
瓦 瓦 め瓦

・J形瓦

・S形瓦

・F形瓦

瓦桟木

材質

※ 杉 　 　

寸法

※木造標準仕様書14.5.2(2)(ｱ)による

・図示による

防腐・防蟻処理の種類

・

棟補強用心材

材質

※ 杉 　 　

寸法

※木造標準仕様書14.5.2(3)による

・図示による

防腐・防蟻処理の種類

・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

形状、寸法及び留付け方法種類

棟補強用金物等

材質等

・棟補強用金物
ステンレス製又は溶融亜鉛

めっき処理を行った鋼製

<14.5.3>

瓦の緊結方法等工法

※図示による

瓦桟木の留付け工法

※図示による

棟の工法

・7寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟

・のし積み棟

・

面戸、雀口及び葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

・モルタル

・瓦葺き用しっくい

・ スレート葺 <14.6.2>

種類
寸法（mm）

（全長さ×全幅）

役物

棟 けらば

・ ・

・・

着色（色調） 備考

・無　　・有（　　　）

・無　　・有（　　　）

工法 

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

雪止め

・設置する（図示による）

・設置しない

・金属板（銅板を除く）

・ とい といの材料

種類

・木造標準仕様書14.8.1（　　　　　）

板厚

・

・ アスファルトシン <14.7.2>

　 グル葺
品質 形状 色調 寸法(mm) 備考

工法 <14.7.3>

1章 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

軒先、けらば等に曲面を設ける場合

※半径500㎜以上　　

雪止め

・設置する（図示による）

・設置しない

<14.6.3>

・谷どい

種類

・木造標準仕様書14.8.1（　　　　　）

板厚

・

・銅板

板厚

※一般部0.35mm、谷どい部0.4mm

・

・硬質塩化ビニル樹脂製

種類（　　　　　）

外径（　　　　　）

厚さ（　　　　　）

長さ（　　　　　）

多雪地域

・適用する　　・適用しない

硬質塩化ビニル製集水器の形状

・図示による　　

硬質塩化ビニル製あんこうの形状

・図示による　　

・ モルタル塗り (15.3.2、5)

既製目地材

・設けない 

・設けない 

モルタル

床の目地

　目地割り

　目地の種類

左
官
工
事

・現場調合材料

・既調合材料

・設ける

　施工箇所（　　　　　　）　形状（※図示による　　・　　　　　　）

・設ける

※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

・

※押し目地

・

10

11

タ
イ
ル
工
事

(11.2.2、6)

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

タイルの形状、寸法等

　 によるタイル張り

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理 

壁タイル張りの工法 　

内装タイル以外のユニットタイル

・ 伸縮調整目地及び

　 ひび割れ誘発目地

位置

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

(11.1.3)(表11.1.1)

目地寸法

※目荒し工法（高圧水洗処理）

内外装タイル

 箇所

・マスク張り　

※標準仕様書表11.1.1による　

・図示による

・図示による

・MCR工法

・

・密着張り

・改良圧着張り 　

・ 見本焼き

　 試験施工

見本焼き (11.1.4)

試験張り

・行う(施工箇所：　　　　　　　　　)　　・行わない　

・行う(範囲、仕様等は図示による)　　　　・行わない

・モザイクタイル張り 　

備考欄：参照タイルシリーズ

 施工

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

・ セメントモルタル

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

・

種類

7

(11.3.2～5)・ 有機系接着剤による

　 タイル張り

タイルの形状、寸法等

(mm)

形状/寸法

標準

 役物 色

特注

再生材料の

適用  有 無

耐滑

有 無 り性Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類
種類

 施工

 箇所

耐凍害性

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

うわぐすり

施ゆう無ゆう

吸水率による区分

備考欄：参照タイルシリーズ

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

目地のシーリング材

打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地及びその他の目地

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

※目荒し工法（高圧水洗処理）

※F☆☆☆☆　　

※ポリウレタン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

※変成シリコーン系シーリング材

・MCR工法

・

・

・

・

外装タイルの目地詰め

・行う　　・行わない

木
工
事

・ 材料 <10.2.2>木工事に使用する木材は、使用材料表９による

<10.2.3>木工事に使用する合板は、使用材料表10による

見え掛り面の表面の仕上げの程度

・製材

手加工　　※内部造作材、外部造作合いはH-B種、下地材はH-C種

・造作用集成材

機械加工　・A種　　・B種　　・C種

・ 表面の仕上げ <10.1.3><表10.1.1、2>

　<表10.1.1>

<表10.1.2>

<表10.1.1>

・ 釘、木ねじ等 <10.2.4>・釘（JIS A 5508）

材質種類

・鉄丸くぎ

・太め鉄丸くぎ

・

その他

表面処理された鉄又はステンレス製

表面処理された鉄又はステンレス製

8

その他材質種類

・十字穴付き木ねじ

・すりわり付き木ねじ

・

ステンレス製

ステンレス製

JIS B 1112

JIS B 1135

・造作材化粧面の釘打ち

※隠し釘打ち

・釘頭現し

・ 耐候性処理 屋外に使用する仕上げ木材 <10.3.1>(18.12.2)

・釘頭埋め木

・つぶし頭釘打ち

・木ねじ（JIS B 1112 又は JIS B 1135）に規定されているもの以外の木ねじ

（材質：　　　　　）

・木材保護塗料塗り

施工箇所　　・図示による

種別　　    ・A種　   ※B種

　標準仕様書表18.12.1による

・ 防虫処理 施工箇所 <10.3.2>

・図示による

処理方法

・図示による

・ 外壁通気構法下地 積雪地域の場合の下地補強 <10.8.2>

補強高さ（mm）補強方法工法種別

・縦通気胴縁工法

・横通気胴縁工法

※木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(h)による

※木造標準仕様書10.8.2(ｳ)(i)による

・

・

・ 和室の造作 柱 <10.10.1>

・背割不要の処理

（材質：　　　　　）

防
水
工
事

・ FRP系塗膜防水 <11.2.2><11.2.4>材料

・ルーフドレン

・FRP系塗膜防水用ルーフドレン

・鋳鉄製

・オーバーフロー管

※つば付き　製造所の指定する製品

施工

・下地合板の上の防火板

種類（※ケイ酸カルシウム板　　・　　　　　）

厚さ（※10mm　　・　　　　　）

防水層平場の勾配

※1/100以上　　

水張り試験

・行う　　・行わない

・ シーリング 材料

下表以外は、木造標準仕様書表11.3.1による。ただし、外壁用タイル接着剤張りの場合の

シーリングは、標準仕様書11章による。

シーリング材の目地寸法

・ 

・図示による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・ 透湿防水シート、防水 <11.4.2><11.4.3>材料

　 テープ及び改質アスフ

　 ァルトフェルト工事

両面粘着防水テープの幅

※50mm以上　　

施工

バルコニー手すりの工法

※木造標準仕様書11.4.3(ｹ)①から⑤までによる固定方法

・ ケイ酸質系塗布防水 防水層の種別及び工程は、標準仕様書表9.6.1による。

防水層の種別

種別 種別 施工箇所

・C-SUI ・C-SUP

・

・図示による　 　 ・ 　

施工箇所

・図示による　　　

9

※木造標準仕様書14.3.5(3)(ｱ)(c)による

※木造標準仕様書14.3.6(4)(ｵ)(a)による

※木造標準仕様書14.3.6(4)(ｵ)(b)による

<14.8.2、3><表14.8.1><表14.8.2>

機械加工  ・A種　   ・B種     ・C種

　　　　　・H-A種　 ・H-B種　 ・H-C種

・木ねじ（JIS B 1112 又は JIS B 1135）

・釘（JIS A 5508）に規定されているもの以外

<11.3.2><表11.3.1><11.3.3>

※木造標準仕様書11.3.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

<11.5.1>(9.6.1、3)(表9.6.1)

屋根 0.4

100角磁器質図示

図示
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屋外のタイル張り下地及び屋内の吹抜け部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

・適用する　　・適用しない 

下地調整塗材塗りの接着力試験

防水剤（品質・性能、試験方法は別表による）

・ ラス系下地  (15.2.4)ラス系下地

・単層下地通気構法

　換気口部の措置 （※公共木造建築工事標準仕様書11.4.3.(2)(ｸ)　　・　　　　　　）

・直張りラスモルタル下地

・直張りラスシートモルタル下地

・二層下地通気構法

ラスの材料

種類及び記号  　　　（　　　　　　）

単位面積当たりの質量（　　　　　　）

・ 仕上塗材仕上げ  (15.6.2)

※F☆☆☆☆　

・薄付け仕上塗材

・

ラスシートの材料 

ラス目による区分（※M　　・　　　　 　）

山高、山ピッチ、質量及び溶接区分による区分

　　　　　　　　（・LS4(建築基準法に基づく耐力壁)　　・　　　　　　）

ステープルの形状及び寸法（　　　　　　）

直張りラスシートモルタル下地で建築基準法に基づく耐力壁のラスシートの施工

　　　　　　　　　　　　（　　　　　　）・ せっこうボード (15.2.5)

種類（・GB-R　　・GB-L　　・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ

　 その他のボード下地

種類（・　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　

木質系セメント板の種類及び厚さ

・ こまい下地 (15.2.6)建築基準法に基づく耐力壁の指定（・あり　　・なし）

・ 木ずり下地 (15.2.7)木ずり用小幅板の種類（※すぎ(心去り材)　　・　　　　　　）

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 防火材料

　 ・外装薄塗材Si

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　 ・可とう形外装塗材Si

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

  ・外装薄塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　・着色骨材砂壁状
 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・可とう形外装塗材E

  ・砂壁状

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

  ・防水形外装薄塗材E

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り  ・適用する

　・凹凸状  ・吹付け

　 ・外装薄塗材S 　・砂壁状  ・吹付け  ・適用する

  ・内装薄塗材C

  ・内装薄塗材L

　・凹凸状  ・吹付け

 ・適用する

　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

　 ・内装薄塗材Si

　 ・内装薄塗材E

  ・砂壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

  ・ゆず肌状

　・さざ波状

 ・ローラー

　 塗り

・内装薄塗材W

  ・京壁状じゅらく

　・ゆず肌状
 ・吹付け

 ・適用する
　・平たん状

　・凹凸状
 ・こて塗り

仕上塗材の種類

・厚付け仕上塗材

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 吸放湿性 上塗り 防火材料

　 ・外装厚塗材C

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

　 ・外装厚塗材Si

　 ・外装厚塗材E

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

 ・こて塗り

 ・ローラー

   塗り

  ・内装厚塗材C

　・吹放し

　・凸部処理
 ・吹付け

 ・適用する  ・適用する　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り

  ・内装厚塗材L

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する

  ・内装厚塗材G

　・平たん状

　・凹凸状

　・ひき起こし

　・かき落とし

 ・こて塗り  ・適用する  ・適用する

・ マスチック塗材塗り

・A種　　・B種

(15.7.2)

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

仕上げ吹付け厚さ

・ ロックウール吹付け (15.12.2、3)

・ しっくい塗り しっくい

・既調合材料

(15.10.2～4)

色しっくい　・適用する　　・適用しない

下地

・せっこうボード　　・せっこうラスボード　　・モルタル塗り　　・木ずり　　 

既調合しっくいの調合

・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　

・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　

種別

※F☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆

・図示による

・25㎜

・

・

・

・現場調合材料

・こまい　　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

・

・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　

・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

・なで切り仕上　　・パターン仕上げ

種類（呼び名） 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

　 ・複層塗材CE

　 ・複層塗材RE

　 ・複層塗材Si

　 ・複層塗材E

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種

　・ゆず肌状
 ・ローラー

   塗り

　 ・可とう形複層塗材

　 　CE

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種
　・ゆず肌状

 ・ローラー

   塗り

　 ・防水形複層塗材

　 　CE

　 ・防水型複層塗材

　 　RE

　 ・防水形複層塗材

　 　E

　・凸部処理

　・凹凸状
 ・吹付け

 樹脂

 外観

 溶媒

 ・耐候形

 　1種

 ・耐候形

 　2種

 ・耐候形

 　3種
　・ゆず肌状

 ・ローラー

   塗り

種類（呼び名） 防火材料

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・

・

のり

・土壁用ののり

・粉末海藻

(15.11.2～5、7、8)

・砂壁用ののり

・にかわ

色土

・土物仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

・大津仕上げに用いる色土の種類（　　　　　　）

色砂の種類

・天然砂と岩石の砕砂

・人工的に着色・製造したもの

・ こまい壁塗り

下塗りの調合

※標準仕様書表15.11.2

※つのまた

・ふのり

・ぎんなんそう

・

※ふのり

・つのまた

・こんにゃくのり

・合成高分子系混和剤

・

・

塗厚

※標準仕様書表15.11.8による

・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　）

こまい壁の工程

※A種　　・B種

・

こまい壁塗りの上塗りとする土物仕上げの工法の種類

・水ごね土物1工法

・のりさし土物工法

・砂壁仕上げ工法

・切返し仕上げ工法

・土物仕上げ工法

・水ごね土物2工法

・のりごね土物工法

こまい壁塗りの上塗りとする大津仕上げの工法の種類

・普通大津仕上げ工法

・大津みがき仕上げ工法

ちりじゃくり 

・図示による　　

・ アルミニウム製建具

・ 見本の製作等

・ 網戸等

外部に面する建具の種別　

(16.2.3)

(16.1.4)

・ 防犯建物部品

遮音性の等級（　　　　　　）

(16.1.6)

・ 樹脂製建具

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　　　　　

            　　　　　　・行わない

建具見本製作の目的等　　・ 　

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　） 　　　　　　

　　　          　　　　・行わない 

・適用する（・建具表による　　・　　　　　　）

性能値等

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号：・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具　 　

結露水の処理方法

水切り板、ぜん板　　

性能値等

耐風圧性の等級（・　　　　　　）

気密性の等級（・　　　　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

ステンレス鋼板

・ 防火戸 (16.1.3)

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・建具表による

耐風圧性の等級（　　　　　　）

気密性の等級　（　　　　　　）

水密性の等級　（　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

材料

形状及び仕上げ

工法

建
具
工
事

・

・適用しない

表面処理 

種別

着色

・標準色　　・特注色

・水貯め式　　・排水式

種類 材質 線径 網目

・防虫網

※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

・ステンレス(SUS316)製  

※0.25mm以上

・

※16～18メッシュ 

・

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

外部に面する建具の種別　

・B種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・C種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・A種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・D種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

・E種（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

枠の見込み寸法（・建具表による　　・　　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ HL　 　

屋内の建具

種別

着色

・標準色　　・特注色

木下地の場合の内付け建具

　※図示による　　

　・適用しない　　・適用する  

水密性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部 に面する建具の日射熱取得性の等級　

枠の見込み寸法　・建具表による　　・　　　　

断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8 ）

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

材料

鋼板類の厚さ（mm）

性能値等

性能値等

簡易気密型ドアセット

・適用しない 

簡易気密型ドアセット

・亜鉛めっき鋼板

※標準仕様書表16.5.1による　 

ステンレス鋼板

材料

ガラス

※複層ガラス（組合せは建具表による）

形状及び仕上げ

表面色　・標準色　　・特注色

工法

木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する 

・

形状及び仕上げ

・

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

材料

ステンレス鋼板

鋼板

※鋼 板 　 　

・

鋼板類の厚さ

形状及び仕上げ

※標準仕様書表16.4.2による

・　　　　　　使用箇所（　　　　　　）

ステンレス製のくつずりの仕上げ

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

断熱性の等級（　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

・ビニル被覆鋼板

・カラー鋼板

・ステンレス鋼板

　使用箇所（　　　　　　）　 

・適用しない 

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ

遮音性の等級（・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

外部に面する建具の耐風圧性

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ HL　 　

水切り板、ぜん板　※図示による　　

・ 鋼製建具

簡易気密型ドアセット

性能値等

防音ドア・防音サッシ

・適用しない 

遮音性の等級（・　　　　　　）

・適用する

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

外部に面する建具の耐風圧性 

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱性の等級（　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

断熱ドア・断熱サッシ

※ HL　 　

※建具表による　　

標準型鋼製建具の形式及び寸法 

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ HL　 　

※建具表による　　

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法

（建具符号　・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

召合わせ、縦小口包み板の材質

遮音性の等級（・　　　　　　）

12

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量 

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　

(16.2.2、4、5) (表14.2.1)（表16.2.1、2)

(16.2.5) (16.3.2～5)（表16.3.1～3)

・BB-1　　・BB-2　　（標準仕様書表14.2.1）

・BC-1　　・BC-2　　（標準仕様書表14.2.1）

(16.2.2) (16.5.2～4)(16.5.6)(表16.5.1)

(16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　

(16.2.2) (16.4.2～4)（16.4.6） (表16.4.2)
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・ 木製建具

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工

(16.7.2～4)建具材の加工、組立時の含水率

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

※F☆☆☆☆　　・　　

ステンレス鋼板　

・フラッシュ戸 

表面材の合板の種類 

表面板の厚さ

・かまち戸 

見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　

・ 建具用金物 (16.8.2、3)(表16.8.1～5)

・ふすま 

上張り（押入等の裏側以外）

縁仕上げ 

張りの種別（・Ⅰ型　　・Ⅱ型） 　　

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　

・紙張り障子 　

金物の種類及び見え掛り部の材質等 

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

枠、くつずりの材料

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書表16.8.2による

・建具表による

※標準仕様書表16.8.3による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

・建具表による

※標準仕様書表16.8.4による

木製建具に使用する戸車及びレール

・建具表による

※標準仕様書表16.8.5による

・建具表による

・ 鍵 マスターキー

鍵の製作本数

鍵箱

(16.8.4)

材料

工法

・

形状及び仕上げ

※HL　　・鏡面仕上げ　　

※ A種 　 　

合板の種類 規格等 備考

表面の樹種

板面の品質（※広葉樹1等　　・　　　　　　） 

接着の程度（・1類　　・2類 ）

樹種名（　　　　　　） 

接着の程度（・1類　　・2類 ） 

化粧加工の方法 

※プリント

接着の程度（・1類　　・2類 ）

・天然木 化粧合板 

・特殊加工 化粧合板 

※表16.7.6による　　

・鳥の子

・新鳥の子又はビニル紙程度  

・塗り縁

・生地縁（素地）

・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

・戸ぶすま 　

・建具表による　　

・

・

・製作する　　・製作しない

※各室3本1組（室名札付き）　　

※有り　　・無し 

見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　

ステンレス製のくつずりの仕上げ

※ HL　 　

・

表面材のホルムアルデヒド放散量等

・ポリエステル化粧合板

・メラミン化粧合板

・

・MDF 

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用 

・適用しない　　・適用する

表面板の仕上　・建具表による 

※普通曲げ　　

・角出し曲げ（b角（切込み後の残り板厚0.75mm、裏板補強有り）） 　　

クローザ類（品質・性能、試験方法は別表による）

シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質・性能、試験方法は別表による）

・普通合板

かまち樹種（　　　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　　　） 　　

・ 自動ドア開閉装置

・ 自閉式上吊り引戸

　 装置

性能値等　  (16.10.3)（表16.10.1）

手動開き力　　　（　　　　　　　　　　　　）

手動閉じ力　　　（　　　　　　　　　　　　）

閉じ速度の調整　（　　　　　　　　　　　　）

制動区間　　　　（　　　　　　　　　　　　）

開閉繰返し　　　（　　　　　　　　　　　　）

耐衝撃性　　　　（　　　　　　　　　　　　）

性能値

　種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用駆動装置

性能値

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置

性能値　　　　

　防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・引き戸用検出装置

・建具表による　　

凍結防止措置

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

(16.9.2、3)

・以下による

※標準仕様書表16.9.1　(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・以下による

※標準仕様書表16.9.2　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※標準仕様書表16.9.3　(防錆　・適用する　　・適用しない)

・以下による

※標準仕様書表16.10.1

・行う　　・行わない

戸の開閉方式　

・建具表による　　・ 

タッチスイッチの種類 

・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

車椅子使用者用便房スイッチの種類

・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ

　耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

　電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・ 重量シャッター

開閉方式の種類

管理用シャッターのシャッターケース

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

・外壁用防火シャッター

・管理用シャッター

シャッターの種類 　(16.11.2、3)

スラット及びシャッターケース用鋼板 　

鋼板の種類

めっきの付着量

安全装置 

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置 

電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

ステンレス鋼板

※電動式（手動併用）　　・手動式 

・設ける　　・設けない

※Z12又はF12

・

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　　　）pa 

電動式シャッターの障害物感知装置

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

・ 軽量シャッター 開閉方式の種類

耐風圧強度（　　　　　　）pa

スラットの材質の種類 

(16.12.2～4)

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※Z06又はF06　　・　　　　　　） 　

スラットの形状

安全装置

※手動式

・電動式（手動併用） 

電動シャッターの障害物感知装置

・インターロッキング形

・オーバーラッピング形 

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

・ オーバーヘッドドア (16.13.2、3)

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

・強化ガラス

  破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

  板ガラスによる種類、厚さによる種類

  性能による種類

・1種　　・2種

・複層ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

  断熱性による区分

  日射取得性及び日射遮蔽性による区分

・G　　・S

　乾燥気体の種類

・空気　　・アルゴン　　

・熱線反射ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

  日射熱遮へい性による区分

・1種　　・2種　　・3種

  耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が2種の場合）

・A類　　・B類

・倍強度ガラス

  材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

・ ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

・建具表による

・網入板ガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・型板ガラスの厚さによる種類

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性による種類

・Ⅰ類　　・Ⅱ-1類　　・Ⅱ-2類　　・Ⅲ類

・合わせガラス

セクション材料
風圧力に

開閉方式 収納形式
ガイドレールの材料

による区分
よる強さ

による区分 による区分

・50
※バランス式

・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板
※スチールタイプ

・75
・チェーン式

・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板
・アルミニウムタイプ

・100
・電動式

・ハイリフト形
・ファイバーグラスタイプ

・125 ・バーチカル形

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

・建具表による

・

の区分

（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

ガラスの留め材及び溝の大きさ

耐震性能

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

(16.14.2)(9.7)

建具の種類 ガラス留め材の種別 ガラス溝の大きさ(mm)

・シーリング材 

・グレイジングチャンネル

・

・シーリング材 

アルミニウム製

・

・シーリング材 

・

・グレイジングガスケット

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

樹脂製

・

・

・

・

・

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・図示による

※建具製造所の仕様による 

・ ガラスブロック積み (16.14.5)

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　

材質

寸法

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

材質

寸法

形状

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 

・図示による　　

目地部の横力骨の納まり　

※図示による　　

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

力骨　

金属製化粧カバー　

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調 目地幅（mm）
伸縮調整目地

防火性能
位置（mm）

・160×160
・95

・

・200×200
・95

・

※ステンレス鋼(SUS304)　　

※径5.5mm　　

※はしご形状複筋及び単筋　　

・ステンレス製　　・アルミニウム製 　　

※図示による　　

※図示による　　

※ガラスブロック製造所の仕様による　

・図示による

・

工法

1章 適用区分による風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・ 錆止め塗料塗り (18.3.2、3)

・ 素地ごしらえ (18.2.2～7)

下地面等 種別

木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

※A種　・B種

鉄鋼面（DP以外 ）

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※B種　・A種

※B種　・A種　

※A種　・B種

※B種　・A種

下地面 錆止め塗料の種別 錆止め塗料塗りの工程

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

SOP A種
見え掛り：A種

鉄鋼面（DPのみ） ※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DPのみ） ※A種　・B種　

※F☆☆☆☆　　

・ 材料

防火材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・以下の箇所を除き防火材料とする。

(18.1.3)

（箇所：　　　　　　） 

塗
装
工
事

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

塗料の種別

見え隠れ：B種

DP C種及びD種

EP-G ※B種　・A種

表18.3.4

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

SOP

DP

EP-G

鋼製建具等：A種

上記以外：B種

B種

C種
鋼製建具等：A種

上記以外：B種

※A種　・B種

表18.3.6

13

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

見込み寸法　※19.5mm　　・建具表による　　

※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による

※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による　　

・角出し曲げ（c角（切込み後の残り板厚1.0mm））

引き戸用検出装置の種類　　標準仕様書表16.9.4

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯） 　

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

　めっきの付着量（※AZ90　　・　　　　　　） 

  形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5　　・T6

(9.7)(16.14.2～4)(図16.14.1)

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）
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・ 塗装 (18.4.1～18.12.2)

高日射反射率塗装    を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

塗装 種別 塗料の種類

高日射反

射率塗料

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

・適用する

・適用する

・合成樹脂調合ペイント

　塗り(SOP) 

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 　　 －

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種　・A種 　　 －

・耐候性塗料塗り(DP)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　　 －

　　 －

・A種　・B種

・C種

上塗り塗料の

等級(　 )級
・適用する

上塗り塗料の

等級(　 )級

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

ﾓﾙﾀﾙ面

  ションペイント塗り

・つや有合成樹脂エマル

  (EP-G)

屋内の鉄鋼面

※B種　・A種

※B種　・A種

　　 －

　　 －

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ステイン塗り 

※B種　・A種

※B種　・A種

・ピグメント

・オイルステイ

※B種　・A種・木材保護塗料塗り(WP)

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　ン塗り(OS)

　ステイン塗り

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

・適用しない

・適用する

・適用しない

オイルステン塗りの工程等 

・

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 － 　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

　　 －

・適用する(着色剤：・溶剤形着色剤　　・油性染料着色剤)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※F☆☆☆☆　　

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量・ 接着剤

・ ビニル床シート

 (19.2.2)

(19.2.2、3)

※熱溶接工法　　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示による　　

接合部の処理

内
装
工
事

種類の記号 色柄 厚さ（mm） 備考

・無地

・マーブル柄

・柄物

・図示による　　

・ 下地の工法  (19.2.3)

・ ・

※2.0※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

(19.2.2)・ ビニル床タイル

・ 特殊機能床材 (19.2.2)・帯電防止床シート

　種類　　（　　　　　　）

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

  性能　　（　　　　　　）

  厚さ(mm)（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　性能　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

  種類　　（　　　　　　）

　形状　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

  種類　　（　　　　　　）

　寸法(mm)（　　　×　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

　厚さ(mm)（　　　　　　）

種類の記号 色柄 寸法（mm）  厚さ（mm） 備考

・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

※2.0

・2.5
・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・3.0

・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・

　厚さ(mm)（　　　　　　）

・タイルカーペット

材質の種類・ ビニル幅木 (19.2.2)

高さ(mm)

厚さ(mm)

・ ゴム床タイル　 (19.2.2)

色柄（　　　　　　） 

厚さ(mm) 

寸法(mm)（　　　×　　　）

種類

・ カーペット敷き ・ 織じゅうたん

帯電性

・タフテッドカーペット

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

色柄

パイル糸の種類等

※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

・

織じゅうたんの接合方法

下敷き材

・適用する　　・適用しない  

・軟質　　・硬質 

※60　　・75　　・100

※1.5以上　　

・単層品　　・積層品　

・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0 

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット 

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

※模様のない無地　

・

※ヒートボンド工法

・つづり縫い

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm

・

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・

・全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

・適用する

・適用しない

・

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法（mm） 総厚さ（mm）

※ループパイル
※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・カットパイル

・カット・ループ併用

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

・

※6.5

・

※6.5

※6.5

・

※F☆☆☆☆　　

備考

(参考価格)

備考

（参考価格

）

備考

(参考価格)

・

・

タイルカーペットの敷き方

階段部分

見切り、押え金物　

材質（　　　　　　）

種類（　　　　　　）

形状等

・ 合成樹脂塗床 (19.4.2、3)(表19.4.4、5)

塗床材のホルムルデヒド放散量

平場

※市松敷き

・模様流し

・

※模様流し

・市松敷き

・

※図示による　　

種別 施工箇所 工法 仕上げの種類

・厚膜型塗床材 
※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流しのべ工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

※F☆☆☆☆　　

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

・ フローリング張り

　 その他のボード及び

・ せっこうボード、 (19.7.2、3)(表 19.7.1)

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

・単層フローリング　（フローリングボード1等）

　工法

　樹種

　間伐材等の適用

　樹種

　厚さ（mm）

  大きさ

・複合フローリング

　工法

・接着工法

　種別

接着工法の場合の不陸緩和材

・ 畳敷き (19.6.2)(表 19.6.1)種別

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

・

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極め

て少ない材料を使用したものとする。

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　　 合板張り

・

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

・接着工法

※ なら 　 　

・適用する　　・適用しない

・

・

・

　間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

　樹種

※ なら 　 　

・A種　　・B種　　・C種

　間伐材等の適用

・適用する　　・適用しない

※合成樹脂発泡シート

・

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

※標準仕様書19.5.2(2)による

・

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　　

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

合板のホルムアルデヒド放散量

※標準仕様書19.7.2(3)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　　

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

種類等 厚さ(mm)、規格等

木質系セメント板

・木毛セメント板
※図示による　・15　・20　・25

・木片セメント板

　 ・硬質(HF) ・普通(NF)

繊維強化セメント板

・けい酸カルシウム板(タイプ2)

　　普通ボード 0.8FK
※図示による　・6　・8

・火山性ガラス質複層板

　　種類　※図示による　
※図示による　

火山性ガラス質複層板

繊維板

※図示による　・3　・7　・9　・12　 

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI)

　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理）

　　・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ

　　　・未研磨板（RN）

　　　・研磨板（RS）

　　・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE)

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

　　・天井仕上げ材

　　・内装仕上げ材

※図示による　・9　・12　・15　・18

せっこうボードの目地工法等 

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・無研磨板（VN）

　・研磨板（VS）

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

　・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

　・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）

　・塗装（DC）

※図示による　・10（難燃）　・12（難燃）　

吸音材料

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR）

　・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ

　・凹凸ﾀｲﾌﾟ

・9 （不燃）　・12（不燃）

・12（不燃）　・15（不燃）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号） ※図示による　・25　

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K） ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R） ※12.5（不燃）　・15（不燃）　

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S） ・12.5（・不燃　・準不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ（GB-L） ・9.5

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）
・9.5（不燃）

　・化粧無し（下地張り用）

　・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

合板類

・普通合板

　表板の樹種名：

　板面品質：

　防虫処理

　・行う　・行わない

※図示による

・天然木化粧合板

　化粧板の樹種名： ※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

・特殊加工化粧合板

　化粧加工の方法

※図示による

　防虫処理

　・行う　・行わない

　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　

　表面性能

合板類の張付け

・A種　　・B種 　

目地工法の種類

・

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合 

※図示による　　

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

・

・

※仕上表による

・12.5（不燃）　・15（不燃）   ・

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面の素地ごしらえの種別

・断熱材現場発泡工法 　　

断熱材の種類

吹付け厚さ（mm）

施工箇所

・ 断熱材 (19.9.2～4)フェノールフォーム断熱材、保温材又は接着剤のホルムアルデヒド放散量

・断熱材打込み工法 

※F☆☆☆☆　　

・

・ 壁紙張り (19.8.2、3)ホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

紙

壁紙の種類

繊維
プラス

無機質その他
施工箇所 防火性能

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃 　・準不燃 

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

※B種　　・A種　

種類 厚さ（mm） 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材（スキン層なし)

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・

・

・

・

・A種1　　・A種1H 　　

・図示による　　

・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 

・不燃 　・準不燃 

塩化

・

・

・

・

ビニル チック

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　

(・　　　　　　)

備考

(参考価格)

(品質・性能、試験方法は別表による)

14

標準仕様書19.2.3(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法

(19.3.2、3)(表19.3.1)(表19.3.2) 

・単層フローリング　（フローリングブロック1等）

・A種　　・B種　　・C種　　・D種（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N） 

・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

　 ・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW)

※図示による　・12　・15　・18　・21　 ・30

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7　 

　・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB）

※図示による　・10　・12　・15　・18　 

(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 

図示

図示
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・ 断熱・防露工事 材料

断熱材のホルムアルデヒド放散量

<20.2.2>

※F☆☆☆☆　　

・ 断熱材

分類 材料名

断熱材の種類
規格番号 厚さ又は密度等

・フェルト状

　断熱材

・グラスウール

・ロックウール

・ボード状

　断熱材

・グラスウール

・ロックウール

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム

・硬質ウレタンフォーム

・ポリエチレンフォーム

・フェノールフォーム

・インシュレーションファイバー

・JIS A 9521

・セルローズファイバー

・グラスウール

・ロックウール ・JIS A 9523

・吹付硬質ウレタンフォームA種1又は

　A種1H（難燃性を有するもの）
・JIS A 9526

・ばら状

　断熱材

・現場発泡

　断熱材

・断熱材現場発泡工法

断熱の種類

・A種1又はA種1H　　

吹付け厚さ（mm）

・25　　・30　　

施工箇所

・図示による　　

・現場発泡断熱材（品質・性能、試験方法は別表による）

・防湿材

種類

木造標準仕様書20.2.2(2)による

・(a)　　・(b)　　・(c)

厚さ

・図示による　　

施工箇所

・図示による　　

・気密材

種類

木造標準仕様書20.2.2(3)による

・(a)　　・(b)　　・(c)　　・(d)　　・(e)　　・(f)　　・(g)

厚さ

・図示による　　

施工箇所

・図示による　　

施工箇所

※図示による　　

・防風材

種類

※JIS A 6111に基づく透湿防水シートB

・

厚さ

・図示による　　

施工箇所

・図示による　　

断熱材及び防湿層の施工

・充填断熱工法

・外張断熱工法

防蟻処理

・行う（適用箇所：　　　）（処理の種類：　　　）

・行わない

・防湿層の施工

・省略する

各部位の工法

・

<20.2.4>

<20.2.5>

・ サイディング工事 ・窯業系サイディング工事 <20.3.2>

　サイディング

種類 形状
働き長さ

・働き幅

厚さ

(mm)

表面

仕上げ

耐凍害

性能

防 火

耐火性能

通気胴縁

樹種名　※杉　　

・防腐処理種類（　　　　　）

施工

張り方

換気口部の防水措置

・図示による

現場塗装用サイディングの下地処理及び仕上げ

・

・縦張り工法　　・横張り工法

・複合金属サイディング工事 <20.3.3>

　サイディング

種類 形状
有効幅

(mm)

長さ

(mm)

厚さ

(mm)

表 面 材

しん材の種別

防 火

耐火性能

通気胴縁

樹種名　※杉　　

・防腐処理種類（　　　　　）

施工

張り方

・縦張り工法　　・横張り工法

換気口部の防水措置

・図示による

・ ALCパネル（薄形パネ 薄形パネルの区分 <20.4.2><20.4.3>

形状による区分
表面加工の有無

厚さ(mm) 幅(mm) 長さ(mm)
による区分

・一般パネル

・コーナーパネル

・平パネル

・意匠パネル

・平パネル

・意匠パネル

・

・

・

・

・

・

通気胴縁

樹種名　※杉　　

・防腐処理種類（　　　　　）

施工

パネルの構法

・通気構法　　・直張り構法

パネルの取付け

・横張り工法　　・縦張り構法

　 ル)工事

・ フリーアクセスフロア (20.2.2)

寸法精度 

パネルの長さの寸法精度

・以下による

パネルの平面形状（角度）の寸法精度

フリーアクセスフロアの高さの寸法精度

帯電防止性能

・評価値（U）≧0.6以上

感電防止性能

　漏えい抵抗（R）≧1×10?Ω

施工箇所 構法 寸法（mm）
高さ

耐震性能 所定荷重 表面仕上材 備考
（mm）

・置敷式

・支柱

　調整式

・500×500 ・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・

（　　　　　　）

（　　　　　　）

（　　　　　　）

・評価値（U）≧1.2以上　　

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

・ 移動間仕切

・ 可動間仕切

(20.2.4)

(20.2.3)

パネル内に取付ける建具

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

  補強する

パネル材料のホルムアルデヒド放出量

・図示による

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節

の建具用金物に対応する材質とする。

構造形式による種類
構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ
パネル表面仕上げ

遮音性
防火性能

(dB/500Hz)

・スタッド式(内蔵）

・スタッド式(露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・壁紙張り

・

・0

・12

・20

・28

・36

・不燃

・有り（※図示による　　・　　　　　　）

・無し

走行方向
操作方法に パネル圧接装 総厚さ パネル表面材

材質 仕上げ

遮音性

よる種類 置の操作方法 （mm） (dB/500Hz)

・平行方向 移動式

・二方向 移動式

・手動式 

・電動式 

・部分電動式 

・ﾌﾟｯｼｭ式 

・ﾊﾝﾄﾞﾙ式 

・

・鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・

・36未満

・36以上

※F☆☆☆☆　　

パネルをランナに取り付ける部品 

※ランナに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

・

ハンガーレール及びランナ 

・

※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナ数で除した値に対して、耐力及び

　変形量が使用上支障のないもの

(品質・性能は別表による）

・ トイレブース (20.2.5)

・ 階段滑り止め

・ 手すり

材種

端部の形状

・ 黒板及び

　 ホワイトボード

(20.2.9)・黒板　

区分

種類

色

・ホワイトボード

(20.2.6)

表面材の材料
脚部

種類

ドアエッジ

材質

・メラミン樹脂系化粧板 

・ポリエステル樹脂系化粧板 

・

※幅木タイプ

・

※製造所の仕様による

・アルミニウム製 

・ステンレス製

・ステンレス製

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

・

形状

・フラットエンドあり

・フラットエンドなし

・埋込み工法

※接着工法

※焼き付け　　

・鋼製黒板

・ほうろう黒板

・

※ 緑 　 　

(20.2.7)

・タイヤレス型 

寸法(幅)

取付け工法

・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

材料の種類及び仕上げ

・SUS304　表面処理　※HL程度　　

・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　　　）種）

　　　　　　　　　　　    色合い　・標準色（　  　　　）　・特注色（　　  　　）

(品質・性能、試験方法は別表による）

誘導標識、非常用進入口等の表示

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

※消防法に適合する市販品　　

・ 煙突ライニング

・

(20.2.13)

・ 鏡

厚さ（mm）

寸法（mm）

(20.2.10)

　(20.2.11)

取付け箇所（　　　　　　）

衝突防止表示・ 表示

適用安全使用温度

・図示による　　

※ 5　 　

※図示による

　形状・寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　材質　　　（ ・ステンレス製　　・　　　　　　）

・設置しない

(案内用図記号はJIS Z 8210による)

・ タラップ  　(20.2.12)材質及び仕上げ

・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 

・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 

（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　　・　　　種）） 

工法

※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )

・

・設置する　（設置場所：※図示による　　・　　　　　）

　(20.2.14)

・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

縦型ブラインドのスラットの材質

形式 操作方法 操作方法の種類 ｽﾗｯﾄの種類 ｽﾗｯﾄ幅
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ 幅・高さ

の材種 取付箇所 

・横形

※ギヤ式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製・ｺｰﾄﾞ式

・・操作棒式

※25 ※鋼製
・図示に

　よる

・
・電動 　　　 －

・・

・縦形
・手動

※2本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・1本操作ｺｰﾄﾞ式
・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製
・図示に

　よる

・・電動 　　　 －
・100 ・

・ ブラインド

・手動

・ ロールスクリーン 　(20.2.15)

・ カーテン (20.2.16)

・ カーテンレール 材料による区分　　　　　　　　　　　 　(20.2.16)

強さによる区分

仕上げ

形状

※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

形式 ひだの種類
生地の種別、 取付け

備考開閉操作
品質、特殊加工等

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ ・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・つまみひだ

・箱ひだ、片ひだ

・電動 ・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

・図示に

　よる

・

・ステンレス製

※10-90　　

※アルマイト　　

※ 角 形　 　

スクリーンの仕様

操作方法
幅・高さ

品質等スクリーンの材種

・コード式

・スプリング式 ・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

・図示に

　よる

・

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

・電動式

その他の材料

※製造所の仕様 

取付箇所 

・

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

箇所

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり

※300mm以上

・

生地の仕様

消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は　 とする

・ ブラインドボックス

　 及びカーテンボックス

溝幅×深さ（mm）

材種

・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

標準仕様書表14.2.1による種別

色合い

・鋼製（仕上げ：　　　　　　）

・90×150　　 ・120×80

・120×150　　・150×80

・図示による 

・BC-1種　　・BC-2種　　

・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　　）

・集成材（仕上げ：　　　　　　） 　

・ 天井点検口

・ 耐震スリット

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による

目地

材種 寸法 形式 外枠 内枠

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・額縁タイプ ・額縁タイプ 

・600×600 ・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ 

・ ・気密形

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 寸法 形式 備考

・アルミニウム製 ・450×450 ・一般形 ・屋内外用 ・鍵付き

・600×600 ・屋内用 ・密閉形・ステンレス製

方向 タイプ 耐火性能 備考

・垂直

防水性能

・水平

・完全（全貫通型）

・

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

目地 内壁 外壁

目地材
・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・

・シーリング材(見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）
・スリット幅×深さ10

・

・スリット幅×深さ10

・

・

幅(mm)

・25

・

・25

・

(品質・性能、試験方法は別表による）

(品質・性能、試験方法は別表による）

・ 床点検口

・ ・

・ 止水板 形式

施工箇所

・ エキスパンション

　 ジョイント金物

建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による。

・差込式　　・据置式　　・壁張り式

・図示による　　
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材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

・集成材 ・35程度

・45程度

・

・

・ビニル製

手すりの握り部分

・35程度

・45程度

・

・クリアラッカー

（材種：　　　　　　）

・アルミニウム 表面処理　（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　　　）種）

※木造標準仕様書20.2.5(ｱ)から(ｺ)までによる

※木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④による

※木造標準仕様書20.3.2(3)(ｳ)(c)①から④による

※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による　 

※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)

図示

図示

・樹脂被覆
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・ くつふきマット

・ 流し台ユニット

形状

材種

・ 車止めさく

・ 旗竿受金物

フェンスの種類

・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

・鋼管フェンス 　

高さ

・ 旗竿

品質・性能

外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。

構成材は、JIS A 4420 の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

材種 受け枠 備考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS304)製

・

・ステンレス鋼（SUS304）

・硬質アルミニウム合金

・

材種
寸法（mm）

W D
備考

H

・流し台

・1200

・1500

・1800

・550

・600

・650

・800

・850

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

・コンロ台

・600 ・550

・600

・650

・620

・670

市販品

バックガード有り

天板ステンレス製

・つり戸棚 
・1200 ・450 ・500

・700

市販品

・900

・水切り

・1200

　 －

市販品

ステンレス製

・1段式　・ 

・900

・600

　 －

※図示による　　

材種 形式 高さ(m) 操作方法 固定方法 備考

・アルミニウム合金製

・

・テーパー式 ・ハンドル式

・同一断面式 ・ロープ式

・埋込式

・ベース式

・バンド式

・ステンレス製 (SUS 304)

・

形式 材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

・上下式鎖内蔵式
・標準品

・スプリング式

・ステンレス製

・

・ ・

・

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・ フェンス

・図示による　　

・

・ プレキャスト コンクリートの設計基準強度 

・図示による

配筋 　

※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する

　 コンクリート

(20.3.3、4)

・図示による 

取付け方法 　

※図示による　　

・ 間知石及びコンクリー

　 ト間知ブロック積み

(20.4.2、3)

積み方

目塗り

材種

厚さ

伸縮調整目地　　

・間知石

材種 種類 質量区分 備考

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

・花こう岩

・B

・A

　　 － 　　 －

　　 －

※谷積み　・布積み 

・図示による　　

・図示による　　

・図示による　　

・ 鋼製書架及び物品棚
種類 規格等 JISによる種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚
JIS S 1039 の規格による

・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種

・ 屋内掲示板

表面の材質

枠の材質

※アルミニウム製

・

※塩ビ発泡シート張り

・

材種・ 洗面カウンター

奥行き(mm)

・

施錠

照明器具

・ 収納家具

・ 屋外掲示板

・固定式

降下機構

・ 防煙垂れ壁

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法

製造所

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）

・ 人工大理石　

・約450　　・約600

材質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備考

※ 網入り磨き板ガラス ※6.8

・ 線入り磨き板ガラス

※500 アルミ製枠付き

・ ・

・可動式

種類 材質 高さ(mm) 備考

・垂直降下式

　（巻取り型）

※不燃布

（不燃認定品）

※500

・800

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

・ 　・可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

※500

・800

表面仕上げ

　※ 天井材張り

・

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※有り　　・無し

※有り　　・無し

※図示による　　

※F☆☆☆☆　　

(22.2.2、3、5)(表22.2.1)・ 路床 路床の材料

舗
装
工
事

種別 材料 厚さ(mm)

・A種　・B種　・C種 　・D種 ・図示による
・盛土

・建設汚泥から再生した処理土

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン

・切込み砂利

・

・図示による

・

・図示による

・

・凍上抑制層

・フィルター層

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）

・行う

・行わない

・砂（標準仕様書表21.2.2による）

標準仕様書22.2.3.(3)による

・路床安定処理　　

安定処理の方法

・生石灰（・特号　　・1号）

添加量

・ジオテキスタイル

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

透水係数

試験　

路床土の支持力比（CBR）試験

路床締固め度の試験

・フライアッシュセメントB種 　　　　　　　

-1

現場CBR試験

路床安定化処理用添加材料

・置き換え工法

・安定処理工法

種類

・普通ポルトランドセメント

・高炉セメントB種

・消石灰（・特号　　・1号）

・　　　kg/m3（CBR　・3以上　　・　　　　　　） 　　

・60g/㎡以上　　

・0.5～1.0　　・ 　　

・1.5×10 cm/sec以上　　・ 

・行う　　・行わない

・行う　　・行わない

(22.3.2、3)(表 22.3.1)・ 路盤

・粒度調整砕石

路盤の厚さ

路盤材料（標準仕様書表22.3.1による種別）

・再生クラッシャラン

・再生粒度調整砕石

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・粒度調整鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

・図示による　　

・クラッシャラン

・ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装 (22.4.2～6)(表 22.4.4)

アスファルト

アスファルト舗装の構成及び厚さ

材料

骨材

・アスファルトコンクリート再生骨材

加熱アスファルト混合物等の種類

アスファルト混合物等の抽出試験

(22.5.2～4、6)(表22.5.1、3)コンクリート舗装の構成及び厚さ

材料

　コンクリートの種類　(　　　　　　)

早強ポルトランドセメント

注入目地材料

目地

種 類 　

・ストレートアスファルト

・密粒度アスファルト混合物(13)

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

　設計基準強度（N/?）　(　　　　　　)

　粗骨材の最大寸法（mm）　(　　　　　　)

※普通コンクリート、標準仕様書表22.5.1による　　

間隔　・(　　　　　　)m程度ごと

構造　・図示による

舗装の平たん性

コンクリート

・以下による

・以下による

（標準仕様書表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）

※図示による　　

・再生アスファルト

・道路用砕石

試験

・行う

・

舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

コンクリート舗装
車路及び駐車場 

歩行者用通路

・図示による

・図示による

・図示による　

※70　　　　　

　所定のスランプ（cm）　（※8　　・　　　　　　）

・使用する　　・使用しない 

※低弾性タイプ 

・高弾性タイプ

※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

舗装の平たん性

※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

・行わない 

・カラー舗装 (22.6.2～4)

・ 透水性

　 アスファルト舗装

 (22.7.2、3、6)

舗装の平たん性

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

試験

舗装の構成

・図示による　　

材料

骨材

・アスファルトコンクリート再生骨材　　　

・加熱系カラー舗装

構成・厚さ　

加熱系混合物の結合材

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　　％）

着色骨材（　　　　　　）

自然石　（　　　　　　）

・常温系カラー舗装

工法

着色部の下部

（標準仕様書表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）　

・図示による　　

・ニート工法（配合その他：　　　　　　　)

・塗布工法　（配合その他：　　　　　　　)

・アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・

・道路用砕石

・行う

※著しい不陸がないもの・

添加材

舗装の平たん性

※通行の支障となる水たまりを生じない程度

・

・行わない 

・コンクリート平板舗装・ ブロック系舗装 (22.8.2、3)

種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材 備考

・普通平板(N）

・透水平板(P） 

・保水性平板(M）

・300角 ※60 ※砂 表面加工

・ ・ ・ﾓﾙﾀﾙ 　・研ぎ出し

　・洗い出し

　・たたき出し

とする。

普通平板は　 (再生材1料を用いた舗装用ブロック)、透水平板は   (透水性コンクリート）

・舗石舗装

・インターロッキングブロック舗装

クは   (透水性コンクリート）とする。

歩行者用通路に使用する普通ブロックは　 (再生材料を用いた舗装用ブロック)、透水性ブロッ

仕上り面の平たん性

※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内とする。

・ジオテキスタイル

単位面積質量

厚さ(mm)

引張強さ

透水係数
-1

クッション材

クッション材

クッション材

仕上り面の平たん性

※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート平板間の段差は3mm以内とする。

仕上り面の平たん性

・

・

※砂　　・空練りモルタル

・

種類 部位
形状 厚さ 曲げ強度

備考
寸法 (mm) (N/?)

※普通ブロック(N)

・透水性ブロック(P）

・保水性ブロック(M）

※普通ブロック(N)

・透水性ブロック(P）

・保水性ブロック(M）

車路

歩行者用通路

・図示による

・

・図示による

・

※80

・

※5.0

・

表面加工

・

※60

・

※3.0

・

※砂　　・空練りモルタル

種類
形 状 厚さ

張り方 基層 基層の厚さ（mm)
寸法（mm) (mm)

・花こう岩
・割石

・図示による

・

・ ・ｺﾝｸﾘｰﾄ版
※70

・

・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
※70

・

・

※砂　　・空練りモルタル

・60g/㎡以上　　

・0.5～1.0　　

・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　　

・1.5×10 cm/sec以上　　・ 

・

路面標示用塗料はJIS K 5665による。・ 路面標示用塗料

・ 砂利敷き 種別

・A種（施工範囲：　・図示による　　・通路　　・　　　　　　）

・B種（施工範囲：　・図示による　　・建物周囲その他　　・　　　　　　）

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

　(22.9.2)

種類 施工 適用 色 幅（mm) 塗布厚さ(mm)

溶融

常温

加熱

※3種1号

・1種

・2種

粉体状

液状

・白 ・150 ・1.0

・ ・100 ・

　3-3　鉄筋工事

　3-4　コンクリート工事

　※以下の章は構造特記仕様書を優先する

16

・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による

※歩行に支障となる段差がないものとし、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ間の段差は3mm以内とする。
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Ｇ
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Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

<5.2.2>

・JAS 1083-3 製材-第3部に基づく目視等級区分構造用製材

樹種名 構造材の種類
の適用

間伐材等

・甲種構造材
・1級

　・甲種Ⅰ
・・2級

<使用材料表１>

　・甲種Ⅱ

・乙種構造材
・3級

等級 寸法(mm)

・SD15

・SD20

含水率 保存処理施工箇所

・JAS 1083-4 製材-第4部に基づく機械等級区分構造用製材

樹種名
（曲げ性能） の適用

間伐材等

・
・SD15

・SD20

含水率 保存処理施工箇所
等級

（注）無等級材、広葉樹製材及び丸太材の縦振動ヤング係数による基準強度の確認は、以下による。

　　　無等級材のうち次の樹種については、JAS 1083-4　製材‐第4部に基づく機械等級区分構造用製材に定める品質の曲げ

　　　あかまつ、べいまつ、からまつ、ひば、ひのき、べいつが、えぞまつ、とどまつ、すぎ

 （参考）JAS 1083-4　製材‐第4部に基づく機械等級区分構造用製材に定める曲げヤング係数の基準（等級と曲げヤング係数）

等級 E50 E70 E90 E110 E130 E150

曲げヤング係数

（Gpa又は10 N/?）
３

3.9以上

5.9未満

5.9以上

7.8未満

7.8以上

9.8未満

9.8以上

11.8未満

11.8以上

13.7未満
13.7以上

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm)

・D10

・D13

含水率 保存処理施工箇所 等級

・特等　・1等　・2等

・加工前に縦振動ヤング係数を測定する部材（対象部材：　　　　　　　）

・無等級材

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm) 含水率(%) 保存処理施工箇所 強度試験 材面の品質

・JAS 1083-4　製材‐第

　4部に基づく機械等級

　区分構造用製材、曲げ

　試験

（対象部材：　　　　）

・縦振動ヤング係数測定

（対象部材：　　　　）

・JAS 1083-4　製材

　‐第4部:機械等級

　区分構造用製材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm)
等級

含水率(%)施工箇所 区分

寸法(mm)

（材面の品質）

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

樹種名
の適用

間伐材等
寸法(mm) 保存処理施工箇所

等級

（材面の品質）
含水率

・JAS 0600に基づく甲種枠組材

樹種名又は

の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・・

・未乾燥材

・乾燥材

寸法

樹種群 型式名(mm)

未乾燥材又は

乾燥材の別
保存処理 材面の品質

・特級　・1級　・2級　・3級

・JAS 0600に基づく乙種枠組材

樹種名又は

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

・未乾燥材

・乾燥材

寸法

樹種群 型式名(mm)

未乾燥材又は

乾燥材の別
保存処理 材面の品質

・コンストラクション

・スタンダード

・ユティリティ

・・

・

・JAS 0600に基づくMSR枠組材

樹種名又は

の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・・

・未乾燥材

・乾燥材

寸法

樹種群 型式名(mm)

未乾燥材又は

乾燥材の別

・・

品名
MSR等級

（曲げ強度性能）

MSR

の適用

間伐材等

・

等級
寸法

含水率(%)施工箇所 区分
型式名(mm)

・

・・

樹種名又は

樹種群

・JAS 0600に基づくたて枠用たて継ぎ材

の適用

間伐材等

・

樹種名又は樹種群 寸法型式名(mm)施工箇所 品名

・

・・

たて枠用たて継ぎ材

・JAS 0600に基づく甲種たて継ぎ材

の適用

間伐材等

・

樹種名又は樹種群 寸法型式名(mm)施工箇所 品名

・

・・

たて継ぎ材

・JAS 0600に基づく乙種たて継ぎ材

の適用

間伐材等

・

樹種名又は樹種群 寸法型式名(mm)施工箇所 品名

・

・・

たて継ぎ材

・JAS 0600に基づくMSRたて継ぎ材

の適用

間伐材等

・

施工箇所 品名

・

・・

MSRたて継ぎ材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたたて継ぎ材

の適用

間伐材等

・

等級
寸法

含水率(%)施工箇所 区分
型式名(mm)

・

・・

樹種名又は

樹種群

・JAS 0701に基づく構造用単板積層材

品名
の適用

間伐材等

・A

・・B

・C

曲げ性能
施工箇所

・

・A種構造用

　単板積層材

・B種構造用

　単板積層材

接着性能

（使用環境）

・A

・B

・C

樹種名 寸法(mm)
水平せん

保存処理
断区分（曲げヤンク゛係数区分）

・

係数区分（　　　）

等級

・特級・1級・2級

係数区分（　　　）

・丸太材

の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

寸法(mm) 含水率(%) 末口径(mm)

・加工前に縦振動ヤング係数を測定し、基準強度を満たしていることを確認すること。

（対象部材：　　　　　　　　　　）

・木質接着成形軸材料

の適用

間伐材等

・

寸法(mm)施工箇所 形状

・

・・

含水率(%)

・木質複合軸材料

の適用

間伐材等

・

寸法(mm)施工箇所 形状

・

・・

含水率(%)

・木質断熱複合パネル

の適用

間伐材等

・

寸法(mm)施工箇所 形状

・

・・

含水率(%)

・木質接着複合パネル

の適用

間伐材等

・

寸法(mm)施工箇所 形状

・

・・

含水率(%)

・JAS 3079に基づく直交集成板

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・異等級構成

　直交集成材

樹種名 寸法(mm)

・

・同一等級構成

　直交集成材

・A

・B

・C

接着性能

（使用環境）

強度等級
種別

（曲げ性能）

・A種構成

・B種構成

<5.2.3>

・構造用パーティクルボード

の適用

間伐材等

<使用材料表２>

施工箇所

・

・

表裏面の状態に
曲げ強さによる区分 耐水性による区分 厚さ(mm)

よる区分

・構造用MDF

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

表裏面の状態に
曲げ強さによる区分 接着剤による区分 厚さ(mm)

よる区分

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・・

厚さ

(mm)
接着の程度

・2級

・1級
構造用合板

等級 板面の品質
曲げ性能

（強度等級)

単板の

樹種名

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・・

化粧ばり構造用合板

接着の程度厚さ(mm) 単板の樹種名

・

・1類　・特類

・JAS 0360に基づく構造用パネル

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・・

構造用パネル

曲げ性能（等級）
厚さ(mm)

・

・1級　・2級　・3級　・4級

（・常態曲げ試験　　・湿潤曲げ試験）

・パーティクルボード

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

表裏面の状態に
曲げ強さによる区分 耐水性による区分 厚さ(mm)

よる区分

・ハードファイバーボード

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

油、樹脂等の
厚さ(mm)

特殊処理

表面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

難燃性

による区分

・パルプセメントボード

施工箇所 厚さ(mm)
種類

かさ密度による区分 化粧加工の有無による区分
備考

・0.9板　　・1.1板 ・普通板　　・化粧板

・JAS 0701に基づく構造用単板積層材

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・A種構造用

　単板積層材

保存処理

・A

・B

・C

接着性能

（使用環境）

曲げ性能

（曲げヤンク゛係数区分）

係数区分（　　　）

等級

・特級・1級・2級

水平せん断

区分
樹種名 寸法(mm)

・B種構造用

　単板積層材

・A

・B

・C

係数区分（　　　）

・国土交通大臣の認定を受けた壁倍率の数値を定められた構造用面材

の適用

間伐材等

・

施工箇所 品名

・

・・

樹種名 寸法(mm) 含水率(%)

・1類

・特類

　　　性能における等級の区分に準拠する。それ以外の樹種については、既往の研究等に基づき適切に定め、施工計画書を

　　　作成し、提出する。

・

・

樹種名又は 寸法

樹種群 型式名(mm)

MSR等級

（曲げ強度性能）

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

軸
組
工

法
（

壁
構

造
系
）

※
構
造
特
記
仕
様
書
を
優
先
す
る

・

・・

・「集成材の日本農林規格」による構造用集成材

品名
の適用

間伐材等
施工箇所 材面の品質 保存処理

強度等級

（曲げ性能）
樹種名

接着性能

（使用環境）
寸法(mm)

・

・

・・1種・2種・3種 ・A ・B ・C

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

化粧薄板の

厚さ(mm)

化粧ばり構造

用集成柱

寸法(mm)

芯材：

化粧薄板：

見付け材面

（面数）

見付け材面の

品質

・1等

・2等

・・

・・1級　・2級 ・SD15　・SD20

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された枠組壁工法構造用製材及びMSR枠組材

杉、松柱、横架材

胴縁、垂木、
野縁、間柱等

松

杉

梁

12野地板
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<10.2.2><使用材料表９>

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm) 保存処理施工箇所
等級

・

・・

（材面の品質）
含水率

・1級　※2級 ・SD15　・SD20

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm) 保存処理施工箇所
等級

・

・・

（材面の品質）
含水率

※上小節　　見え掛り面

見え掛り面以外 ※小節以上　

樹種名
の適用

間伐材等

・

寸法(mm)

※10以下

・13以下

含水率 保存処理施工箇所 等級

・特等

・

・

※1等　・2等

樹種名
の適用

間伐材等
施工箇所

・

寸法

(mm)

・適用する

・適用しない

乾燥処理
含水率

材面の

品質 の適用

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用する

・適用しない

難燃処理

の適用

・適用しない

・A種

・B種

・JAS 1083（製材）以外の造作及び仕上げに用いる針葉樹製材

樹種名
の適用

間伐材等
施工箇所

・

寸法

(mm)

・適用する

・適用しない

乾燥処理
含水率

材面の

品質 の適用

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用する

・適用しない

難燃処理

の適用

・適用しない

※A種

・B種

・

・

・

・

・JAS 1083（製材）以外の造作及び仕上げに用いる広葉樹製材

樹種名
の適用

間伐材等
施工箇所

・

寸法

(mm)

・適用する

・適用しない

乾燥処理
含水率

材面の

品質 の適用

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用する

・適用しない

難燃処理

の適用

・適用しない

※A種

・B種

・

・

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

見付け材面の

品質

※1等

・2等

・・

見付け材面

（面数）
寸法(mm)

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

化粧薄板の

厚さ(mm)

化粧ばり構造

用集成材

寸法(mm)

芯材：

化粧薄板：

見付け材面

（面数）

見付け材面の

品質

※1等

・2等

・・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

化粧薄板の

厚さ(mm)

化粧ばり構造

用集成柱

寸法(mm)

芯材：

化粧薄板：

見付け材面

（面数）

見付け材面の

品質

・1等

・2等

・・

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・・

見付け材面の品質 含水率(%)寸法(mm)樹種名

※15以下　　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

化粧薄板の

厚さ(mm)

芯材：

化粧薄板：

見付け材面の
含水率(%)

品質

※15以下

・・

寸法(mm)

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成柱

の適用

間伐材等

・

施工箇所 樹種名

・

・・

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面の
含水率(%)

品質

※15以下

・・

寸法(mm)

・

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

造作用単板積層材

表面の化粧加工寸法(mm)

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

・無（・1等　・2等　・3等）

・有（・天然木化粧加工　・塗装加工）

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

の適用

間伐材等

・

施工箇所 寸法(mm)

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

表面の化粧加工

・無（　　　　　　　　　）

・有（・天然木化粧加工　・塗装加工）

含水率(%)

※14以下

・

・JAS 3079に基づく直交集成板

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・

・異等級構成

　直交集成材

樹種名 寸法(mm)

・

・同一等級構成

　直交集成材

・A

・B

・C

接着性能

（使用環境）

強度等級
種別

（曲げ性能）

・A種構成

・B種構成

・・

・・

・・

・・

<使用材料表10> <10.2.3>

の適用

間伐材等

・

施工箇所

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

単板の樹種名

・・

・「合板の日本農林規格」による普通合板

品名

普通合板

厚さ

(mm)
接着の程度

※1類

・2類

板面の品質

※5.5

広葉樹

針葉樹

※C-D以上　

・

※湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を1類とする。

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

品名
の適用

間伐材等
施工箇所

・

・・

厚さ

(mm)
接着の程度

※2級

・1級

構造用合板

等級

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

品名
の適用

間伐材等
施工箇所

化粧ばり構造用合板

接着の程度厚さ(mm) 単板の樹種名

・・特類　・1類

※1類以上

・特類
　以上

※C-D以上

・

・

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

・・

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

品名
の適用

間伐材等
施工箇所

天然木化粧合板

接着の程度厚さ(mm)

・・1類　・2類

・

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

化粧板に使用する

単板の樹種名

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

品名
の適用

間伐材等
施工箇所

特殊加工化粧合板
・

・

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

化粧加工

の方法

・オーバーレイ

・プリント

・塗装

・

単板の

樹種名

表面

性能

接着の

程度

・1類

・2類

厚さ(mm)

・F

・FW

・W

・SW

・

・パーティクルボード

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

表裏面の状態に
曲げ強さによる区分 耐水性による区分 厚さ(mm)

よる区分

・Pタイプ　・Mタイプ ・15　 ・

・JAS 0360に基づく構造用パネル

品名
の適用

間伐材等

・

施工箇所

・・

構造用パネル

曲げ性能（等級）
厚さ(mm)

・

・1級　・2級　・3級　・4級

（・常態曲げ試験　　・湿潤曲げ試験）

・MDF

の適用

間伐材等
施工箇所

・

・

難燃性による区分 厚さ(mm)接着剤による区分
表裏面の状態 曲げ強さ

による区分 による区分

・

※12

・

板面の品質
曲げ性能

（強度等級)

単板の

樹種名

・適用する

　（　　　）

防虫処理

の適用

・適用しない

※2等以上　　

・9.0

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材

・JAS 1083-2　製材‐第2部に基づく造作用製材

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

・JAS 1083（製材）以外の下地用針葉樹製材

押入

・12.0
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工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３

倉岡生活改善センター等改築工事

ＮＳ工事区分表

Ａ－０１１
長畑 櫛引 杉山 佐藤

躯体関係

ＲＣ造（梁・壁・床）
の貫通孔・開口部

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造（梁
壁・床）の貫通孔

鉄骨貫通鋼管スリーブ

開口部の型枠・補強

貫通スリーブ・開口部の墨出し

貫通スリーブ・型枠部の穴埋め

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

防火・防煙区画

予備スリーブの穴埋め 防火・防煙区画

設備機器の基礎 機器取り付け用アンカー・架台

基礎

開口部

Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ項目 備考 項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考

工事区分表 （他工事との取合い等） 区分は○印を適用する Ａ　建築工事　　Ｅ　電気設備工事　　Ｍ　機械設備工事　　ＥＶ　エレベーター設備工事

防火・防煙区画

太陽光発電設備基礎

太陽光発電設備架台

その他

同上用マンホール・タラップ

ＲＣ造各種ピット

トラフ・ピット類（ふたを含む）

フリーアクセスフロア内の防水堤

排水溝

オイルサービスタンクの防油堤

設備室内床排水管

既設埋設配管配線調査（Ｘ線探査含む）

洗濯機パン

厨房用はＭ

仕上関係

軽鉄天井・壁下地

開口部の墨だし

下地材の切込み・補強

ボード類の切り込み

各種ボックス類

切込み・補強可動間仕切

設備機器類用吊りボルト及び
インサート

給排気関係 外壁ガラリ

防風板

ウェザーカバー・ベントキャップ

排気フード（標準詳細図によるステンレス製）

排気フード（レンジフード等既製品）

バリアフリートイレ手すり・便器類手すり

鏡（注文品）

鏡（既製品）

水廻り機器

手洗い・洗面器カウンター

流し台・吊り戸棚・水切り棚・コンロ台

トイレブース内小物棚

ユニットバス・シャワーユニット

既製浴槽

コンクリート浴槽

ベビーシート

浴槽排水金物

事務室廻り フリーアクセスフロアパネル切込み加工

フリーアクセスフロア給排気グリル

フリーアクセスフロアコンセント

壁・天井空調用給排気グリル

その他

壁・天井・床点検口

同上本体・駆動装置・検出装置（センサー）

表面仕上が必要な全熱交換機等の表面仕上

消火器ボックス

感知器連動防火戸のレリーズ用切込み

駆動装置が電動の建具類の１次電源、
１次・２次配管、及び手元電源スイッチ

同上本体・操作スイッチ及び２次配線

ター等の１次配線及び１次・２次配管
駆動装置が電動のブラインド・排煙オペレー

電気錠及び扉～枠通電金具及び２次配線

同上用１次配線及び１次・２次配管

避雷導体の接続

笠木を棟上げ導体とした場合の笠木～
笠木の接続

ルーフドレン及びたてどい

電動スクリーン用ボックス

煙突の水抜き管（排水管）

地震感知器の配管配線

防煙ダンパーと連動制御器までの配管配線
及び連動制御盤から煙感知器までの配管配線

ボード類、塗装
のみ

Ｍ・Ｅ用含む

レールヒータ用の
手元スイッチを含む

屋外関係

排水・ハンドホール
廻り

オイルタンク廻り

ユニット型浄化槽

配管及び据付等（充填砂共）

雨水排水設備

雑排水・汚水排水設備

Ｅ・Ｍ桝で充填用マンホールふたを
使用した場合の表面仕上

オイルタンク本体（充填砂共）

くつ洗いの排水金物・排水管

ハンドホール

同上杭及び杭頭処理

駐車場・車庫廻りのガソリントラップ

ピット型の躯体

オイルタンクの外郭、基礎 土工事含む

雨水利用設備
（ルーフドレン、縦樋はＡ、縦樋から集水桝までＭ）

上記以外のユニット型浄化槽本体

電気配管配線

自家発電設備

※複数箇所に○印があるものは、各工事を適用する

項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考

自家発電装置

発電装置　基礎

トレンチ

トレンチ用　蓋

主燃料タンク（充填砂共）

燃料小出タンク基礎

防油堤

通気管

給油ボックス

屋外トレンチ

屋外トレンチ用　蓋

主燃料タンク用　基礎、外郭工事

給油ボックス　基礎

危険物表示板

機器附属の制御盤以降の２次側配管配線
（接地線共）

機器附属の制御盤への１次側電源供給
配管配線（接地線共）

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り
配管配線（接地線共）

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

アース用配管配線
注油口内アース端子からの

信号・アース用配管配線
ＡＣＰ屋外機と屋内機の渡り電源

配管配線
ＡＣＰマルチ形屋内機の電源・アース用

機器・電極棒用の電源配管配線

始動装置への電源・信号線の配管配線
屋内消火栓ポンプ制御盤から消火栓ポンプ

電極棒はＭ

エレベーター設備

　機械室・昇降路の躯体

　機械室の床開口

　機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

　巻上機周囲のチェッカープレート敷

　昇降路内ピット防水

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）

　ピット点検タラップ

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤までの

　エレベーター制御盤から

　機械室の床配管ピット・蓋

一次側動力用配管配線工事

　各階出入口穴あけ・同補強

　三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補強

　昇降路がＳ造の場合の出入口扉・三方枠

　昇降路の中間ビーム、ブラケット、

　昇降路がＳ造の場合の中間ビーム

　ホール押釦・インジケータなどの壁開口

　機械室内換気設備

　レールブラケット支持柱、他昇降路内の

　及びブラケットの受けピース

　機械室天井・昇降路内フック取付

　接地用配管配線工事（Ｄ種接地）

　非常用インターホンまでの配線及び

　配線工事（ＭＤＦからエレベーター制御盤
　まで）※図示された場合

　及び幕板の受け

　鋼製部材一式

（ＡＣ３相　２００Ｖ５０ＨＺ）

　火災警報用配管配線工事

　インターホン取付工事

　館内放送用配管配線工事

一次側電灯用配管配線工事
（ＡＣ単相　１００Ｖ５０ＨＺ）

　エレベーター保守遠隔監視用（電話回線）
　配管工事（ＭＤＦからエレベーター制御
　盤まで）

　動力計測用電力計から自動制御盤までの
配管・配線工事

　レールブラケット取り付けファスナー
（必要な場合、建築工事に支給）

　エレベーターシャフト吊りフック
（必要な場合、建築工事に支給）

　ピット内点検用コンセント設備工事

　昇降路頂部煙感知器・熱感知器設備工事

　緊急地震速報受信用配管工事

　エレベーター制御盤からエレベーター内
　監視カメラまでの配管配線工事

　エレベーター制御盤からエレベーター
　監視盤又は警報盤までの配管配線工事

項目 Ａ Ｅ Ｍ ＥＶ 備考

同上杭及び杭頭処理

燃料小出タンク
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68.13

68.40

68.16

68.40

68.25
67.94

67.91

67.94

68.19

67.94

68.05

68.00

68.13

68.12

68.01

68.26

68.30

68.29

68.32

68.43

68.25

KBM1

KBM2

隣
地

境
界

線
 
4
6
,
7
1
0

隣地境界線 14,130

道
路
境
界
線
 
5
4
,
9
3
3

道路境界線
5,048

道路境界線　23,482

隣
地

境
界

線
　

1
0
,
8
0
0

隣地境界線
5,178

隣
地

境
界

線
　

1
2
,
2
0
0

隣地境界線　3,301

道路境界線　2,485

隣地境界線 3,006

隣地境界線 4,200

4,800

7
,
2
0
0

68.45

68.20

68.30

68.45

68.05

68.42

68.35

68.45

68.15

68.15

68.50

±0

±0

68.45

68.45

道
路
中
心
線
(法

42条
1項

1号
道
路
)

道路中心線(法42条1項1号道路)

新築建物

真
北

偏角（9.19°）

案　内　図

倉岡八幡宮

田原ファーム

配置図　Ｓ＝１／４００

〈 建 築 計 画 概 要 〉

建　築　場　所

構　　造

耐 火 建 築 物 等

用　途　地　域

防　火　指　定

容　積　率

無指定地域

指定なし

200％

建　ペ　イ　率 70％

敷　地　面　積

用　　途

工　事　種　別

建　築　面　積

延　べ　面　積

最 高 の 高 さ

最 高 の 軒 高

1,536.89㎡

青森県上北郡七戸町字倉岡56-8の一部

青森県上北郡七戸町字倉岡56-8の一部

木造　平屋建て

なし

303.49㎡

4.260ｍ

289.83㎡

新築

6.650ｍ

その他建築物(地区集会所)

木造　平屋建て

なし

解体

屯所

　計画地盤高さを示す

　現況地盤高さを示す

　解体対象建築物

39.74㎡

39.74㎡

3.720ｍ

　A型バリケード(参考数量：146ｍ)

備 考

凡 例

3.615ｍ

　仮設プレハブ
　　※家具等の移設作業が終了後に撤去する。
　　　(家具等の移設作業は本工事外)
　　※設置費は先行工事で行うものとし、本工事に
　　　含まない。
　　　撤去費、損料等撤去までにかかる費用は、本
　　　工事に含むものとする。

　　参考品番：ｽｰﾊﾟｰﾊｳｽ72型連棟式

A型バリケード

既存木製フェンス

仮設プレハブ

雨量観測局フェンス(既存のまま)

倉岡雨量観測局(既存のまま)

ﾎｰｽ乾燥ｺﾝｸﾘｰﾄ柱(撤去)

便槽(撤去)

旧屯所解体

7,07
0

1
2
,
2
0
0

1
2
,
3
0
0

5,160

1,07
0
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図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】ＬＶＳ検討表 １／１００、１／２００

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１３

排煙計算（㎡）換気計算（㎡）採光計算（㎡）室名・開口部断面

消防法による無窓階の判定

待機室

鍵、クレセントはFL+1,500以下

Ａ Ｂ

床面積（Ａ）㎡
289.83

算定結果
普・無

計

建具記号

AD-1

開口部
位置
方位

南 0.00

床からの
高さ(ｍ) 幅　 ×  高さ × ヶ所

開口部
面積(㎡)

開口部
種別

引違戸

ガラス種別

20.70㎡ 必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所  係数

AW-2

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

AW-2

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

AW-20.70× 1.30 × 2 

1.82

0.70 × 0.70 × 2 

0.98

AD-2 南 0.00 1.00　×　2.0　×　1 2.00

Ｃ

1.65 × 1.30 × 1 × 3.0 

6.435

0.85　×　2.0　×　1 1.700

集会室 81.15㎡ 必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所  係数

AW-6

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

AW-6

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

AW-60.70 × 1.30 × 6 

5.46

0.70 × 0.70 × 6 

2.94

1.65 × 1.30 × 2 × 3.0 

12.87

調理室 42.23㎡ 必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所  係数

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

必要開口面積

有効開口面積

 幅　　　高　 ヶ所

1.65 × 1.30 × 1 × 3.0 

6.435

AW-2

AW-6

∴ ＯＫ∴ ＯＫ ∴ ＯＫ1.0350 ＜ 1.82 0.4140 ＜ 0.981.0350 ＜ 6.435

∴ ＯＫ∴ ＯＫ ∴ ＯＫ2.1115 ＜ 2.73 0.8446 ＜ 1.472.1115 ＜ 6.435

∴ ＯＫ∴ ＯＫ ∴ ＯＫ4.0575 ＜ 5.46 1.6230 ＜ 2.944.0575 ＜ 12.87

AW-4

AW-4

AW-5

AW-4 AW-40.70 × 1.30 × 2 

0.70 × 1.30 × 1 

0.70 × 0.70 × 2 

ＢＡ

Ｃ

 【採光補正係数算定】　用途地域・・・無指定　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　算定式　・・・（Ｄ／Ｈ）×10-1.0≧3.0

　　※いずれも境界又は他建築物との離れ Ｄ は計算結果の数値以上の

　寸法を確保しているため、採光補正係数は 3.0 とする　　 

2.73

0.91

1.82

1.47

0.70 × 0.70 × 1 AW-5 0.49

0.98

合計 合計

AW-6 引違窓東・南 1.10 1.65　×　1.3　×　6 12.87

16.57

有効開口面積　㎡
16.57

=

必要開口面積　㎡
(A/30)=9.66

=

20.70×1/20=1.0350

=

20.70×1/50=0.414020.70×1/20=1.0350

=

81.15×1/20=4.0575

=

81.15×1/20=4.0575

=

81.15×1/50=1.6230

42.23×1/20=2.1115

=

42.23×1/20=2.1115 42.23×1/50=0.8446

=

= =

=

親子戸

強化ﾞﾗｽt=5+A6+強化ｶﾞﾗｽt=5

待機室
(Ｄ/2.388)×10-1.0≧3.0
(Ｄ/2.388)×10≧3.0＋1.0
 Ｄ≧4.0×2.388/10
 Ｄ≧   →　0.9552以上

　∴採光補正係数：3.0

調理室
(Ｄ/2.088)×10-1.0≧3.0
(Ｄ/2.088)×10≧3.0＋1.0
 Ｄ≧4.0×2.088/10
 Ｄ≧   →　0.8352以上

　∴採光補正係数：3.0

集会室
(Ｄ/3.861)×10-1.0≧3.0
(Ｄ/3.861)×10≧3.0＋1.0
 Ｄ≧4.0×3.861/10
 Ｄ≧   →　1.5444以上

　∴採光補正係数：3.0

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt=4+A6+ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt=3

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt=3+A6+ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt=3

2
,
3
8
8

1
,
1
0
0

1
,
3
0
08
0
0

2
,
5
0
0

7
0
0

1
0
0

2
,
5
0
0

8
0
0

7
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

8
0
0

2
,
5
0
0

7
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

6
5
0
6
5
02
,
0
8
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1
,
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0
0

6
5
0
6
5
0

1
,
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0
0

6
5
0
6
5
0
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,
8
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1

1
0
0
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Ｄ

Ｄ

Ｄ



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】敷地求積図、面積求積図、面積求積表 １／２００、１／５００

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１４

室　名 計　算　式 面積(㎡)

室　名 計　算　式 面積(㎡)

待機室

男子トイレ

調理室

押入 押入 押入

前室

物入

物置

車庫

押入 押入

車椅子用
トイレ

玄関
ホール

集会室

女子
トイレ

［ 敷地面積計算表 ］

〈 建築面積計算表 〉

１

２

３

7.280

10.920

×

×

× 13.650

計

改め
延べ床面積

延べ床面積

建築面積
計

改め

改め（㎡）面積（㎡）計　算　式室　名

54.65

待機室

前室

［ 室面積計算表 ］

物入

物置

3.31

3.31

符　号 面積（㎡）

2

3

4

5

×1/2

合計

改め

6

7

8

1

9

10

計　算　式

×

×

×

×

×

×

×

×

54.779 13.716

54.779 27.094

53.183 3.690

7.578 1.829

5.165 2.445

×

×

751.3487

1,484.1822

196.2452

13.8601

12.6284

27.981 1.659

5.178 1.918

10.915

27.176

27.176

2.013

22.607 9.194

46.4204

9.9314

296.6260

54.7052

207.8487

3,073.7963

1,536.8981

1,536.89  

14.560

2.730 12.740

車庫

玄関・ホール

計

男子トイレ

女子トイレ

調理室

9.93

押入

計

計

20.70

14.07

7.45

6.21

42.23

81.15

集会室

×2.730 2.275

×5.460 1.365

Ａ

Ｂ

敷地求積図　Ｓ＝１／５００ 建物面積求積図　Ｓ＝１／２００ 各室面積求積図　Ｓ＝１／２００

3

2

13,716

5
4
,
7
7
9

27,094

53
,1
83

27,17622,607

9,
19
4

8

10

27,981

10
,9
15

〈 延床面積計算表 〉

1

4

5

9

7

6

38.50

105.99680

34.78020

149.05800

289.83500

289.83　 

6.21075

7.45290

289.83500

303.49865

303.49　 

54.65460

3.31240

20.70250

3.31240

12.42150

1.65620

14.07770

15.73390

4.96860

10.35125

7.45290

38.50665

7.45290

9.93720

車椅子用トイレ 6.21075

42.23310

79.49760

1.65620

81.15380

Ａ
Ｂ

２ ３１

× 10.010

×

×1.820

×1.820

5.460

1.820

1.820

4.550 4.550

×

×

×

× 1.820

0.910

×

×

2.275 5.460

1.820 0.910

8.645

5.460

2.275 4.550

2.730 2.730

×

×

×

2.275 2.730

×

2.730 2.730

3.640 2.730

7.735 5.460

×1.820 0.910

× 7.28010.920

×1.820 0.910

×5 8.2810 8.28

：化学物質の濃度測定箇所を示す。
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ ＮＳ【集会所】仕上表

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１５

内 部 仕 上 表

No No. 室　　名
高さ 下　地

No.
巾　　木

仕　上

2

3

5

7

6

4

9

10

8

11

2

3

5

6

4

7

9

10

8

11

2

3

4

5

6

7

9

10

8

11

12 1212

1 11

壁

仕　上 下　地

天　　井

仕　上
No.

2

3

5

7

6

4

9

10

8

11

12

1

外 部 仕 上 表

軒　　　裏 外　　　壁

備 考

屋　　　根

根　廻　り 備　　　考開　口　部

室　　名
床

仕　上下　地
備　　　　考

廻　　縁

仕　上
天　井　高

調理室 調理室

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

物置

男子トイレ 男子トイレ

女子トイレ ビニル巾木 女子トイレ

ビニル巾木

押入 押入

前室前室

車椅子用トイレ

集会室

木下地

木下地 待機室待機室

物入

ビニル巾木

ビニル巾木

車庫

ビニル巾木

ビニル巾木

300

300

300

車庫

物入

集会室

車椅子用トイレ

60

60

60

60

60

60

300

玄関

ホール

物置

玄関

ホール

ビニル巾木

ビニル巾木

60

60

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

木下地

・窯業系サイディングＡt=16 縦張(塗装品)(金具留め工法)
　同質出隅
　通気横胴縁18×45@455
　透湿防水シート

・コンクリート打放補修

・スチール製オーバースライダー

・車庫前タタキ：コンクリート金ゴテ仕上げ

・アルミ樹脂複合サッシ ・ポーチ床：耐凍害性100角タイル

コンクリート金ゴテ仕上

コンクリート金ゴテ仕上

コンクリート金ゴテ仕上

コンクリート金ゴテ仕上

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

モルタル下地 耐凍害性100角タイル

・スロープ：耐凍害性100角ノンスリップタイル

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修

・見え掛木部：WP塗(2回)

・窯業系サイディングＢt=16 縦張(塗装品)(金具留め工法)
　同質出隅
　通気横胴縁18×45@455
　透湿防水シート

複合フローリングt=15(直貼)

複合フローリングt=15(直貼)

ビニル床シートt=2.0(抗菌)
小便器部分：セラミック汚垂石t=6.0

ビニル床シートt=2.0(抗菌)

複合フローリングt=15(直貼)

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

GB-Dt=12.5(押入用)

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

GB-Dt=12.5(押入用)

0.8FKt=8.0　目透張　EP

GB-Rt=12.5下地の上、ビニルクロス貼

GB-Dt=12.5(押入用)

GB-Rt=9.5下地の上、DRt=9.0

GB-Rt=9.5下地の上、DRt=9.0

GB-Dt=9.5(押入用)

GB-Dt=9.5

GB-Dt=9.5

GB-Rt=9.5下地の上、DRt=9.0

GB-Dt=9.5(押入用)

0.8FKt=6.0　目透張　EP

GB-Dt=9.5

GB-Dt=9.5(押入用)

GB-Dt=9.5

-

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

-

ピクチャーレール

流し台、ピクチャーレール

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁 トロフィー棚2,500

2,500

2,500

2,510

2,500

2,500

2,500

2,500

3,450～3,500

2,500

2,500

2,500

造作棚

造作棚

棚

作業台、流し台、コンロ台

上棚、防錆鏡

上棚、防錆鏡

防錆鏡、はね上げ手すり、
L型手すり

下足入れ、手すり、
玄関用収納椅子

ビニル床シートt=2.0(抗菌)

ビニル床シートt=2.0(抗菌)

ラワン合板t=9.0 雑巾摺 20 2,500
2,025

GB-Dt=9.5

GB-Dt=9.5

・無石綿セメント板t=5（塗装品）

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼
一部GB-Rt=12.5下地の上、化粧ケイカル板t=3.0

GB-Rt=12.5下地の上、ビニルクロス貼
一部GB-Rt=12.5下地の上、化粧ケイカル板t=3.0

・カラーガルバリウム鋼板t=0.4 立平葺
　アスファルトルーフィング940
　構造用合板t=12

□防火認定材料表
　GB-Rt=12.5〔参考：NM-8619〕
　GB-Dt=9.5〔参考：QM-9824〕
　GB-Dt=12.5（押入用）〔参考：NM-0530〕
　GB-Dt=9.5（押入用）〔参考：QM-0172〕
　ビニルクロス〔準不燃材料認定品以上〕
　無機質壁紙〔準不燃材料認定品以上〕
　0.8FK〔参考：NM-2773〕

GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼
一部構造用合板t=9.0、GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

□略記号表
　GB-R　  … 石膏ボ－ド
　GB-D　　… 化粧石膏ボード
　0.8FK　 … 0.8けい酸カルシウム板(T-2）
　DR　　　… ロックウール化粧吸音板
　EP　　  … 合成樹脂エマルションペイント塗
　OS　　　… オイルステン塗
　WP　　　… 木材保護塗料塗

□材料メーカー（参考）
　窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ：ｹｲﾐｭｰ　ﾈｵﾛｯｸ・親水16ｼﾘｰｽﾞ同等品以上
　軒天材：ﾆﾁﾊ　軒天5　ｴﾝﾎﾞｽ調　同等品以上
　ｽﾁｰﾙ製埋込型消火器BOX：UFB-1F-2204-PWH　同等品以上
　ｽﾁｰﾙ製床置型消火器BOX：UFB-3F-2401-PWH　同等品以上
　木製ｶｰﾃﾝBOX：DAIKEN　ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽｾｯﾄ　同等品以上
　玄関収納椅子：杉田ｴｰｽ　玄関用収納ﾁｪｱｰ　同等品以上
　外部樹脂被覆手すり：YKK AP　ﾊﾟﾙﾄﾅｰUD　同等品以上
　ﾌﾗｯﾄ型ﾌｰﾄﾞ付ｶﾞﾗﾘ：神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｲﾄ　SK-SGH150　同等品以上
　雪囲い金物：JIGﾊﾗﾀﾞ　雪囲い金物　同等品以上　
　

□小屋裏隔壁：建築基準法施行令第114条3項二号により免除。



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】平面図 １／１００

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１６

回転 φ1500

回転 φ1500

消

消

消

消

消

-10

-370

-300

-400

-150-300

-400

押入 押入

物置

車庫

女子トイレ

玄関ホール

待機室

-350

-20

±※

調理室

-150
-280
-400

男子トイレ

集会室

屋外機
置場

押入押入 押入

前室

物入

-300

-300

車椅子用トイレ

スロープ(1/12以上)

UP

冷

［ 備 考 ］

［ 凡 例 ］

　※ 室内の仕上げ：Ｆ☆☆☆☆又は対象外を使用する

　建物出入口

平面図　Ｓ＝１／１００

SKSK

流し台

　ＦＬからの高さ(特記なき限り±0)

ｶﾞｽ

流し台

　スチール製埋込型消火器BOX(ABC10型消火器共)

　スチール製床置型消火器BOX(ABC10型消火器共)

靴洗い場

既存長机移設　H=750

造作棚

屋根ライン方杖

公衆電話移設

コート掛け桟木
SUSフック

既存冷蔵庫移設
H=1,200

ステンレス製作業台新設H=750

樹脂被覆手すりφ38

樹脂被覆手すりφ38

玄関用収納椅子

樹脂被覆手すり

下足入れ
(32人分)

樹脂被覆手すり

造作棚

枕棚

ﾄﾛﾌｨｰ棚

7,7354,550 8,645

600

6
0
0

20,930

1
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0
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,
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0

1
0
,
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0
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2,275 1,820 1,8202,275
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】屋根伏図

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１７

屋根伏図　Ｓ＝１／１００

1
.
5
/
1
0

2
.
5
/
1
0

カラーガルバリウム鋼板t=0.4 立平葺

カラーガルバリウム鋼板t=0.4 立平葺

20,930

1
4
,
5
6
0

1
3
,
6
5
0

13,650

600

7,280

6
0
0

1
,
3
6
5

1
,
3
6
56
0
0

1
4
5

600 600

9
0
0

9
0
0
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1
0
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0

7,280

145

8,190 5,460
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0

1
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5

X0 X13
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】立面図（１）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１８

第 五 分 団 屯 所 倉 岡 生 活 改 善 セ ン タ ー

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高高さ

南側立面図　Ｓ＝１／１００

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

北側立面図　Ｓ＝１／１００

▽高さ

館名文字：アクリル板切り文字 200×200

スチール製雪囲い金物(W19)

根廻り：コンクリート打放補修

樹脂被覆手すりφ38

フラット型フード付ガラリφ215

仕　　　上記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4 立平葺

見切：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　加工

見えがかり木部：WP塗(2回)

外壁：窯業系サイディング 同質出隅(塗装品)

外壁：窯業系サイディングＢ 同質出隅(塗装品)

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

鼻隠し、破風：カラーガルバリウム鋼板t=0.4包み

土台水切：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　加工

外壁：窯業系サイディングＡ t=16 縦張(塗装品)

外壁：窯業系サイディングＢ t=16 縦張(塗装品)

靴洗い場

Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ｃ

Ｃ Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

ＧＨ
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Ｊ Ｊ
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Ｌ

ＬＭ
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0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】立面図（２）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０１９

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

東側立面図　Ｓ＝１／１００

▽高さ

西側立面図　Ｓ＝１／１００

10
1.5

10
2.5

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高高さ

10
2.5

10
1.5

館名文字：アクリル板切り文字 200×200

スチール製雪囲い金物(W19)

根廻り：コンクリート打放補修

樹脂被覆手すりφ38

フラット型フード付ガラリφ215

仕　　　上記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4 立平葺

見切：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　加工

見えがかり木部：WP塗(2回)

外壁：窯業系サイディング 同質出隅(塗装品)

外壁：窯業系サイディングＢ 同質出隅(塗装品)

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

鼻隠し、破風：カラーガルバリウム鋼板t=0.4包み

土台水切：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　加工

外壁：窯業系サイディングＡ t=16 縦張(塗装品)

外壁：窯業系サイディングＢ t=16 縦張(塗装品)Ｂ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｃ
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Ｄ

Ｅ
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】断面図（１）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２０

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

物置 集会室
車庫

ホール

待機室
ホール 調理室

Ｂ－Ｂ断面図　Ｓ＝１／１００

Ａ－Ａ断面図　Ｓ＝１／１００

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

断面キープラン

20,930

4,550 7,7358,645
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】断面図（２）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２１

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

調理室

待機室

車庫

押入 集会室

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽設計ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高高さ

▽高さ

断面キープラン

Ｃ－Ｃ断面図　Ｓ＝１／１００

Ｄ－Ｄ断面図　Ｓ＝１／１００
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／３０

倉岡生活改善センター等改築工事

【集会所】矩計図（１）

Ａ－０２２

（１）

（２）

（２）

（３）

（３）

（４） （４）

床：複合フローリングt=15(直貼)

ホール 玄関 ポーチ

▽最高の軒高

▽ＦＬ(68.85)

▽設計ＧＬ(68.45)

▽高さ

10
1.5

矩計キープラン矩計図（１）　Ｓ＝１／３０

吊木：45×45＠910

見え掛木部：ＷＰ塗(2回)

24×330

24×315

柱脚金物

軒天：無石綿セメント板t=5
（塗装品）　　　　　　

鼻隠：カラーガルバリウム鋼板t=0.4包み　 

軒天下地：45×45＠455

軒天：無石綿セメント板t=5
　　（塗装品）　　　　　　

小屋筋かい：18×90＠1820

ポーチ床：耐凍害性100角タイル
　　　　　モルタル下地

立上り：コンクリート打放し補修

吊木受：45×150＠910

鼻隠し：カラーガルバリウム
　　　　鋼板t=0.4包み　 

段鼻：耐凍害性100角段鼻タイル

SUS上框t=1.5　HL

外壁：窯業系サイディングＡt=16 縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺
　　　アスファルトルーフィング940
　　　構造用合板t=12
　　　垂木45×90＠455

構造用合板t=9.0、GB-Rt=12.5の上、無機質壁紙貼

外壁：窯業系サイディングＢ
　　　t=16 縦張（塗装品）(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺
　　　アスファルトルーフィング940　　　　

　　構造用合板t=12　　　　　　　　　　 
　　　垂木45×90＠455　　　　　　　　　　

外壁：窯業系サイディングＢ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート
　　　構造用合板t=9.0

床：耐凍害性100角タイル
　　モルタル下地

グラスウール16kg　t=100(防湿フィルム付)

天井：GB-Rt＝9.5下地の上、DRt=9.0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／３０

倉岡生活改善センター等改築工事

【集会所】矩計図（２）

Ａ－０２３

床：複合フローリングt=15(直貼り)床：ビニル床シートt=2.0(抗菌)

集会室調理室

10
1.5

▽最高の軒高

▽ＦＬ(68.85)

▽設計ＧＬ(68.45)

▽高さ

矩計図（２）　Ｓ＝１／３０

吊木：45×45＠910

塩ビ製廻縁

根廻り：コンクリート打放補修

小屋筋かい：18×90＠1820

方杖：105×105　ＷＰ塗(2回)

24×330

120×150

24×330

軽量梁

軒天：無石綿セメント板
　　　t=5（塗装品）　　　　　

破風：カラーガルバリウム
　鋼板t=0.4包み　 　

見切：カラーガルバリウム鋼板
　　　t=0.4　加工

土台水切：カラーガルバリウム
　　　　　鋼板t=0.4　加工 

根廻り：コンクリート打放し補修

ビニル巾木
H=60

木製カーテンボックス(アルミカーテンレールダブル)t18　W210×H120(既製品)

ビニル巾木
H＝60

土台水切：カラーガルバリウム
鋼板t=0.4　加工　 

外壁：窯業系サイディングＢt=16 縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法)　 　 
　　　通気横胴縁：18×45＠455　  　
　　　透湿防水シート　　　　 　　  

外壁：窯業系サイディングＡt=16 縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法) 　　 
　　　通気横胴縁：18×45＠455　 　 

透湿防水シート　　　　　 　　

軒天：無石綿セメント板t=5
（塗装品）　　　　　　

壁：GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

木製額縁　W120 t25(既製品)

壁：GB-Rt=12.5の上、無機質壁紙貼

木製額縁　W120 t25(既製品)

野縁：45×45＠455

吊木受：45×150＠910

見切：カラーガルバリウム鋼板
t=0.4　加工 　　　　　

塩ビ製廻縁
野縁：45×45＠455天井：GB-Dt=9.5

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺
　　　アスファルトルーフィング940　　　　

構造用合板t=12 　　　　　　　　　  
　　　垂木45×90＠455　　　　　　　　　　

外壁：窯業系サイディングＡ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

外壁：窯業系サイディングＢ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

天井：GB-Rt=9.5下地の上、DRt=9.0

鼻隠し：カラーガルバリウム
鋼板t=0.4包み　　 

グラスウール16kg  t=100(防湿フィルム付) グラスウール16kg　t=100(防湿フィルム付)

壁：グラスウール16kg　t=120(防湿フィルム付) 壁：グラスウール16kg　t=120(防湿フィルム付)

土間コンクリートt=120
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b t=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150

土間コンクリートt=120
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b t=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／３０

倉岡生活改善センター等改築工事

【集会所】矩計図（３）

Ａ－０２４

120×150

方杖：105×105　ＷＰ塗(2回)

車庫

待機室

▽最高高さ

▽最高の軒高

▽ＦＬ(68.85)

▽設計ＧＬ(68.45)

10
1.5

矩計図（３）　Ｓ＝１／３０

巾木：コンクリート打放補修 コンクリート金ゴテ仕上げ

床：コンクリート金ゴテ仕上げ

ステンレスアングル
L-50×50×6

小屋筋かい：18×90＠1820

巾木：コンクリート打放補修

床：コンクリート金ゴテ仕上げ

塩ビ見切り

塩ビ製廻縁

吊木：45×45＠910

塩ビ製廻縁

塩ビ見切り

塩ビ製廻縁

24×315

24×330

軒天下地：45×45＠455　 

天井：0.8ＦＫt=6 目透張 EP

壁：0.8ＦＫt=8 目透張 EP

天井：GB-Dt=9.5

土台水切：カラーガルバリウム
鋼板t=0.4　加工 　

根廻り：コンクリート打放し補修

外壁：窯業系サイディングＢt=16 縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法)  　　

　　　　　　通気横胴縁：18×45＠455　　　
透湿防水シート　　　　　   　

見切：カラーガルバリウム鋼板
t=0.4　加工　 　　　　

外壁：窯業系サイディングＡt=16 縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法) 　　　

通気横胴縁：18×45＠455　 　　
　　　透湿防水シート　　　　　　　　

軒天：無石綿セメント板t=5
（塗装品）　　　　　

オーバースライダー

木製額縁　W120 t25(既製品)

吊木受：45×150＠910

野縁：45×45＠455

野縁：45×45＠455

軒天：無石綿セメント板t=5
（塗装品）　　　　　　

鼻隠し：カラーガルバリウム
　　　　鋼板t=0.4包み　 

24×330

鼻隠し：カラーガルバリウム
　　　　鋼板t=0.4包み　

レール受材
2□-2.3×100×1002L-10×100×100

軒天：無石綿セメント板
　　　t=5（塗装品）

外壁：窯業系サイディングＡ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)　　
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺
　　　アスファルトルーフィング940　　　　
　　　構造用合板t=12 　 　　　　　　　　 
　　　垂木45×90＠455　　　　　　　　　　

土間コンクリートt=120
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b t=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150

壁：GB-Rt=12.5下地の上、ビニルクロス貼

グラスウール16㎏　t=100(防湿フィルム付)

壁：グラスウール16kg　t=120(防湿フィルム付)

壁：グラスウール16kg　t=120(防湿フィルム付)

壁：GB-Rt=12.5下地の上、ビニルクロス貼

三方枠：カラーガルバリウム
　　　　鋼板t=0.4

鼻隠し：カラーガルバリウム
鋼板t=0.4包み　 

土間コンクリートt=150
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b t=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150

グラスウール16㎏　t=100(防湿フィルム付)

屋根：カラーガルバリウム鋼板
　　　t=0.4 立平葺
　　　アスファルト
　　　　ルーフィング940
　　　構造用合板t=12
　　　垂木215×340t=30＠455
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／３０【集会所】矩計図（４）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２５

床：複合フローリングt=15(直貼)
床：複合フローリング
　　t=15(直貼)

玄関物入
集会室

車庫

矩計図（４）　Ｓ＝１／３０

▽最高の軒高

▽ＦＬ(68.85)

▽設計ＧＬ(68.45)

▽高さ

巾木：コンクリート打放補修

野縁：45×45＠455

床：コンクリート金ゴテ仕上げ
根廻り：コンクリート打放補修

塩ビ製廻縁

塩ビ製廻縁

床：コンクリート金ゴテ仕上げ

下足入れ(32人分)

塩ビ製廻縁

ビニル巾木Ｈ=60

ビニル巾木Ｈ=60塩ビ見切り 塩ビ見切り

造作棚

巾木：コンクリート打放補修

24×330

根廻り：コンクリート打放補修

小屋筋かい：18×90＠1820

壁：0.8ＦＫt=8 目透張 EP

天井：0.8ＦＫt=6 目透張 EP

壁：GB-Dt=12.5(押入用)

天井：GB-Dt=9.5

SUS上框t=1.5　HL

軒天：無石綿セメント板t=5
（塗装品）　 　　　　

破風：カラーガルバリウム
　　　鋼板t=0.4包み　 

見切：カラーガルバリウム鋼板
t=0.4　加工　　　　　

見切：カラーガルバリウム鋼板
　　　t=0.4　加工

木製額縁　W120
t25　(既製品)

木製額縁　W120
t25(既製品)

壁：GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙貼

床：耐凍害性100角タイル

軒天：無石綿セメント板
　　　t=5（塗装品）　　　　

土台水切：カラーガルバリウム
鋼板t=0.4　加工   

吊木受：45×150＠910

吊木：45×45＠910

土台水切：カラーガルバリウム
　　　　　鋼板t=0.4　加工 

壁：グラスウール16kg　　 
t=120(防湿フィルム付)

壁：グラスウール16kg　　 
t=120(防湿フィルム付)

壁：GB-Rt=12.5下地の上、
　　無機質壁紙貼
　　

土間コンクリートt=120
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種bt=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150

土間コンクリートt=150
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種bt=30
防湿シートt=0.15
再生砕石（40～0）t=150

天井：GB-Rt=9.5下地の上、
　　　DRt=9.0

天井：GB-Rt=9.5下地の上、
　　　DRt=9.0

木製カーテンボックス
(アルミカーテンレールダブル)

t18　W210×H120(既製品)

外壁：窯業系サイディングＡ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

外壁：窯業系サイディングＢ
　　　t=16 縦張（塗装品）
　　　(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート

外壁：窯業系サイディングＢt=16　　
縦張（塗装品）(金具留め工法)

　　　　　　通気横胴縁：18×45＠455　　 
透湿防水シート　　　　　　  

屋根：カラーガルバリウム鋼板t=0.4　立平葺
　　　アスファルトルーフィング940　　　　
　　　構造用合板t=12 　 　　　　　　　　 
　　　垂木45×90＠455　　　　　　　　　　

グラスウールt=100 16㎏(防湿フィルム付)

外壁：窯業系サイディングＡt=16　　
縦張（塗装品）(金具留め工法)

　　　　　通気横胴縁：18×45＠455　　 
透湿防水シート　　　　 　　 

グラスウールt=100 16㎏
(防湿フィルム付)

壁：グラスウール16kg　t=120(防湿フィルム付)
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／５０【集会所】平面詳細図（１）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２６

待機室

物置

ホール

押入 押入

集会室

調理室

車庫

±0

±0

±0

±0

男子トイレ

±0

女子トイレ

±0 車椅子用トイレ

±0

Ａ Ａ

Ａ

Ｂ ＢＢ

回
転
 φ

15
00

消

消

-150-300

-300

冷

ｶﾞｽ

ライニング(雑詳細図参照)

流し台新設　L=1,050

ライニング(雑詳細図参照)ライニング(雑詳細図参照)

造作棚(雑詳細図参照)

ﾄﾛﾌｨｰ棚
(雑詳細図参照) 既存冷蔵庫移設

H=1,200

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=25 上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=25

トイレ廻り遮音：グラスウール10KGt=50

セラミック汚垂石
t=6.0

ライニング(雑詳細図参照)

はね上げ手すり
L=800

L型手すり
L=700+600

スチール製埋込型消火器BOX
（ABC10型消火器共）

枕棚　H=1,600

コート掛桟木：60×45
SUSフック40ヶ所

白線ライン引き
（位置は現場打合せによる）

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　　　ﾌﾗｯｼｭt=25
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平面詳細図（１）　Ｓ＝１／５０

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ 展開方向

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：ビニル床シート
  t=2.0(抗菌)

床：ビニル床シート
  t=2.0(抗菌)

床：ビニル床シート
  t=2.0(抗菌)

床：複合フローロング
 t=15(直貼)

床：複合フローロング
 t=15(直貼)

床：複合フローロング
 t=15(直貼)

床：ビニル床シート
　t=2.0(抗菌)

床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0

ライニング(雑詳細図参照)

屋根ライン

スチール製床置型消火器BOX
(ABC型消火器共)
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／５０【集会所】平面詳細図（２）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２７

車庫

物置

物入

前室

ホール

集会室

押入 押入

±0

±0

±0

玄関

Ａ

回転 φ1500
消

-300

-350

-300

-280

-400

-20

-10

-370

-300

-150

-20
-370

-400 -400

-20

UP

スロープ(1/12以上)

下足入れ(32人分)

造作棚(雑詳細図参照)

誘発目地カッター入れ
　＠3000

靴洗い場

手すり：樹脂被覆手摺φ38
　　　　ステンレス支柱＠1200以内

手すり：樹脂被覆手すりφ38

不凍水栓柱（M工事）

玄関用収納椅子

樹脂被覆手すりφ34
L=800

床：コンクリート金ゴテ仕上

ステンレス上框
　t=1.5　HL

樹脂被覆手すりφ34
L=800

壁：構造用合板t=9.0、GB-Rt=12.5下地の上、
　　無機質壁紙貼

造作棚
(雑詳細図参照)

枕棚　H=1,600

外壁：窯業系サイディングＢt=16　縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート
　　　構造用合板t=9.0

コート掛桟木：60×45
SUSフック40ヶ所

白線ライン引き
（位置は現場打合せによる）

スチール製床置型消火器BOX
(ABC10型消火器共)

150

7
,
0
0
0

1,675

600

2
,
2
4
8
.
5

9
4

3
0
0

3
0
0

2,542 9494

94 4,6103,553

　
1
,
3
6
5

6
0
0

600

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ 展開方向

平面詳細図（２）　Ｓ＝１／５０

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：耐凍害性100角タイル

床：複合フローリング
 t=15(直貼)

床：複合フローリング
 t=15(直貼)

床：複合フローリング
 t=15(直貼)

床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0

屋根ライン
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／５０【集会所】平面詳細図（３）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２８

物置

ホール

集会室

押入 押入 押入 押入 押入

車椅子用トイレ

女子トイレ

男子トイレ

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

調理室

屋外機
置場

Ａ

Ａ

Ｂ ＢＢ

回
転
 φ

15
00

消

消

冷

ｶﾞｽ

既存長机移設　H=750

ライニング(雑詳細図参照) ライニング(雑詳細図参照)ライニング(雑詳細図参照)

ﾄﾛﾌｨｰ棚
(雑詳細図参照) 既存冷蔵庫移設

H=1,200

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=25

トイレ廻り遮音：グラスウール10KGt=50

セラミック汚垂石
t=6.0

ステンレス製作業台新設H=750

はね上げ手すり
L=800

L型手すり
L=700+600

スチール製埋込型消火器BOX
（ABC10型消火器共）

枕棚　H=1,600

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　　　ﾌﾗｯｼｭt=25

8
7
0

7
6
5

8
7
0

600
1,700　

0
40

40

8
4
5

1
,
7
0
0

600

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ 展開方向

平面詳細図（３）　Ｓ＝１／５０

床：ビニル床シート t=2.0(抗菌)

床：複合フローリング
　t=15(直貼り)

床：複合フローリング
　t=15(直貼り)

床：ビニル床シートt=2.0(抗菌)

床：ビニル床シート
　t=2.0(抗菌)

床：複合フローリングt=15(直貼)

床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0

床：ビニル床シート
　t=2.0(抗菌)

セクショナルキッチン新設L=2,550

コンクリート直均し仕上

面取り

スチール製床置型消火器BOX
(ABC型消火器共)
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ A 3 : １／５０【集会所】平面詳細図（４）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０２９

物置

物入

前室

ホール

集会室

押入 押入 押入 押入 押入

玄関

±0

±0

±0

Ａ

回転 φ1500

-300

-280

-400

-20

-10

-300

-150

-20
-370

-400

-400-20

UP

スロープ(1/12以上)
UP

下足入れ(32人分)

手すり：樹脂被覆手摺φ38
　　　　ステンレス支柱＠1200以内

手すり：樹脂被覆手すりφ38

玄関用収納椅子

樹脂被覆手すりφ34
L=800

ステンレス上框
　t=1.5　HL

樹脂被覆手すりφ34
L=800

壁：構造用合板t=9.0、GB-Rt=12.5下地の上、
　　無機質壁紙貼

床：耐凍害性100角ノンスリップタイル

造作棚
(雑詳細図参照)

枕棚　H=1,600

外壁：窯業系サイディングＢt=16　縦張
　　　（塗装品）(金具留め工法)
　　　通気横胴縁：18×45＠455
　　　透湿防水シート
　　　構造用合板t=9.0

1,675

2
,
2
4
8
.
5

9
4

3
0
0

3
0
0

2,542 9494

94 4,6103,553

　
1
,
3
6
5

6
0
0

600

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ 展開方向

平面詳細図（４）　Ｓ＝１／５０

床：コンクリート金ゴテ仕上

床：コンクリート金ゴテ仕上
床：耐凍害性100角タイル

床：複合フローリングt=15(直貼)

床：複合フローリング
t=15(直貼)

床：複合フローリング
t=15(直貼)

床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0 床：ラワン合板t=9.0

屋根ライン

段鼻：耐凍害性100角段鼻タイル
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（１）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３０

消

玄関・ホール
Ａ面 Ｂ面

△ＦＬ

Ｃ面Ｃ面

Ｄ面

OPEN

OPEN

OPEN

下足入

下足入

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木 ビニル巾木 玄関用収納椅子

樹脂被覆手すり
φ34　L=800

構造用合板t=9.0、GB-Rt=12.5下地の上、無機質壁紙張り

トロフィー棚
サインＢ サインＢ サインＢ サインＡ サインＡ

サインＡ

スチール製埋込型消火器BOX
(ABC10型消火器共)
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（２）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３１

▽ＦＬ(68.85)

物置

男子トイレ

Ａ面

Ａ面

Ｂ面

Ｂ面

Ｃ面

Ｃ面

Ｄ面

Ｄ面

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ビニル巾木 ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木
大便器(M工事) 小便器(M工事)

小便器(M工事)
小便器(M工事)

手洗器(M工事)

手洗器(M工事)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照) ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

防錆鏡：450×600　ｽﾃﾝﾚｽ枠

SK(M工事)

SK(M工事)

端子盤(E工事)

分電盤(E工事)

棚(雑詳細図参照) 棚(雑詳細図参照) 枕棚

ビニル巾木

枕棚

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　　　ﾌﾗｯｼｭt＝25
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（３）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３２

女子トイレ

車椅子用トイレ

Ａ面

Ａ面

Ｂ面

Ｂ面 Ｃ面

Ｃ面 Ｄ面

Ｄ面

▽ＦＬ

▽ＦＬ

L型手すりL=700+600

ビニル巾木 ビニル巾木ビニル巾木

ビニル巾木 ビニル巾木

ライニング(雑詳細図参照)

防錆鏡：450×600　ｽﾃﾝﾚｽ枠

はね上げ手すりL=700

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

手洗器(M工事)

手洗器(M工事)

大便器(M工事)

手洗器(M工事) 大便器(M工事)
紙巻き器(M工事)

手洗器(M工事)

ビニル巾木

SK(M工事)

防錆鏡：450×800
　　　　ｽﾃﾝﾚｽ枠

上棚：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　　　ﾌﾗｯｼｭt＝25
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（４）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３３

調理室
Ａ面 Ｂ面

Ｃ面 Ｄ面

▽ＦＬ

▽ＦＬ

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

▽ＦＬ

調理室押入

木製カーテンBOX

ビニル巾木ビニル巾木

ステンレス見切

セクショナルキッチンL=2,550

レンジフード(M工事)

レンジフード(M工事)

ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参)

化粧ケイカル板t=3.0

化粧ケイカル板t=3.0

ビニル巾木ビニル巾木

棚 棚

雑巾摺

棚(雑詳細図参照)

雑巾摺 雑巾摺

7,735 5,460

7,735 5,460
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（５）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３４

集会室
Ａ面 Ｂ面

Ｃ面 Ｄ面

▽ＦＬ

△ＦＬ

△ＦＬ

Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面Ａ面
集会室押入

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面
前室

OPEN

ピクチャーレール

木製カーテンBOX

木製カーテンBOX

ビニル巾木

ビニル巾木 ビニル巾木

ビニル巾木

ピクチャーレールピクチャーレール

塩ビ見切り 塩ビ見切り 塩ビ見切り 塩ビ見切り

棚(雑詳細図参照)

ビニル巾木

棚

ビニル巾木

棚

7,280

10,920 7,280

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1
,
3
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
3
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

10,920

3,640 1,820 5,460

1,820

2
,
5
0
0

3
0
0

2
,
2
0
0

1,820 1,820

2
,
0
0
0

1,820

2
,
0
0
0

1,820

2
,
5
0
0

910

8
0
0

8
0
0 700

400

2
,
0
0
0

1,820

2
,
0
0
0

910

2
,
0
0
0

700

400

X5 X13 Y6 Y2

X13 X5 Y2 Y6

X9
X10

X3X2 Y3 Y1 X3 X2 Y1 Y3X7X5 Y7 Y6 X7 X5 Y6 Y7



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（６）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３５

物入

待機室

Ａ面

Ａ面

Ｂ面

Ｂ面

Ｃ面

Ｃ面

Ｄ面

Ｄ面

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

ピクチャーレール

ピクチャーレール

塩ビ見切り

塩ビ見切り 塩ビ見切り 塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り 流し台

木製カーテンBOX

塩ビ見切り流し台

ステンレス見切

化粧ケイカル板t=3.0

化粧ケイカル板t=3.0ライニング(雑詳細図参照)

ライニング(雑詳細図参照)

1,820 1,820 1,820 1,820

4,550 4,550

4,550 4,550

2
,
5
0
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2
,
0
0
0

2
0
0

1
,
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X1X0 Y10 Y8

X1 X0 Y8 Y10



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】展開図（７）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３６

▽ＦＬ

車庫

Ａ面 Ｂ面

Ｃ面 Ｄ面

▽ＦＬ

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

OPEN

コート掛桟木：杉 60×45 OS L=6,300
　　　　　　　SUSフック40ヶ所

塩ビ見切り塩ビ見切り

塩ビ見切り

造作棚

塩ビ見切り

造作棚(雑詳細図参照)

コート掛桟木：杉 60×45 OS L=6,300
　　　　　　　SUSフック40ヶ所　　 
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,
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0
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3
,
4
5
0

3
,
1
5
0

3
,
5
0
0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】建具伏図 １／１００

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３７

TB
1

TB
2

WD
4

WD
4

WD
7WD

6

WDWD

1
WD

WD
2

WD
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WD
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WD WDWD
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8b 8b 8b
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21
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2

1
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3

AW AWAW
3
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2 4 4

AW
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5

6

6

消

押入 押入

集会室

物置

物入

前室

車庫

押入押入 押入

玄関ホール

車椅子用トイレ

待機室
男子トイレ 女子トイレ 調理室

建具伏図　Ｓ＝１／１００

X0 X13

Y1

Y10



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】建具表（１） １／５０

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３８

備　　　考

ＯＳ－１

スチール製オーバースライダー
バランス式　ローヘッド形

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

ＦＬ
▽

ＦＬ
▽

１ヶ所

見込　ﾒｰｶｰ仕様

１ヶ所

アルミ製建具　引違戸　　カラー

見込　70

１ヶ所ＡＤ－２

見込　70

アルミ製建具　親子戸　　カラー

１ヶ所ＡＤ－３

見込　70

アルミ製建具　親子戸　　カラー

ＡＤ－４ 物入 １ヶ所

アルミ製建具　引違戸　　カラー

見込　70

１ヶ所ＡＤ－５ 待機室

アルミ製建具　引違戸　　カラー

見込　70

２ヶ所ＡＷ－１ 車庫

網戸

アルミ樹脂複合建具　引違窓　カラー

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

待機室ＡＷ－２ ２ヶ所

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

ＡＷ－３ 男子トイレ
女子トイレ

２ヶ所

アルミ樹脂複合建具　引違窓　カラー

網戸

車庫

アルミ樹脂複合建具　縦辷り出し窓　カラー

附属金物一式（ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾜｲﾔｰﾄﾞﾗﾑ　他） 附属金物一式（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、丁番、ﾌﾗﾝｽ落とし、
　　　　　　　ｱﾙﾐ額縁、ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠　他）

附属金物一式（戸車、引戸錠、引手、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、　他）

見込　メーカー仕様 見込　メーカー仕様 見込　メーカー仕様

ＡＤ－１ 玄関

F

前室(外部) 前室(内部)

腰上：フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0
腰下：断熱アルミパネルt=2.0アルミパネルt=2.0

腰上：フロート硝子t=3.0
腰下：断熱アルミパネルt=2.0

腰上：フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0
腰下：断熱アルミパネルt=2.0

網戸

衝突防止マーク

附属金物一式（丁番、ｶﾑﾗｯﾁﾊﾝﾄﾞﾙ、水切　他）

附属金物一式（ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、丁番、
　　　　　　　ｱﾙﾐ額縁、ﾌﾗﾝｽ落とし　他）

附属金物一式（戸車、引手、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、　他）

附属金物一式（戸車、引手、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ、ｱﾙﾐ額縁、
　　　　　　　ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠　他）

カラー鋼板t＝0.5
明かり窓：アクリル板t＝3.0

型板硝子t=4.0+A6+フロート硝子t=3.0型板硝子t=4.0+A6+フロート硝子t=3.0フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0

強化硝子t=5.0+A6+強化硝子t=5.0
欄間：フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0

有効

有効

有効

3,500

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
0
0

1
,
6
5
0

7
0
0

850

1,890

3
,
2
5
5

1,650

700

1,650 1,650 1,650 600
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1
,
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0
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1,150
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0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】建具表（２） １／５０

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０３９

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

ＦＬ
▽

ＡＷ－５ＡＷ－４

１ヶ所ＷＤ－１

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

物置 １ヶ所１ヶ所ＷＤ－２

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

ＷＤ－３ 待機室

見込　36

集会室

見込　36

１ヶ所ＷＤ－５ＷＤ－４ ２ヶ所男子トイレ
女子トイレ

木製建具　片開扉　フラッシュ

見込　36

車椅子用トイレ

木製建具　吊り戸　フラッシュ

ＦＬ
▽

ＡＷ－６

アルミ樹脂複合建具　引違窓　カラー

調理室

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

アルミ樹脂複合建具　引違窓　カラー

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

６ヶ所

アルミ樹脂複合建具　引違窓　カラー

集会室

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

調理室２ヶ所 １ヶ所

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引棒、表示錠　他）附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他） 附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他）

木製建具　片開扉　フラッシュ

枠・扉：オレフィンシート
枠・扉：オレフィンシート
窓：透明アクリル板

見込　メーカー仕様 見込　メーカー仕様 見込　メーカー仕様

附属金物一式（丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠　他） 附属金物一式（丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ　他）

網戸 網戸網戸

DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品

枠・扉：オレフィンシート
窓：不透明アクリル板

枠・扉：オレフィンシート
窓：不透明アクリル板

枠・扉：オレフィンシート
窓：不透明アクリル板

型板硝子t=4.0+A6+ﾌﾛｰﾄ硝子t=3.0 フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0 フロート硝子t=3.0+A6+フロート硝子t=3.0

明かり窓φ50

アンダーカット

有効 有効 有効

有効

1,8201,820

1,650

700

1,650

700

1,650

700
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,
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0
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0
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1
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０【集会所】建具表（３）

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４０

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

ＦＬ
▽

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

１ヶ所ＷＤ－７ 調理室

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

ＷＤ－６ １ヶ所調理室

１ヶ所ＴＢ－１ 男子トイレ

トイレブース　フラッシュ

高圧メラミン樹脂化粧板

附属金物一式（ｽﾃﾝﾚｽ巾木、頭つなぎ、丁番、戸当り、
　　　　　　　表示錠、取手　他）

１ヶ所

トイレブース　フラッシュ

高圧メラミン樹脂化粧板

ＴＢ－２

附属金物一式（ｽﾃﾝﾚｽ巾木、頭つなぎ、丁番、戸当り、表示錠、取手　他）

見込　40 見込　40

女子トイレ

ＦＬ
▽

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他） 附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他）

枠・扉：オレフィンシート
窓：透明アクリル板

枠・扉：オレフィンシート
窓：透明アクリル板

ＷＤ－８a ＷＤ－８b ＷＤ－８c集会室押入 ２ヶ所 ３ヶ所 ３ヶ所調理室押入(下部) 調理室押入(上部)

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他）

枠・扉：オレフィンシート

見込　36

木製建具　引違戸　フラッシュ

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他）

見込　36

附属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、引手　他）

木製建具　引違ガラス戸

扉：木目化粧板

DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品 DAIKEN　OMOIYARIシリーズ　同等品

扉：木目化粧板
窓：フロート硝子t=3.0

40

80
0

40

1,
70
0
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,
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0

1,8201,820

2
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600140 1,000 140 310600 600 600 600 600
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87040870765 40
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

担当

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／１００【集会所】天井伏図

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４１

物入

調理室

待機室

男子トイレ 女子トイレ

玄関ホール

車庫

物置

前室

集会室

押入 押入 押入 押入 押入

車椅子用トイレ

±0

+3,450～3,500

天井伏図　Ｓ＝１／１００

符号

天井点検口 450角

特記無き場合、2,500とする

廻縁仕上げ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

※図面記載以外にもメンテナンスや点検に必要な箇所に
設置すること

Ｅ

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

Ａ

Ｂ

Ｃ

塩ビ製Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

カ カカカ

カ

カ

カ

カ

カ

Ｂ

Ｂ

ＦＬからの天井高さを示す

Ｅ
カーテンボックス(既製品)：W210×H120
アルミカーテンレール（ダブル）

GB-Dt=9.5(押入用)

GB-Dt=9.5

0.8FKt=6.0　目透張　EP

GB-Rt=9.5の上、DRt=9.0

軒天用セメント板t=5　塗装品

Ａ

外壁ライン

小屋裏部分

7,7354,550 8,645

20,930

1
4
,
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6
0

4
,
5
5
0

1
0
,
0
1
0

1
,
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0
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0
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0
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0
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0
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10,920

1,820 1,820 1,820 1,820
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60 14515,470
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X1X0 X5 X8 X10 X11 X12 X13
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 図示【集会所】雑詳細図(１)

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４２

平面図

平面図

姿図 断面図姿図 断面図

玄関　下足入詳細図 トロフィー棚　詳細図S＝1/30 S＝1/30

S＝1/20

棚受け

引違い戸

棚

※　監理者に施工図を提出の上、施工すること ※　監理者に施工図を提出の上、施工すること

ＦＬ
▽

ＦＬ
▽

柱
補強下地
裏板

上下：自立式金物

強化ガラス t=5
引手兼ガラス破損止め

上下：ステンレスハカマ

ガチャ柱(埋込)

天板伸ばし

GB-Rt=9.5

GB-Rt=12.5

集会室押入　棚　詳細図

ＦＬ
▽

ＦＬ
▽

玄関用収納椅子詳細図S＝1/20S＝1/20 ライニング詳細図

ＦＬ
▽

物置　棚　詳細図

ＦＬ
▽

S＝1/20S＝1/20

ＦＬ
▽

調理室押入　棚　詳細図

▽天井高さ

以下対象室(※の室の仕上げについては無機質壁紙とする)

　・待機室
　・調理室
　※男子トイレ
　※女子トイレ
　※車椅子用トイレ

以下対象室

　A：男子トイレ、女子トイレ、車椅子用トイレ、
　　 調理室、待機室
　B：男子トイレ、女子トイレ
　C：車椅子用トイレ

本体：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=1.2
　　　フラッシュt=24　 

上履き棚:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=1.2
フラッシュt=18　　 

雑巾摺20×15

後框：45×90

根太：
40×45＠360

ラワン合板
(T-1)t=9

前框：45×90

収納時

45×90

45×90

胴縁：18×45＠455

間柱：36×90＠455

GB-Rt=12.5下地の上、
化粧ケイカル板t=3.0
(※無機質壁紙張り)

メラミンポスト
フォームカウンター

根太：
40×45＠360

雑巾摺20×15

後框：45×90

前框：45×90

ラワン合板
(T-1)t=9

後框：45×90

根太：
40×45＠360

前框：45×90

ラワン合板
(T-1)t=9

後框：45×90
根太：40×45＠360

ラワン合板(T-1)t=9

雑巾摺20×15

雑巾摺20×15

雑巾摺20×15

水受け皿
SUS430 t0.6 H=20

B
：

1
,
1
0
0

C
：

　
9
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2
4
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2
4
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4
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0
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0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 図示【集会所】雑詳細図(２)

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４３

断面図姿図

Ｂ

Ａ

 Ｂ 断 面 詳 細 図 Ａ 断 面 詳 細 図 平 面 詳 細 図

アスファルト舗装詳細図

靴洗い詳細図

車庫　造作棚　詳細図

ＦＬ
-300
▽

ＦＬ
▽

舗装面
▽

舗装面
▽

下層路盤

上層路盤

既存良質土締固め

設計ＧＬ
▽

S=1/20

S=1/20

S=1/30

表層工：再生密粒度As13F　t=50
　　　　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3

下層路盤工：再生砕石RC-40　t=150

上層路盤工：再生砕石RC-40　t=100

地先境界ブロック詳細図 S=1/20 S=1/10室名札・ピクトサイン(平付型)

サインＢ

男子トイレ 女子トイレ 車椅子用トイレ

サインＡ

集　会　室

・集会室
・調理室
・待機室

※室名は打合せによる。

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ

面取り
Ｄ13

面取り

Ｄ10＠200
(ﾀﾃﾖｺ共)

ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(受枠共)T-2

不凍水栓柱（機械設備工事）

Ｄ10＠200
(ﾀﾃﾖｺ共)

Ｄ13

Ｄ13

捨てコンクリートt=50
再生砕石t=150

防水剤入ﾓﾙﾀﾙ塗
t=30金ゴテ

後框：60×90

根太：60×90@455

前框：60×90

中柱：90×90

中柱：90×90

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10＠200
(ﾀﾃﾖｺ共)

ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(受枠共)T-2

不凍水栓柱
（別途M工事）

ラワン合板(T-1)t=12

捨てコンクリートt=50
再生砕石t－150

防水剤入ﾓﾙﾀﾙ塗t=30金ゴテ

再生砕石(C-40)
アクリル白板t=5.0

アクリル白板t=3.0

ｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
(受枠共)T-2

5
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【集会所】ホース乾燥柱詳細図 １／２０、１００

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４４

コンクリート製根枷２本
長さ1200、幅200、厚100

立面図　Ｓ＝１／１００

Ａ－Ａ詳細図　Ｓ＝１／２０ 上部槍出金具図　Ｓ＝１／２０

Ｂ－Ｂ詳細図　Ｓ＝１／２０ 下部槍出金具図　Ｓ＝１／２０

設計ＧＬ

Ｂ Ｂ

ＡＡ ｺﾝ柱

ｺﾝ柱

ｺﾝ柱

ｺﾝ柱

ｺﾝ柱

ナイロンロープ
14φ

上部槍出金具

下部槍出金具

自在バンド

ステンレス製滑車
(KW90-9)

ステンレス製滑車
(KW90-9)

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

フック
φ16

フック
φ16

フック
φ16

フック
φ16

フック
φ16

フック
φ16フック

φ13

フック
φ13

フックφ16

フックφ13

フック
φ13

フック
φ16

フック
φ16

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

ステンレス製滑車
(KW90-9)

ステンレス製滑車
(KW90-9)

槍出金具用アーム
□-60×30×2.3

コンクリート柱
TPﾎﾟｰﾙ 16-19-5.0

1
3
,
5
0
0

2
,
5
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1
,
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／２００【集会所】外構計画図

倉岡生活改善センター等改築工事 Ａ－０４５

67.68

(66.89)67.59

67.88 (67.15)

68.56

(67.76)

67.43

67.53

67.81

67.92

67.60

68.28
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(67.41)
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(67.58)
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67.91

68.19

68.16
68.32

68.00

68.35

68.40

68.25
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68.13
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**.**
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H=67.831m
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界

線
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2
,
2
0
0

隣地境界線　5,178
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68.45
68.45

68.20

68.42 68.45

68.45

68.25

68.35

68.45

68.05 68.05

68.15

68.15

68.45 68.45 68.45

68.35
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±0

新築建物

U300
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VS300

VS300

(As)

T 倉岡2右1

真
北

偏角（9.19°）

UP

(駐車スペース)
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線
 
4
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,
71

0
3
,
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0
1

道路境界線 5,048

3
,
0
0
6

道
路
境
界
線
 
54
,
93
3

2,
48
5

隣
地

境
界

線
 
1
0
,
80

0

配置図　Ｓ=１／２００

現況地盤高

参　考　数　量

凡　例

外　構　新　設　リ　ス　ト

備　考

ｍ41.79地先境界ブロック図示

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=50　新設 ㎡357.73

㎡砂利敷きＢ種t=60　新設

設計GLからの計画地盤高さを示す
(設計GL=68.45、KBM=68.308)

▽設計ＧＬ

室名札・ピクトサイン(平付型) S=1/10

52.37

地先境界ブロック
新設

地先境界ブロック新設

雨量観測局
フェンス　

倉岡雨量観測局

側溝

隣地境界線4,200

タテヨコ　D10＠200

D13再生砕石t=150

D13

面取り

コンクリート直均し仕上砂利敷きＢ種t=60　新設

屋外機置場

コンクリート柱　新設
(ﾎｰｽ乾燥器具取付)　

900

900
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5
0

1
5
0
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0
0
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 特記仕様書（解体）

ＫＡ－００１
ＮＳ

倉岡生活改善センター等改築工事

Ⅰ　工事概要

１．工事場所

２．敷地面積

４．指定部分　 ・有　・無  　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　  指定部分工期　　　年　　月　　日

５．工事範囲　すべての躯体（捨てコンクリートまでとし、砂利地業は除く）

　　　　　　及び仕上げ材すべてとする。

Ⅱ　解体工事仕様

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣

官房官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通仕様書（建築工事編）

　（令和４年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

　　図面、本特記仕様書及び解体共通仕様書に記載されていない事項は、

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建

築工事編）令和４年版」（以下「標準仕様書」という。）及び「公共建

築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修

標準仕様書」という。）による。

（２）本特記仕様書の表記

１）項目は、・印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の 《  .  .  》内表示番号は、解体共通仕様書の

当該項目、当該図又は当該表を示す。

４）特記事項に記載の(　． .　)内表示番号は、標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

５）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当

該項目、当該図又は当該表を示す。

工事特記仕様書

章 項　　目

1

章

・適用基準

・石綿含有建材

の調査

・騒音・粉じん

等の対策

・足場等

・山留めの撤去

・杭の解体

・樹木等

・地下埋設物

埋設配管

・解体後の整地

・施工計画調査

・石綿粉じん

 濃度測定

・石綿含有

 吹付け材の

 除去

・石綿含有

 保温材等の

 除去

・石綿含有

 成形板の除去

・石綿含有

 仕上塗材

 の除去

・石綿含有の

 設備資機材の

 除去

2

章

3

章

5

章

6

章

１）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

す。

　　建築工事標準詳細図（令和４年版）国土交通省大臣官房

   官庁営繕部整備課

　※石綿含有建材の事前調査

て石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料

等の使用の有無について調査する。

　　調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　）

　　貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面）

　・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　 サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　　　・図示　　　

《2.2.1》

騒音・粉じん等の対策

　・防音パネル　・防音シート　・養生シート　

設置範囲及び高さ

　・図示（　　　／　　　図による）　

（2.2.4）

「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚

生労働省　平成21年4月24日）の「（別紙）手すり先行工法

等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たって

は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の

組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は

(3)手すり先行専用足場方式により行う。

《2.4.3》

鋼矢板等の抜き後の処理　　

　　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

《3.9.2》

杭

　・行う　　　　　・行わない

杭の解体工法

　・引抜き工法　　・粉砕による解体

《3.10.1》

　《3.11.1》

樹木の伐採抜根及び移植

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.12.1》

地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

　《3.13.1》

　・行う　　　

　　　整地高さ

　　　　・山砂の類

　　　　・他現場の建設発生土の中の良質土

　　　　・再生コンクリート砂

　　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め

固めること。

解体後の地均し

　・基礎部分等の撤去範囲の地均しを行う

　・敷地全体の地均しを行う

　・敷地の地均しを行わない

《5.1.2》

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　《6.1.

　測定時期、場所及び測定点

　測定方法

　・自動測定器による測定

　・JIS K 3850-1に基づいた測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《6.3.2、3》

　除去対象範囲　　・図示　　

　　工法　　　　・　　　　※6.3.2(1)

　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　※湿潤化　　　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.4.1》

　除去対象範囲　　・図示　

　　工法　　　　・破砕して除去　・原型のまま手ばらし

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《6.5.1》

　除去対象範囲　　・図示

　除去した石綿含有成形板の処分

　　・石綿含有せっこうボード

　　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《6.6.1》

　除去対象範囲　　・図示      

　工法　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100Mpa 以上）

　　　　・湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　　・剥離剤（薬品）工法

　　　　・超音波ケレン工法

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　　・埋立部分（安定型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

アスベスト含有の設備資機材の処理については、取りこわ　

し特記仕様書（電気設備の部）及び（機械設備の部）によ

る。

特　記　事　項

　　分析方法
材料名 厚さ(mm) 調査を行う範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

※図示　　・工事対象範囲

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3または

JIS A 1481-4

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

・　　　箇所 ・　　　箇所

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

(各施工箇所

ごと)

・ 測定1

処理作業前

処理作業室内 ・計　　　点

・ 測定2
調査対象室外部

の付近
・計　　　点

・
測定3

処理作業中

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定4

セキュリティ

ゾーン入口
・計　　　点

・

測定5

集じん・排気装

置の排出口(処理

作業室外の場合)

出口吹出し風

速1m/sec以下

の位置

・計　　　点

・

測定6

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

・計　　　点

・

測定7
処理作業後

(シート養生中)
処理作業室内 ・計　　　点

・
測定8 処理作業後

シート撤去後

1週間以降

処理作業室内 ・計　　　点

・
測定9

調査対象室外部

の付近
・計　　　点

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子自

動測定器（リアルタイムファイバーモニ

ター）等の粉じんを迅速に測定できる

機器を用いた測定

測定

名称

メンブレン

フィルタ直径

(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定

・
25 10 120

・測定

・
47 10 240

・測定

・

各
章
共
通
事
項

仮
設
工
事

解
体
施
工

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
等

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

３．工事種目

さく、照明設備等の附属物の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

・工作物

（建築物以外）

作業場所周辺養生

　　・行う　　　・行わない

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

3》

・行わない

解体後の埋戻し及び盛土

　　　　・現状ＧＬ　　・図示（　　　／　　　図による）

　　　埋戻し及び盛土の材料

1.4.1《 》

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によっ

取りこわし　１棟

青森県上北郡七戸町字倉岡56-8

(1) 既存屯所　木造　平屋建て　36.74㎡

倉岡生活改善センター等改築工事(建築工事)

１,５３６.８９ ㎡



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【旧屯所】仕上表、平面図、断面図、建具伏図 １／５０

ＫＡ－００２倉岡生活改善センター等改築工事

WD
1

1
SS

AD
2

AW
21

AW

AW
3

AD
1

AW
4

AW
5

開　口　部

屋　　　根

根　廻　り

軒　　　裏

内 部 仕 上 表

階
下　地

床

仕　上
室　　名

壁

下　地

天　　井 廻　　縁

仕　上仕　上
No No

高さ
No

下　地

巾　　木

仕　上 仕　上
天　井　高 No備　　　　考 室　　名

1

2

3

1 1

2

3

1

2

3

1

2

3

外 部 仕 上 表

待機室

便所

FF

車庫

±0

＋600

±**

備  考

外　　　壁

＋400

平面図 兼 建具伏図　　Ｓ＝１/１００ 屋根伏図　　Ｓ＝１/１００延床面積：39.74㎡

.

・スチール製シャッター
・アルミ製サッシ モルタル金ゴテ

待機室

便所

木下地

木下地

車庫 土間コンクリート 木製廻縁

木製廻縁

木製廻縁

木下地

木下地

木下地

300

60

60

木下地

木下地

コンクリート巾木

木製巾木

木製巾木

木下地

待機室

便所

車庫２，８００

２，４００

２，４００

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

2
/
1
0

2
/
1
0

：FL高さを示す

コンクリート
下地

スレート板（アスベスト含有）t=5.0

・角波鋼板t=0.4

スレート板（アスベスト含有）t=5.0

・金属サイディングＡt=15 縦張り (ガルバリウム鋼板t=0.3)
・金属サイディングＢt=15 縦張り (ガルバリウム鋼板t=0.3)

〇アスベスト含有材
　・屋根：アスファルトルーフィング
　・軒裏：スレート板t=5.0
　・車庫：スレート板t=5.0

構造用合板t=12下地の上、
畳敷き

カラーガルバリウム鋼板t=0.4　瓦棒葺き
アスファルトルーフィング（アスベスト含有）
野地板t=12

GB-Dt=9.5

GB-Dt=9.5

GB-Dt=9.5

GB-Dt=12.5

GB-Dt=12.5

流し台、ＦＦ(M工事)

構造用合板t=12下地の上、
フローリングt=12

□略記号表
　GB-D　　… 化粧石膏ボード

排水側溝（FL-100）

ハト小屋(サイレン機器：機械設備工事)

ＦＦ(機械設備工事)
便槽

流し台

カラーガルバリウム鋼板t=0.4　瓦棒葺き

カラーガルバリウム鋼板t=0.4　瓦棒葺き

笠木：カラーガルバリウム鋼板t=0.4

6,3703,640910

10,920

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

6,3703,640910

10,920

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

300 455

4
5
5

4
5
5



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【旧屯所】立面図 １／１００

ＫＡ－００３倉岡生活改善センター等改築工事

待機室 車庫待機室

立
面
仕
上
表 Ｋ

・

・

Ｌ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

根廻り：モルタル金ゴテＥ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ ハト小屋(サイレン機器：機械設備工事)

Ｊ 人感センサー式照明(取り外し)

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｃ ＤＥＦ Ｆ

南側立面図　　Ｓ＝１/１００ 東側立面図　　Ｓ＝１/１００

Ｈ ＨＧ

Ｇ

Ｉ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽最高高さ

▽ＦＬ

▽最高高さ

10
2.0

ＡＡ Ａ

ＢＣＤＤ ＥＥＦ Ｆ

Ａ

北側立面図　　Ｓ＝１/１００ 西側立面図　　Ｓ＝１/１００

Ｈ

Ｇ

ＩＩ

Ｊ

10
2.0

10
2.0

Ａ－Ａ断面図　　Ｓ＝１/１００ Ｂ－Ｂ断面図　　Ｓ＝１/１００

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽最高高さ

▽ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽最高高さ

▽ＧＬ

▽ＧＬ ▽ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽最高高さ

▽ＧＬ

▽ＦＬ

▽最高の軒高

▽最高高さ

▽ＧＬ

▽最高の軒高

笠木：カラーガルバリウム鋼板t=0.4

四方枠：カラーガルバリウム鋼板t=0.4

水切り：カラーガルバリウム鋼板t=0.4

外壁：角波鋼板t=0.4

外壁：金属サイディングＡt=15　縦張り (ガルバリウム鋼板t=0.3)

外壁：金属サイディングＢt=15　縦張り (ガルバリウム鋼板t=0.3)

屋根：カラーガルバリウム鋼板t＝0.4 瓦棒葺き

4
5
0

3
,
2
8
0

4
4
0

4
5
0

3
,
2
8
0

3
,
7
2
0

4
4
0

2
,
8
3
0

2
,
8
9
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
,
8
0
0

　
　

1
0
0

1
,
1
0
0

4
2
5

8
7
5

6
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

4
0
0

6
0
0

2
,
8
3
0

4
5
0

3
,
2
8
0

3
,
7
2
0

4
4
0

2
,
8
3
0

4
5
0

3
,
2
8
0

3
,
7
2
0

4
4
0

2
,
8
3
0

4
5
0

3
,
2
8
0

3
,
7
2
0

4
4
0

2
,
8
3
0

4
5
0

3
,
2
8
0

3
,
7
2
0

4
4
0

2
,
8
3
0

1
,
1
0
0

3
,
7
2
0

4,640



一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ １／５０

ＫＡ－００４倉岡生活改善センター等改築工事

【旧屯所】建具表

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

備　　　考

記　　　号

形　　　状

種　　　別

硝子 及 仕上

金物 及 見込

網戸

見込　70

見込　70見込　70見込　70

網戸

見込　70

▽ＦＬ

▽ＦＬ

.

ＳＳ－１ 車庫 １ヶ所 車庫 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所

１ヶ所 １ヶ所 １ヶ所

アルミ製建具　片開戸 アルミ製建具　引違戸

フロート硝子t=3
下部：アルミパネル

ＡＤ－１ ＡＤ－２ 待機室 ＡＷ－１ 便所

アルミ製建具　引違窓

アルミ製建具　引違窓

ＡＷ－２ 車庫 １ヶ所

アルミ製建具　引違窓 アルミ製建具　引違窓

車庫 １ヶ所ＡＷ－３ ＡＷ－４ 待機室 便所ＡＷ－５ ＷＤ－１ 便所

アルミ製建具　引違窓 木製建具　片開戸

.

付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

網戸

付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他） 付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他） 付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他） 付属金物一式（戸車、ﾚｰﾙ、ｸﾚｾﾝﾄ　他）

網戸網戸

軽量鋼製シャッター　手動

付属金物一式（シャッターボックス、巻取シャフト、スプリング、手掛、ガイドレール、座板、まぐさ、ディンプルキー、
　　　　　　　中柱　他）

スラット、シャッターボックス：スチールt=0.8 （カラー鋼板）
ガイドレール・座板・まぐさ：ステンレス アルミパネル

付属金物一式（丁番、握り玉、表示錠　他）

型板硝子t=4 型板硝子t=4 型板硝子t=4 型板硝子t=4

型板硝子t=4

付属金物一式（丁番、握り玉、ｲﾝﾃｸﾞﾗﾙ錠　他）
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一級　青森県知事登録　第３９７号

〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）
訂正 検印 主任担当 担当 担当 Ｎｏ .

設計年月日

工事名

図面名称 縮尺

図面番号
設　　　計

号１級建築士登録第

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社

２５５３－００

Ｒ８．３ 【旧屯所】基礎伏図、梁伏図 １／１００

ＫＡ－００５倉岡生活改善センター等改築工事

+600

+400

±0+50

：土間コンクリート

±0 ：設計ＧＬからの高さを示す

：アンカーボルトＭ-12 Ｌ＝450＠2,700以内

Ｆ１基礎詳細図　Ｓ＝１／２０

梁伏図　　Ｓ＝１/１００

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

Ｆ２基礎詳細図　Ｓ＝１／２０ Ｆ３基礎詳細図　Ｓ＝１／２０

ＧＬ ＧＬ ＧＬ

Ｆ４基礎詳細図　Ｓ＝１／２０ Ｆ５基礎詳細図　Ｓ＝１／２０ 束石詳細図　Ｓ＝１／２０

基礎伏図　　Ｓ＝１/１００

Ｆ
２

Ｆ１

Ｆ
３

Ｆ
４

Ｆ１Ｆ５

Ｆ５

Ｆ
５

Ｆ
１

Ｆ４

Ｆ４

ＧＬＧＬ ＧＬ

部材リスト

名　　　　称 部　材　寸　法 樹　　種

土　　　台 105×105 ヒバ　１等

柱 105×105 杉　１等

間　　　柱 杉　１等

縦　横　胴　縁 杉　１等

筋　か　い 杉　１等

桁 105×105 米松１等

頭つなぎ 105×105

木梁　ＷＧ１ 105×330

小　屋　束 105×105＠910 杉　１等

母　　　屋 105×105＠910 米松１等

垂　　　木 米松１等

火　打　梁 米松１等

窓台、窓まぐさ 杉　１等

造　作　材 図示 杉　上小節

米松１等

米松１等

36×105＠455

18× 45＠455

45× 90

45×105＠455

90× 90

45×105

：小屋束

［ 凡 例 ］

：母屋

：垂木

：軽量梁

［ 凡 例 ］

参考図

Ｄ13Ｄ10＠200

Ｄ13

Ｄ10＠200

Ｄ10

Ｄ13

土台：105×105

Ｄ10＠200

Ｄ13

Ｄ10

Ｄ10＠200

Ｄ13

Ｄ10＠200

Ｄ10＠200
Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13Ｄ10＠200

Ｄ10＠200

Ｄ10

Ｄ13

土台：105×105

束石 ＠910

土間コンクリートt=120
再生砕石（40～0）t=150

土間コンクリートt=120
再生砕石（40～0）t=150

土間コンクリートt=150
再生砕石（40～0）t=150
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■有　□無■有　□無■有　□無■有　□無■有　□無■有　□無■有　□無

■SS400(白1)■SS400(白1)■SS400(白1)■SS400(白1)■SS400(白1)■SS400(白1)■SS400(白1)

設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。設計G.L-1.5mまで、良質土で置換し、転圧、締め固めすること。

国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s国土交通大臣が定める風速　V0 =             m/s

構造計算書参照構造計算書参照構造計算書参照構造計算書参照構造計算書参照構造計算書参照構造計算書参照

土質柱状図参照土質柱状図参照土質柱状図参照土質柱状図参照土質柱状図参照土質柱状図参照土質柱状図参照

構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書構  造  設  計  特　記  仕  様　書

１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事１．建築概要・構造設計条件・地盤・地業工事 ２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事２．鉄筋コンクリート工事 ３．鉄骨工事３．鉄骨工事３．鉄骨工事３．鉄骨工事３．鉄骨工事３．鉄骨工事３．鉄骨工事

※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照 (１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件(１) 建物概要・構造設計条件 (３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手(３) 鉄筋・継手 (１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料(１) 鉄骨及びその他周辺材料
建築物の所在地建築物の所在地建築物の所在地建築物の所在地建築物の所在地建築物の所在地建築物の所在地 計算ルート計算ルート計算ルート計算ルート計算ルート計算ルート計算ルート 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度 調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度

種類種類種類種類種類種類種類 径径径径径径径 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 備考備考備考備考備考備考備考適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 種類種類種類種類種類種類種類 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ 種類種類種類種類種類種類種類 認定認定認定認定認定認定認定 備考備考備考備考備考備考備考
　Fc　Fc　Fc　Fc　Fc　Fc　Fc Fq　Fq　Fq　Fq　Fq　Fq　Fq　 Fm　Fm　Fm　Fm　Fm　Fm　Fm　建築物の名称建築物の名称建築物の名称建築物の名称建築物の名称建築物の名称建築物の名称

■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通 N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2 cmcmcmcmcmcmcm JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　 Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91 JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品及び用途及び用途及び用途及び用途及び用途及び用途及び用途

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通 N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2 cmcmcmcmcmcmcm JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　max(Fc,Fd)　 Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91Fq + 28Ｓ91 □SM490A(黄1)□SM490A(黄1)□SM490A(黄1)□SM490A(黄1)□SM490A(黄1)□SM490A(黄1)□SM490A(黄1) JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積 ㎡㎡㎡㎡㎡㎡㎡ 異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋
 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板 形鋼・鋼板

JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品 JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品□SN400A(緑1)□SN400A(緑1)□SN400A(緑1)□SN400A(緑1)□SN400A(緑1)□SN400A(緑1)□SN400A(緑1) □SN400C(緑3)□SN400C(緑3)□SN400C(緑3)□SN400C(緑3)□SN400C(緑3)□SN400C(緑3)□SN400C(緑3)延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積 ㎡㎡㎡㎡㎡㎡㎡

高さ高さ高さ高さ高さ高さ高さ 1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m1　最高の高さ      　　　　m

JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品□STK400□STK400□STK400□STK400□STK400□STK400□STK400 □STK490□STK490□STK490□STK490□STK490□STK490□STK4902　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m2　最高の軒の高さ  　　　　m
 円形鋼管 円形鋼管 円形鋼管 円形鋼管 円形鋼管 円形鋼管 円形鋼管

JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品□STKN400W□STKN400W□STKN400W□STKN400W□STKN400W□STKN400W□STKN400W □STKN400B□STKN400B□STKN400B□STKN400B□STKN400B□STKN400B□STKN400B □STKN490B□STKN490B□STKN490B□STKN490B□STKN490B□STKN490B□STKN490B□□□□□□□階数階数階数階数階数階数階数 地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階地上　　　　階　　　地下　　　　階

高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋 □□□□□□□ JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品■STKR400■STKR400■STKR400■STKR400■STKR400■STKR400■STKR400 □STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490□STKR490構造構造構造構造構造構造構造 　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造　　　　　　造　　　一部　　　　造

□1275/1420鋼□1275/1420鋼□1275/1420鋼□1275/1420鋼□1275/1420鋼□1275/1420鋼□1275/1420鋼  角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管 角形鋼管 大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定
部位部位部位部位部位部位部位 床用床用床用床用床用床用床用 小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用 梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用 地震用地震用地震用地震用地震用地震用地震用 部位部位部位部位部位部位部位 床用床用床用床用床用床用床用 小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用 梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用梁･柱用 地震用地震用地震用地震用地震用地震用地震用

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 ■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による)■(種類及び径は意匠図による) JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品 □SHC400□SHC400□SHC400□SHC400□SHC400□SHC400□SHC400 □SHC490□SHC490□SHC490□SHC490□SHC490□SHC490□SHC490 大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定大臣認定

JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品JIS規格品 軽量形鋼 軽量形鋼 軽量形鋼 軽量形鋼 軽量形鋼 軽量形鋼 軽量形鋼 積載荷重 積載荷重 積載荷重 積載荷重 積載荷重 積載荷重 積載荷重
鉄筋定着鉄筋定着鉄筋定着鉄筋定着鉄筋定着鉄筋定着鉄筋定着 (N/㎡） (N/㎡） (N/㎡） (N/㎡） (N/㎡） (N/㎡） (N/㎡）

□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　)□定着金物使用(　　　　　　　　　　　　　　　　) □F10T□F10T□F10T□F10T□F10T□F10T□F10T 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト 高力ボルト

耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2)耐久設計基準強度  Fd(N/mm2) ■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256■六角ﾎﾞﾙﾄ　JIS B 1180,　　ﾅｯﾄ　JIS B 1181,　　座金 JIS B 1256 中ボルト 中ボルト 中ボルト 中ボルト 中ボルト 中ボルト 中ボルト継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91構造体強度補正値 28Ｓ91 θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　θ：ｺﾝｸﾘｰﾄの打ち込みから28日までの期間の予想平均気温(℃)　  頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ 頭付ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鉄筋継手鉄筋継手鉄筋継手鉄筋継手鉄筋継手鉄筋継手鉄筋継手 (1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位 (2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注)(2)　(1)以外の部位(注) 鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径

の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2)の標準値(N/mm2) 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  8≦θ 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8 0≦θ≦ 8  地震力 地震力 地震力 地震力 地震力 地震力 地震力 用途係数Ｉ用途係数Ｉ用途係数Ｉ用途係数Ｉ用途係数Ｉ用途係数Ｉ用途係数Ｉ ■SS400■SS400■SS400■SS400■SS400■SS400■SS400 □SS490□SS490□SS490□SS490□SS490□SS490□SS490 □ABR400□ABR400□ABR400□ABR400□ABR400□ABR400□ABR400 □ABR490□ABR490□ABR490□ABR490□ABR490□ABR490□ABR490 □ABM400□ABM400□ABM400□ABM400□ABM400□ABM400□ABM400 □ABM490□ABM490□ABM490□ABM490□ABM490□ABM490□ABM490 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄA級A級A級A級A級A級A級 B級B級B級B級B級B級B級 SA級SA級SA級SA級SA級SA級SA級

早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　  5≦θ 0≦θ≦ 50≦θ≦ 50≦θ≦ 50≦θ≦ 50≦θ≦ 50≦θ≦ 50≦θ≦ 5標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0標準せん断力係数Ｃ0 □ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚□ 根巻型柱脚 □ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚□ 埋込型柱脚 柱脚 柱脚 柱脚 柱脚 柱脚 柱脚 柱脚■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手 D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)D(    )以下(特記外)
注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を注：日平均気温の平年値が25℃を

中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ   11≦θ 28Ｓ91 = 328Ｓ91 = 328Ｓ91 = 328Ｓ91 = 328Ｓ91 = 328Ｓ91 = 328Ｓ91 = 3 0≦θ≦110≦θ≦110≦θ≦110≦θ≦110≦θ≦110≦θ≦110≦θ≦11 28Ｓ91 = 628Ｓ91 = 628Ｓ91 = 628Ｓ91 = 628Ｓ91 = 628Ｓ91 = 628Ｓ91 = 6地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分 □□□□□□□ D(    )以下D(    )以下D(    )以下D(    )以下D(    )以下D(    )以下D(    )以下
　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm

2　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2

　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2　超える場合は28Ｓ91 = 6N/mm
2

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　   14≦θ 0≦θ≦140≦θ≦140≦θ≦140≦θ≦140≦θ≦140≦θ≦140≦θ≦14 風圧力 風圧力 風圧力 風圧力 風圧力 風圧力 風圧力 □ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ□ｷｰｽﾄﾝﾃﾞｯｷ デッキ デッキ デッキ デッキ デッキ デッキ デッキ□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手 □告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号 □□□□□□□ □□□□□□□ D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下
　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。

高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ高炉ｾﾒﾝﾄＢ種　       13≦θ 0≦θ≦130≦θ≦130≦θ≦130≦θ≦130≦θ≦130≦θ≦130≦θ≦13速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡速度圧                    q  =             N/㎡ □機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手 □告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号 □□□□□□□ □□□□□□□ □□□□□□□ D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下D(  　)以下 □Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Jｸﾞﾚｰﾄﾞ以上□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ□Hｸﾞﾚｰﾄﾞ 組立工場 組立工場 組立工場 組立工場 組立工場 組立工場 組立工場

 積雪荷重 積雪荷重 積雪荷重 積雪荷重 積雪荷重 積雪荷重 積雪荷重 垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm垂直最深積雪量　　　　　　                cm 単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm)単位重量　　　　　   N/(㎡・cm) 注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ注)(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築セ □JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ）□JIS K 5621 ( □1種　　      ） 工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回)工場塗装回数　　外部鉄骨(　　　　回) 防錆塗装 防錆塗装 防錆塗装 防錆塗装 防錆塗装 防錆塗装 防錆塗装
混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　)混和材料の種類(JIS　　　　　) ■AE減水剤■AE減水剤■AE減水剤■AE減水剤■AE減水剤■AE減水剤■AE減水剤 □□□□□□□ □□□□□□□

ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造ンター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造 □JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ）□JIS K 5625 ( □1種　　□2種 ） 　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)　　　　　　　　内部鉄骨(　　　　回)
呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生呼び強度を保証する材齢、養生 ■材齢■材齢■材齢■材齢■材齢■材齢■材齢 (■28日(■28日(■28日(■28日(■28日(■28日(■28日 □91日□91日□91日□91日□91日□91日□91日 □□□□□□□ □   )□   )□   )□   )□   )□   )□   ) 関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。関係技術基準解説書2007）」によって検討した部材の条件・仕様によること。(２) 地業工事(２) 地業工事(２) 地業工事(２) 地業工事(２) 地業工事(２) 地業工事(２) 地業工事

■養生■養生■養生■養生■養生■養生■養生 (□現場封かん(□現場封かん(□現場封かん(□現場封かん(□現場封かん(□現場封かん(□現場封かん ■現場水中■現場水中■現場水中■現場水中■現場水中■現場水中■現場水中 ■標準■標準■標準■標準■標準■標準■標準 □   )□   )□   )□   )□   )□   )□   ) 外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   外観検査　　　　■有　□無   全数対象全数対象全数対象全数対象全数対象全数対象全数対象支持地盤支持地盤支持地盤支持地盤支持地盤支持地盤支持地盤
・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。・ 形鋼・鋼板項の(   )内は鋼種識別色を示す。特別な場合を除きこの識別色とする事。

継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法継手部の検査方法 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 引張試験　　　　□有　■無 ３本/１ロット３本/１ロット３本/１ロット３本/１ロット３本/１ロット３本/１ロット３本/１ロット□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。□ 摩擦杭  GL-          ｍ ～　-　　　　　ｍの地層の摩擦力により支持させる。 単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm単位水量≦     kg/m3   単位セメント量≧     kg/m3　 水セメント比≦    ％　 スランプの許容差       cm
・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。・ 鉄骨工事は指示のない限り下記を基本とする。

３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット３０ケ所/１ロット塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3塩化物イオン量≦     kg/m3
　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」　　　①日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）長期地耐力 Lｑa =        kN/㎡ (　短期地耐力 Sｑa =         kN/㎡ 　）

コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)コンクリートの所要空気量の目標値　     ％(許容差       ％)
　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」　　　②社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法柱の帯筋の加工方法

アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事アルカリ骨材反応を生じるおそれのない事
　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」　　　③鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。・ 接合部の溶接は下記を基本とする。

設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡設計基準強度 Ｆｃ =  　　　　  kN/㎡ 　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」　　　①日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して・ コンクリートはJIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認定工場の製品とし、施工に関して ・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に・ 鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工は標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様に

　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　　　②日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。　 は標準図に記載されている事項を除き、JASS5を基本とする。 JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。JASS5 を基本とする。

・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。・ セメントは､JIS R5210の普通ボルトランドセメントを標準とする。 ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ・ 鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは、上記表または「鉄筋コンクリ
長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　）長期杭耐力 LＲa =        kN/㎡ (　短期杭耐力 SＲa =         kN/㎡ 　） (２) 提出書類(２) 提出書類(２) 提出書類(２) 提出書類(２) 提出書類(２) 提出書類(２) 提出書類・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など・ 寒中､暑中､その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､養生、管理方法など ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。ート造配筋標準図(1)(2)」、「壁式コンクリート構造配筋標準図」による。

　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。　 必要事項について､工事監理者の承認を得ること。 ・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、・ 継手部分の施工要領は社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、 提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類 提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否 備考備考備考備考備考備考備考 提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期
・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、・ ポンプ打ちコンクリートは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリートの自由落下高さは、

機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。機械式継手工事）を基本とする。
   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を   コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンクリート圧送技師または同等以上の技能を 工場製作施工計画書工場製作施工計画書工場製作施工計画書工場製作施工計画書工場製作施工計画書工場製作施工計画書工場製作施工計画書 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否
　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は　 有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は

■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否現場作業施工計画書現場作業施工計画書現場作業施工計画書現場作業施工計画書現場作業施工計画書現場作業施工計画書現場作業施工計画書 作業前作業前作業前作業前作業前作業前作業前
　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。　 150分以内、25℃以上の場合は120分以内とする。

■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否工作図工作図工作図工作図工作図工作図工作図(４) 提出書類(４) 提出書類(４) 提出書類(４) 提出書類(４) 提出書類(４) 提出書類(４) 提出書類・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。・ コンクリート打込み中及び打込み後5日間は、コンクリートの温度が2度を下回らないように養生を行う。

■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。・ 乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。
提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類提出書類 提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否提出の要否 備考備考備考備考備考備考備考 提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期提出時期

・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。・ 打継ぎ面はレイタンス及びぜい弱なコンクリートを当日のうちに取り除き、健全なコンクリートを露出させる。 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 社内検査後社内検査後社内検査後社内検査後社内検査後社内検査後社内検査後製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）製品社内検査記録(社内UTを含む）※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照※記入なき場合は別資料参照(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果(３) 地質調査結果
　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。　 再打込み前には十分な水湿しを行う。 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 建方終了後建方終了後建方終了後建方終了後建方終了後建方終了後建方終了後鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録鉄骨工事現場施工管理記録コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書コンクリート工事施工計画書 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否

鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書鉄筋工事施工計画書 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否

■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 作業前作業前作業前作業前作業前作業前作業前コンクリート施工図コンクリート施工図コンクリート施工図コンクリート施工図コンクリート施工図コンクリート施工図コンクリート施工図 (３) 検査項目(３) 検査項目(３) 検査項目(３) 検査項目(３) 検査項目(３) 検査項目(３) 検査項目
鉄筋施工図鉄筋施工図鉄筋施工図鉄筋施工図鉄筋施工図鉄筋施工図鉄筋施工図

検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目 検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無 備考備考備考備考備考備考備考 立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期
■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書コンクリート調合計画書

作業前作業前作業前作業前作業前作業前作業前現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査 □有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書コンクリート打設計画書

鉄骨作成中鉄骨作成中鉄骨作成中鉄骨作成中鉄骨作成中鉄骨作成中鉄骨作成中組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査

製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査 鉄骨作成後鉄骨作成後鉄骨作成後鉄骨作成後鉄骨作成後鉄骨作成後鉄骨作成後■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材搬入後鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)鋼材検査証明書(ミルシート)

建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査 鉄骨建方後鉄骨建方後鉄骨建方後鉄骨建方後鉄骨建方後鉄骨建方後鉄骨建方後継手施工後継手施工後継手施工後継手施工後継手施工後継手施工後継手施工後継手部の検査結果継手部の検査結果継手部の検査結果継手部の検査結果継手部の検査結果継手部の検査結果継手部の検査結果

スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査スタッド溶接後の検査 スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後スタッド溶接完了後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表コンクリート品質管理表

（４）接合部の検査（４）接合部の検査（４）接合部の検査（４）接合部の検査（４）接合部の検査（４）接合部の検査（４）接合部の検査
・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）・ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。・ 割れの疑いのある表面欠陥には、浸透探傷試験(JIS Z 2343-1)又は磁粉探傷試験(JIS Z 2320-1)を行う。(５) 検査項目(５) 検査項目(５) 検査項目(５) 検査項目(５) 検査項目(５) 検査項目(５) 検査項目

検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目検査項目 検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無検査の有無 備考備考備考備考備考備考備考 立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期立会時期
工場自主工場自主工場自主工場自主工場自主工場自主工場自主 第三者第三者第三者第三者第三者第三者第三者 工事工事工事工事工事工事工事

配筋工事終了後配筋工事終了後配筋工事終了後配筋工事終了後配筋工事終了後配筋工事終了後配筋工事終了後配筋検査配筋検査配筋検査配筋検査配筋検査配筋検査配筋検査 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 検査検査検査検査検査検査検査 受入検査受入検査受入検査受入検査受入検査受入検査受入検査 監理者監理者監理者監理者監理者監理者監理者

型枠工事終了後型枠工事終了後型枠工事終了後型枠工事終了後型枠工事終了後型枠工事終了後型枠工事終了後型枠検査型枠検査型枠検査型枠検査型枠検査型枠検査型枠検査 ■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 ※平成12年建設省※平成12年建設省※平成12年建設省※平成12年建設省※平成12年建設省※平成12年建設省※平成12年建設省

コンクリート受入検査コンクリート受入検査コンクリート受入検査コンクリート受入検査コンクリート受入検査コンクリート受入検査コンクリート受入検査 コンクリート打設時コンクリート打設時コンクリート打設時コンクリート打設時コンクリート打設時コンクリート打設時コンクリート打設時■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否 省告示第1464号第省告示第1464号第省告示第1464号第省告示第1464号第省告示第1464号第省告示第1464号第省告示第1464号第

二号による二号による二号による二号による二号による二号による二号による出来形検査出来形検査出来形検査出来形検査出来形検査出来形検査出来形検査 コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後コンクリート打設後■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否■要　□否

(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)(目視及び計測)

注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％

　　行うこと。　　行うこと。　　行うこと。　　行うこと。　　行うこと。　　行うこと。　　行うこと。
・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。・ コンクリート及び鉄筋の試験は原則として公的機関にて行い、工事監理者の承諾を受けること。

・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)・ 高力ボルト締め付けの確認(結果を後日工事監理者に報告すること。)
・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた・ フレッシュコンクリートの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センターの技術評価を受けた ①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。①一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。
 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 　測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を1回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し、 ②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。②トルシア形高力ボルトは二次締め後、ビンテールが破断していることを確認する。
 　承認を得る。 　承認を得る。 　承認を得る。 　承認を得る。 　承認を得る。 　承認を得る。 　承認を得る。

 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回 　測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試料から取り分けて3回
４．その他(設備等)４．その他(設備等)４．その他(設備等)４．その他(設備等)４．その他(設備等)４．その他(設備等)４．その他(設備等)

　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。　 行い、その平均値を試験値とする。

・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、・ 構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS5T-603によることとし、供試体は現場水中養生、
1.設備1.設備1.設備1.設備1.設備1.設備1.設備

　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。　 または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。

 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。 　また､打ち込み量が150m3を越える場合は､150m3ごとまたは､その端数ごとに１回を標準とする。
2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止2.天井の脱落防止

 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。 　一回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を縦割り採取する。
□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う)□　特定天井 (建設省告示771号に基づき設計を行う) ■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)■　特定天井以外 (打合せによる)

 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。 　尚、供試体の数量は、特別な指示なき場合は、1回あたり6本以上とし、そのうち4週用に3本を用いる。
3.梁貫通孔3.梁貫通孔3.梁貫通孔3.梁貫通孔3.梁貫通孔3.梁貫通孔3.梁貫通孔

鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄筋コンクリート梁の補強方法：「 ダイヤレンＮＳ（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。

鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。鉄骨梁の補強方法：「 ＯＳリング工法（ＢＣＪ評定工法）(同等工法)」による。

Ｘ方向Ｘ方向Ｘ方向Ｘ方向Ｘ方向Ｘ方向Ｘ方向

Ｙ方向Ｙ方向Ｙ方向Ｙ方向Ｙ方向Ｙ方向Ｙ方向

□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2□短期=18N/mm2  □標準=24N/mm2  □長期=30N/mm2　□超長期=36N/mm2
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ＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍＧＬ　-          　ｍ□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎□ ベタ基礎

載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無載荷試験　　　　□ 有　　　     □ 無

□ 柱状改良□ 柱状改良□ 柱状改良□ 柱状改良□ 柱状改良□ 柱状改良□ 柱状改良 □ 表層改良□ 表層改良□ 表層改良□ 表層改良□ 表層改良□ 表層改良□ 表層改良

※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照※ 詳細は別図参照

□ 鋼管杭□ 鋼管杭□ 鋼管杭□ 鋼管杭□ 鋼管杭□ 鋼管杭□ 鋼管杭 □ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭□ ＣＰＲＣ杭 □ 現場打杭□ 現場打杭□ 現場打杭□ 現場打杭□ 現場打杭□ 現場打杭□ 現場打杭
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検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数
検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法 備考備考備考備考備考備考備考
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超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験 ％％％％％％％ ％％％％％％％ ％％％％％％％
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個個個個個個個 個個個個個個個

□□□□□□□ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ ％％％％％％％ ％％％％％％％ ％％％％％％％

8888888 □部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部□部分溶込・隅肉溶接部 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ 外観検査　※ ％％％％％％％ ％％％％％％％ ％％％％％％％

第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行させ

るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。るために自ら契約した検査会社をいう。9999999
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基礎コンクリート基礎コンクリート基礎コンクリート基礎コンクリート基礎コンクリート基礎コンクリート基礎コンクリート

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通 N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2 N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2 N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2N/mm2 cmcmcmcmcmcmcm捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート

□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤□高性能AE減水剤

(２) 型枠(２) 型枠(２) 型枠(２) 型枠(２) 型枠(２) 型枠(２) 型枠
・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。・ 材料は、合板厚12mmを標準とする。金属製型枠パネルはJIS A8652に規定するものを用いる。

・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。・ 施工は、JASS5を基本とする。

・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。・ 型枠の在置期間は下記の最小存置期間以上とする。
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早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの 早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ 混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの混合ｾﾒﾝﾄの 左記のすべて左記のすべて左記のすべて左記のすべて左記のすべて左記のすべて左記のすべて

ｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄ ｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄ B種B種B種B種B種B種B種 ｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄ ｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄｾﾒﾝﾄ B種B種B種B種B種B種B種 のｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄのｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種 高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種高炉ｾﾒﾝﾄA種
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ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種
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15ﾟC以上15ﾟC以上15ﾟC以上15ﾟC以上15ﾟC以上15ﾟC以上15ﾟC以上 2222222 3333333  5 5 5 5 5 5 5  8 8 8 8 8 8 8 17171717171717
の
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の
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の
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の
材
令
 
日

5ﾟC以上5ﾟC以上5ﾟC以上5ﾟC以上5ﾟC以上5ﾟC以上5ﾟC以上 3333333 5555555  7 7 7 7 7 7 7 12121212121212 25252525252525 28282828282828 28282828282828

0ﾟC以上0ﾟC以上0ﾟC以上0ﾟC以上0ﾟC以上0ﾟC以上0ﾟC以上 5555555 8888888 10101010101010 15151515151515 28282828282828

ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上ｽﾗﾌﾞ下　圧縮強度がＦcの85%以上又は12N/mm2以上
ｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄの

梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上梁下　　圧縮強度がＦc以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上5.0N/㎜2以上
圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度 施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要施工中の荷重及び外力について、構造計算により確認要

・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。・ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに取り外す。

・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。・ 片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上の梁下、大型スラブ等の支柱の在置期間は､工事監理者の指示による。

・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。・ 大梁の支柱の盛りかえは行わない､また､その他の梁の場合も原則として行わない。

・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。・ 支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。・ 盛りかえの後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。

・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。・ 支柱の盛りかえは､小梁が終ってから､スラブを行う。

　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。　 一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。

・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。・ 直上階に著しく大きい施工荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう・ 支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないよう

　 に行うこと。　 に行うこと。　 に行うこと。　 に行うこと。　 に行うこと。　 に行うこと。　 に行うこと。

□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390 □SN400B(緑2)□SN400B(緑2)□SN400B(緑2)□SN400B(緑2)□SN400B(緑2)□SN400B(緑2)□SN400B(緑2)

□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)□SN490B(黄2)

□UBCR365□UBCR365□UBCR365□UBCR365□UBCR365□UBCR365□UBCR365

■SSC400■SSC400■SSC400■SSC400■SSC400■SSC400■SSC400

地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ地震地域係数Ｚ □ 1.2□ 1.2□ 1.2□ 1.2□ 1.2□ 1.2□ 1.2 □ 0.9□ 0.9□ 0.9□ 0.9□ 0.9□ 0.9□ 0.9■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0

■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0■ 1.0 □ 1.25□ 1.25□ 1.25□ 1.25□ 1.25□ 1.25□ 1.25

□膨張材□膨張材□膨張材□膨張材□膨張材□膨張材□膨張材

□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ□SFﾃﾞｯｷ

■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）■JIS K 5674 ( ■1種　　□2種 ）

□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ□合成床板ﾃﾞｯｷ

□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無□有　■無

□ 地盤改良□ 地盤改良□ 地盤改良□ 地盤改良□ 地盤改良□ 地盤改良□ 地盤改良

□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎□ 独立基礎

□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭□ ＳＣ杭

建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。建築物に設ける建築設備にあっては、特記なき限り、建築基準法第129条の2の3の事項に準拠する。

■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d■40d　　□35d　　□(    )d

※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。※ H-CP工法同等工法とする。

□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭□ ＰＨＣ杭

■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層■ ＧＬ　-          　ｍ　　　　　　　 　　　　 　　　      層

□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345

基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁基礎・基礎梁・土間・壁

■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による■「配筋標準図」による

□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手 □告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号

超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 超音波探傷試験　□有　■無　 

□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)□Ｈ型(フック型)  　□Ｗ型(溶接型)  　□Ｓ型(スパイラル型)
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(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。(1) 構造図面に記載された事項は本仕様書に優先して適用する。

(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。(2) 図面及びこの仕様書に記載されていない事項は下記による。
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1.一般事項1.一般事項1.一般事項1.一般事項1.一般事項1.一般事項1.一般事項

2.材料2.材料2.材料2.材料2.材料2.材料2.材料

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要が

ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。ある場合はこれを優先する。
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含水率含水率含水率含水率含水率含水率含水率強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級区　分区　分区　分区　分区　分区　分区　分樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位

・構造用合板・構造用合板・構造用合板・構造用合板・構造用合板・構造用合板・構造用合板

部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位 強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級強度等級 接着耐久性接着耐久性接着耐久性接着耐久性接着耐久性接着耐久性接着耐久性

・構造用集成材・構造用集成材・構造用集成材・構造用集成材・構造用集成材・構造用集成材・構造用集成材

強度区分強度区分強度区分強度区分強度区分強度区分強度区分部　位部　位部　位部　位部　位部　位部　位 構　成構　成構　成構　成構　成構　成構　成

・アンカーボルト・アンカーボルト・アンカーボルト・アンカーボルト・アンカーボルト・アンカーボルト・アンカーボルト

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50・　A-40　・　A-45　・　A-50

・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90・　A-60　・　A-70　・　A-80　・　A-90

型型型型型型型

・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型

・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型・　L型  　・　J型

径径径径径径径

12φ12φ12φ12φ12φ12φ12φ

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ

・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90・　N50  　・　N65  　・　N75 　・　N90

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘・普通鉄丸釘

・釘・釘・釘・釘・釘・釘・釘

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘・太め鉄丸釘

・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150・　N125   ・　N150

・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90・ CN50  　・ CN65  　・ CN75 　・ CN90

・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘・亜鉛メッキ太め鉄丸釘 ・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90・ ZN40  　・ ZN65  　・ ZN80 　・ ZN90

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

・その他・その他・その他・その他・その他・その他・その他

樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種樹　種

ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎ロ.偏心布基礎 b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150
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主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋
D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下

腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上

配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上

主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上

D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下
スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋

基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅
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※※ ※※ ※※ ※

※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm

(1)布基礎(1)布基礎(1)布基礎(1)布基礎(1)布基礎(1)布基礎(1)布基礎
イ.標準配筋図イ.標準配筋図イ.標準配筋図イ.標準配筋図イ.標準配筋図イ.標準配筋図イ.標準配筋図
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スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋スラブ筋

b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150b≧150
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主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上

腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上腹筋D10以上

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋
D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下

配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上配力筋D10以上

主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上主筋D13以上
D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下D10以上，300@以下

基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅基礎幅
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※※ ※※ ※※ ※

※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm※ベース筋下端かぶり厚さ60mm

3.基礎3.基礎3.基礎3.基礎3.基礎3.基礎3.基礎

２ヵ所使用２ヵ所使用２ヵ所使用２ヵ所使用２ヵ所使用２ヵ所使用２ヵ所使用

チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)チ．引き寄せ金物(HD-20)

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)

柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)

アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)

隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱

柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)

胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

土台土台土台土台土台土台土台

　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする

　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70

　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)リ．引き寄せ金物(HD-25)

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)

柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)

アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)

隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱

柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)

胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

土台土台土台土台土台土台土台

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は

　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする

　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70

　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

(M16)(M16)(M16)(M16)(M16)(M16)(M16)
六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト

六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)

柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)

アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)

隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱

柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)

胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

土台土台土台土台土台土台土台

ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)ヌ．引き寄せ金物(HD-15)

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は

　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする

　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70

　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は

5-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-25
引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

5-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-255-M12 HD-25

引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物
4-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-20 引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

4-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-204-M12 HD-20

引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

3-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-15

3-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-15
引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置8.金物の取り付け位置

・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置・プレート金物の取り付け位置

・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置・コーナー金物の取り付け位置

（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は（注)土台，梁などの小口面は

釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。釘，ビスの強度が期待できない。

引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。引抜抵抗用ビスの強度が期待できない。

（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は（注)土台，梁などの仕口端に近い位置は

柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し柱に対しＭ12、横架材に対し

角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め角座金を介しボルト締め

柱柱柱柱柱柱柱

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)

Ｍ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締め
柱柱柱柱柱柱柱

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)(Ｍ12)

柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘柱に対しＭ12及びスクリュー釘

打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し打ち、横架材に対し角座金を介し

ボルト締めボルト締めボルト締めボルト締めボルト締めボルト締めボルト締め

Ｍ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及び

スクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ち

(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差 胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ホ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）ニ．羽子板ボルト（Ｍ12）

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)

上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ

六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め六角ボルト(Ｍ12)締め

上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ上下階の柱に対しそれぞれ

横架材横架材横架材横架材横架材横架材横架材

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱

Ｍ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締めＭ12ナット締め

短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)

横架材横架材横架材横架材横架材横架材横架材

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱
短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)短ざく金物(Ｓ)

Ｍ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及びＭ12ナット締め及び

スクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ち

(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)(ZS50)

六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び六角ボルト(Ｍ12)締め及び

スクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ちスクリュー釘打ち

ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12）ニ．短ざく金物（Ｍ12） ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）ホ．短ざく金物（Ｍ12）

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内

隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

土台土台土台土台土台土台土台

コーナー金物コーナー金物コーナー金物コーナー金物コーナー金物コーナー金物コーナー金物

ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)ヘ．コーナー金物(10kN以上)

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)　とすることが望ましい(筋かいボックスタイプの場合は、210mm程度とする)

ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)ト．引き寄せ金物(HD-15)

土台土台土台土台土台土台土台

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)

柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)柱(下段)

隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱隅柱

アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)アンカーボルト(M16)

柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)柱(上段)

六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)六角ボルト(M16)

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してビス止め,ボルト締め等に平行して近接に背割りがある場合は、

2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内2.その柱に近接してアンカーボルトＡ70を設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内

　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板　埋め木を柱1/3の範囲に施すこと。埋め木には接着剤を併用し、構造用合板

　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物　360mm以上確保すること。筋かいの下部に取り付く場合は、ホールダウン金物

　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70　位置を上部にずらし、M16ボルトを長ナット(L=50)でアンカーボルトＡ60・Ａ70

　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする　に緊結のこと　※筋かいの欠込みは絶対不可とする

　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること　・ヒノキ同等以上で隙間なく設置すること

1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、1.柱に対してM12ボルト締めとなる位置に平行して近接に背割りがある場合は、

2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は2.アンカーボルトＡ60・Ａ70を使用し、基礎へ直接施工し、その埋め込み代は

3-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-15
引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物

引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物引き寄せ金物
3-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-153-M12 HD-15

(径12mm)(径12mm)(径12mm)(径12mm)(径12mm)(径12mm)(径12mm)
ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

柱柱柱柱柱柱柱釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち

柱柱柱柱柱柱柱

ホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいホ．90以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かいニ．45以上×90以上の木製筋かい
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注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

土台土台土台土台土台土台土台

かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

土台土台土台土台土台土台土台

イ．かすがい打ちイ．かすがい打ちイ．かすがい打ちイ．かすがい打ちイ．かすがい打ちイ．かすがい打ちイ．かすがい打ち イ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差しイ．短ほぞ差し

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差 胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差しかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項

かすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置することかすがい打ちをする場合、柱(背割り)・梁・土台の割れに注意して設置すること

(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)

　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等認定品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい

　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい　とし、筋かい・壁の外側に設置することが望ましい

1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク

2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内2.柱に近接して設けるアンカーボルトＡ(φ12)のボルト芯は柱面より150mm以内

ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）ロ．かど金物（CP-L）

(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)
柱柱柱柱柱柱柱

長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し

柱柱柱柱柱柱柱

かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差 胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

ロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ちロ．長ほぞ差し込み栓打ち

(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)(CP-L)
込み栓込み栓込み栓込み栓込み栓込み栓込み栓

土台土台土台土台土台土台土台

長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し長ほぞ差し

かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物
柱柱柱柱柱柱柱

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)

ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）ハ．かど金物（CP-T）

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱

かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)

ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）ハ．山形プレート（ＶＰ）

(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)(CP-T)

土台土台土台土台土台土台土台

かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物

土台土台土台土台土台土台土台

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)

注意点注意点注意点注意点注意点注意点注意点

　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい

1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク

2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と

　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)

　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい　同等品の筋かいボックスタイプ(1.5,2.0倍用)に変更することが望ましい

1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク1.筋かいが取り付く柱の仕口に使用する場合は、筋かいのBP・BP-2金物をZマーク

2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と2.アンカーボルトＡ(12φ)はその柱両脇に設置し、ボルト芯は柱面から150mm以内と

　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)　することが望ましい(筋かいボックスタイプが取り付く場合は210mm程度とする)

筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て筋かいプレート(BP-2)当て

角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め

柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65柱、横架材にそれぞれ5-ZN65 柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90柱、横架材にそれぞれ4-ZN90

3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。3.背割りのある面にVPを使用する場合は、図中の向きと上下逆向きに取付ける。

7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口7.軸組端部の柱と主要な横架材との仕口

筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい

仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部仕口箇所の上木端部
③土台の継手及び③土台の継手及び③土台の継手及び③土台の継手及び③土台の継手及び③土台の継手及び③土台の継手及び

①筋かいが取付く①筋かいが取付く①筋かいが取付く①筋かいが取付く①筋かいが取付く①筋かいが取付く①筋かいが取付く

柱の下部柱の下部柱の下部柱の下部柱の下部柱の下部柱の下部

②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の②合板等を使った耐力壁の

両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部両端の柱に近接した下部

ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置ロ．アンカーボルトの埋込位置

アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。アンカーボルトを正確に埋設する方法として次の方法がある。

水糸水糸水糸水糸水糸水糸水糸

位置出し材位置出し材位置出し材位置出し材位置出し材位置出し材位置出し材

アンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカーアンカー

ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する埋込み寸法を調整する
高さを変えることで高さを変えることで高さを変えることで高さを変えることで高さを変えることで高さを変えることで高さを変えることで

布基礎型枠布基礎型枠布基礎型枠布基礎型枠布基礎型枠布基礎型枠布基礎型枠

しをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけするしをし､ドリルで穴あけする
ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出ピッチを正確に計って墨出
水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、水糸で通りを正確に出し、

アンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるようにアンカーボルトは所定の位置に垂直に敷設されるように

ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法ハ．アンカーボルトの据付方法

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト位置出し材を布基礎型枠材に釘打ちして、アンカーボルト

を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。を据え付けてからコンクリートを打設するのが望ましい。

（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて（注）継手・仕口の接合金物の組み合わせについて

図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の図の接合方法は一例を示したものであり、継手・仕口の

接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における接合方法は「筋かい端部と軸組との止め付け部」における

各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。各部位毎の特記によるものとする。

接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。接合金物の性能はＺマーク表示金物又は同等以上の金物とする。

筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート

土台土台土台土台土台土台土台

120mm内外120mm内外120mm内外120mm内外120mm内外120mm内外120mm内外

(S-HD10)(S-HD10)(S-HD10)(S-HD10)(S-HD10)(S-HD10)(S-HD10)
ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

200mm内外200mm内外200mm内外200mm内外200mm内外200mm内外200mm内外

かね折り金物SAかね折り金物SAかね折り金物SAかね折り金物SAかね折り金物SAかね折り金物SAかね折り金物SA

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート
角根平頭角根平頭角根平頭角根平頭角根平頭角根平頭角根平頭

通し柱通し柱通し柱通し柱通し柱通し柱通し柱

筋かい断面が筋かい断面が筋かい断面が筋かい断面が筋かい断面が筋かい断面が筋かい断面が

30×90のときはBP30×90のときはBP30×90のときはBP30×90のときはBP30×90のときはBP30×90のときはBP30×90のときはBP

45×90のときはBP-245×90のときはBP-245×90のときはBP-245×90のときはBP-245×90のときはBP-245×90のときはBP-245×90のときはBP-2

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち釘打ち

ハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいハ．30以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かいロ．15以上×90以上の木製筋かい

N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)N65釘５本(平打ち)

柱柱柱柱柱柱柱

柱柱柱柱柱柱柱

N65釘５本N65釘５本N65釘５本N65釘５本N65釘５本N65釘５本N65釘５本

(平打ち)(平打ち)(平打ち)(平打ち)(平打ち)(平打ち)(平打ち)

4-CN904-CN904-CN904-CN904-CN904-CN904-CN90

4-CN904-CN904-CN904-CN904-CN904-CN904-CN90

三角座金三角座金三角座金三角座金三角座金三角座金三角座金
柱柱柱柱柱柱柱

(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)(ＶＰ)
山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

柱柱柱柱柱柱柱

イ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かいイ．9φ以上の鉄筋製筋かい

筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート筋かいプレート

筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て筋かいプレート(BP)当て

角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め角根平頭ボルト(M12)締め

鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板鋼板

管柱管柱管柱管柱管柱管柱管柱

ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部6.筋かい端部と軸組との止め付け部

5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例5.筋かい壁の各端部における接合方法の例

(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切(2)アンカーボルトの心出しは、型板を用いて基準墨に正しくあわせ、適切

な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。な機器などで正確に行う。

(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下(3)アンカーボルトの保持は、型板を用いるなどして正確に行い、移動、下

部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。部の振れなどのないように、十分固定する。

(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切(4)アンカーボルトの保持及び埋込みは、鉄筋などを用いて組み立て、適切

な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。な補助材で型枠の類に固定して、コンクリートの打ち込みを行う。

(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り(5)アンカーボルトは、衝撃などにより有害な曲がりが生じないように取り

扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ扱う。また、ねじ部の損傷、錆の発生、汚損を防止するために布、ビニ

ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。ールテープなどを巻いて養生を行う。
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丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ丸座金　W9.0×90φ
アンカーボルト用アンカーボルト用アンカーボルト用アンカーボルト用アンカーボルト用アンカーボルト用アンカーボルト用
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W9.0×90φW9.0×90φW9.0×90φW9.0×90φW9.0×90φW9.0×90φW9.0×90φ

イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法イ．アンカーボルトの定着のチェック方法

(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ(1)アンカーボルトのコンクリート基礎への埋込み長さは、M16(16φ)につ

なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上なお、アンカーボルトの先端は、土台固定用ナットの外にねじ３山以上

確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。確保出来るように固定する。

角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角角座金　W9.0×80角

ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強ハ.換気孔，人通口廻りの補強
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（厚12）（厚12）（厚12）（厚12）（厚12）（厚12）（厚12）

Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150

Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150Ｎ50@150

土台土台土台土台土台土台土台

山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート山形プレート

：釘の増し打ち：釘の増し打ち：釘の増し打ち：釘の増し打ち：釘の増し打ち：釘の増し打ち：釘の増し打ち

Ｎ50Ｎ50Ｎ50Ｎ50Ｎ50Ｎ50Ｎ50

構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物構造用合板等の面材を用いた一体の耐力壁の両端、上下端部に補強金物

を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材を使用する場合、面材の四隅を切り欠くなどして補強金物を柱と横架材

に直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増しに直接釘打ちし、切り欠いた部分の面材の釘が不足する分は近傍に増し

打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。

面材面材面材面材面材面材面材

外部外部外部外部外部外部外部

内部内部内部内部内部内部内部胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁

有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm

プラスターボードプラスターボードプラスターボードプラスターボードプラスターボードプラスターボードプラスターボード
厚さ12mm厚さ12mm厚さ12mm厚さ12mm厚さ12mm厚さ12mm厚さ12mm

半柱半柱半柱半柱半柱半柱半柱

有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm

有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm有効面材(構造用合板)7.5mm
外部外部外部外部外部外部外部

内部内部内部内部内部内部内部

受材受材受材受材受材受材受材

有効面材有効面材有効面材有効面材有効面材有効面材有効面材
(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm(構造用合板)7.5mm

イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部イ．耐力壁の隅角部

ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部ロ．耐力壁のＴ字部

9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方9.大壁造における構造用面材の張り方

10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例10.面材耐力壁交差部の施工例

建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法）建築工事特記仕様書（木造軸組工法） ＮＯ２ＮＯ２ＮＯ２ＮＯ２ＮＯ２ＮＯ２ＮＯ２

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束
第2タルキ第2タルキ第2タルキ第2タルキ第2タルキ第2タルキ第2タルキ

第3タルキ第3タルキ第3タルキ第3タルキ第3タルキ第3タルキ第3タルキ

第1タルキ第1タルキ第1タルキ第1タルキ第1タルキ第1タルキ第1タルキ

棟木棟木棟木棟木棟木棟木棟木
母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)小屋桁(妻梁)

小屋組の各部小屋組の各部小屋組の各部小屋組の各部小屋組の各部小屋組の各部小屋組の各部

15015015015015015015090,12090,12090,12090,12090,12090,12090,12020202020202020

20202020202020
40404040404040

80808080808080

18181818181818

50505050505050
175175175175175175175

t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6 t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6

t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6t1.6

t1.2t1.2t1.2t1.2t1.2t1.2t1.2

接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物接合金物

タルキタルキタルキタルキタルキタルキタルキ
軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁軒桁

母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

棟木棟木棟木棟木棟木棟木棟木

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁

接合金物による緊結接合金物による緊結接合金物による緊結接合金物による緊結接合金物による緊結接合金物による緊結接合金物による緊結

軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ軒先部の吹上げ

ＬＬＬＬＬＬＬ

けらばの出けらばの出けらばの出けらばの出けらばの出けらばの出けらばの出

(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め(2)小屋筋かい及びけた行筋かい・振れ止め

(3)軒(3)軒(3)軒(3)軒(3)軒(3)軒(3)軒

軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊軒先部は吹上げが大きくなるので、タルキと軒桁はくら金物等で緊

結する。結する。結する。結する。結する。結する。結する。

(4)タルキ(4)タルキ(4)タルキ(4)タルキ(4)タルキ(4)タルキ(4)タルキ

Ｌ/10Ｌ/10Ｌ/10Ｌ/10Ｌ/10Ｌ/10Ｌ/10

小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる小屋組の一体化を図るために、小屋束相互及びはり・桁にまたがる

筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。筋かい(15×90mm以上)を、釘(2-N50)にて固定する。

軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等軒先や妻側又は棟部のタルキは吹上げが力大きく働くので、金物等

で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。で棟木及び母屋へ緊結する。

(5)棟木母屋(5)棟木母屋(5)棟木母屋(5)棟木母屋(5)棟木母屋(5)棟木母屋(5)棟木母屋

て留付ける。て留付ける。て留付ける。て留付ける。て留付ける。て留付ける。て留付ける。

(6)小屋束(6)小屋束(6)小屋束(6)小屋束(6)小屋束(6)小屋束(6)小屋束

意して留付ける。意して留付ける。意して留付ける。意して留付ける。意して留付ける。意して留付ける。意して留付ける。

棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し棟木と第２母屋も吹上げる力が大きくなるので小屋束に十分注意し

小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注小屋束下部と小屋ばりあるいは妻はり桁との留付けも同様に十分注

18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策18.屋根・小屋組の耐風対策

火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。火打ばりは耐力壁線に囲まれた隅角部には必ず設ける。

(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり(1)小屋火打ばり

基準値基準値基準値基準値基準値基準値基準値材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質材面の品質

狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面

広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面 材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部

中央部中央部中央部中央部中央部中央部中央部

狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面狭い材面

広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面広い材面 材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部材縁部

中央部中央部中央部中央部中央部中央部中央部

径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％

径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％

径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％径比≦40％

径比≦25％径比≦25％径比≦25％径比≦25％径比≦25％径比≦25％径比≦25％

径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％

径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％径比≦60％

木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下木口の長辺の寸法の1.5倍以下

≦20％≦20％≦20％≦20％≦20％≦20％≦20％

材長の1/6以下材長の1/6以下材長の1/6以下材長の1/6以下材長の1/6以下材長の1/6以下材長の1/6以下

木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下木口の短辺寸法の1/2以下

1：8以下1：8以下1：8以下1：8以下1：8以下1：8以下1：8以下

8mm以下8mm以下8mm以下8mm以下8mm以下8mm以下8mm以下

木口木口木口木口木口木口木口

材面材面材面材面材面材面材面

木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が

木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺に係る材面におりる木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が木口の長辺が

0.2％以下）0.2％以下）0.2％以下）0.2％以下）0.2％以下）0.2％以下）0.2％以下）
0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては0.5％以下である事。（但し仕上材にあっては

240mm以上の240mm以上の240mm以上の240mm以上の240mm以上の240mm以上の240mm以上の
場合場合場合場合場合場合場合

場合場合場合場合場合場合場合
240mm未満の240mm未満の240mm未満の240mm未満の240mm未満の240mm未満の240mm未満の

りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　りょう線から、材面の幅の1/3の　

距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心距離までの範囲において髄の中心

から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界から半径50mm以内の部分の年輪界

がない事。がない事。がない事。がない事。がない事。がない事。がない事。

の年輪界がない事。の年輪界がない事。の年輪界がない事。の年輪界がない事。の年輪界がない事。の年輪界がない事。の年輪界がない事。

の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。の面積の10％以下である事。

（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。（２）程度の重い腐れがない事。
（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。（３）土台用にあっては、腐れがない事。

（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面（１）程度の軽い腐れの面積が腐れの存在する材面

節節節節節節節

集中節集中節集中節集中節集中節集中節集中節

丸身丸身丸身丸身丸身丸身丸身

貫通割れ貫通割れ貫通割れ貫通割れ貫通割れ貫通割れ貫通割れ

目まわり目まわり目まわり目まわり目まわり目まわり目まわり

平均年輪幅平均年輪幅平均年輪幅平均年輪幅平均年輪幅平均年輪幅平均年輪幅

腐朽腐朽腐朽腐朽腐朽腐朽腐朽

曲がり曲がり曲がり曲がり曲がり曲がり曲がり

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜繊維走行の傾斜

検品する。検品する。検品する。検品する。検品する。検品する。検品する。

目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に目視等級区分構造用製材（構造用Ⅱ）の２級相当の品質である事を、材料購入時に

顕著でない事。顕著でない事。顕著でない事。顕著でない事。顕著でない事。顕著でない事。顕著でない事。

＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。＊＊印：材面における欠け、傷及び穴を含む。

＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。＊印：材面における欠け、傷及び穴を含み、集中節を除く。

髄心部又は髄髄心部又は髄髄心部又は髄髄心部又は髄髄心部又は髄髄心部又は髄髄心部又は髄 髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分髄の中心から半径50mm以内の部分

狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点狂い及びその他の欠点

19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説19.補足事項．構造用製材の2級相当品の解説

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法イ．根太と床ばり、胴差の上端高さが同じ場合の施工方法

打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。打ちする。

床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材

端あき距離は端あき距離は端あき距離は端あき距離は端あき距離は端あき距離は端あき距離は

隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の隅角部では柱があるため構造用合板の

根太根太根太根太根太根太根太

継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材継目下の受材

柱柱柱柱柱柱柱

根太根太根太根太根太根太根太

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

金物金物金物金物金物金物金物

ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法ロ．根太と床ばり、胴差の上端高さが異なる場合の施工方法

打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付打ちとする。また、根太に平行な床ばり胴差の際にも根太を取り付

ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。ける。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)根太@340以下半欠き:床倍率　1.6倍　/　根太@500以下半欠き:床倍率　1.12倍)

根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)根太@340以下落し込み:床倍率　2倍　/　根太@500以下落し込み:床倍率　1.4倍)

洋室洋室洋室洋室洋室洋室洋室 和室和室和室和室和室和室和室

際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜際根太掛け代80㎜

45×10545×10545×10545×10545×10545×10545×105
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構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板
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際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法

根太根太根太根太根太根太根太釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ

際根太際根太際根太際根太際根太際根太際根太

床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

根太根太根太根太根太根太根太 床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり

根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)根太@340以下転ばし:床倍率　1.0倍　/　根太@500以下転ばし:床倍率　0.7倍)

際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。際根太は床ばり胴差へN90釘打ち間隔303㎜で平打ちする。

また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。また、根太に平行な床ばり胴差の上にも根太を取り付ける。

際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法際根太で固定する方法

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

45×10545×10545×10545×10545×10545×10545×105

際根太際根太際根太際根太際根太際根太際根太

際根太際根太際根太際根太際根太際根太際根太

床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり

釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ
釘のピッチ

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内

303㎜
以内 根太根太根太根太根太根太根太

床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり床ばり
根太根太根太根太根太根太根太

根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか根太は床ばり､胴差に大入れ落しこみくぎ(1本-N75)斜め打ちとするか

床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め床ばり､胴差に直交する根太は渡りあごかけとし、釘(2本-N75)を斜め

床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。床ばり､胴差に直交する根太は、釘(2本-N75)を斜め打ちとする。

釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)
渡りあごかけ渡りあごかけ渡りあごかけ渡りあごかけ渡りあごかけ渡りあごかけ渡りあごかけ

根太根太根太根太根太根太根太

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)釘(1-N75，斜め打ち)

釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)釘(2-N75，斜め打ち)

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

ＬＬＬＬＬＬＬ

はりはりはりはりはりはりはり

火打ちばり火打ちばり火打ちばり火打ちばり火打ちばり火打ちばり火打ちばり

90mm角90mm角90mm角90mm角90mm角90mm角90mm角

・木製・木製・木製・木製・木製・木製・木製

はりはりはりはりはりはりはり

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

平くぎ平くぎ平くぎ平くぎ平くぎ平くぎ平くぎ

(3-ZF55)(3-ZF55)(3-ZF55)(3-ZF55)(3-ZF55)(3-ZF55)(3-ZF55)

火打ち金物火打ち金物火打ち金物火打ち金物火打ち金物火打ち金物火打ち金物

(ＨＢ)(ＨＢ)(ＨＢ)(ＨＢ)(ＨＢ)(ＨＢ)(ＨＢ)

六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト六角ボルト

(M12)(M12)(M12)(M12)(M12)(M12)(M12)

・鋼製・鋼製・鋼製・鋼製・鋼製・鋼製・鋼製

又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。又は根太受け金物等を用いて床ばり、胴差に留めつける。

構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。構造用合板は床ばり、胴差に釘で直ばりする。

ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘ただし、隅角部は柱があるため、構造用合板のコーナーを切欠いて釘

コーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちするコーナーを切欠いて釘打ちする

LL LL LL L

LLLLLLL

ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法ハ．床ばり、胴差の上に根太を転がす場合の施工方法

　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下　(構造用合板12㎜以上又は構造用パネル(OSB)2級以上,N50@150以下

残り残り残り残り残り残り残り
1/2以下1/2以下1/2以下1/2以下1/2以下1/2以下1/2以下

17.火打ちばり17.火打ちばり17.火打ちばり17.火打ちばり17.火打ちばり17.火打ちばり17.火打ちばり

12㎜程度12㎜程度12㎜程度12㎜程度12㎜程度12㎜程度12㎜程度

ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合ハ．胴差と直交する床ばりが胴差の下側にある場合

CP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･L

帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差はりはりはりはりはりはりはり

柱柱柱柱柱柱柱

S-65S-65S-65S-65S-65S-65S-65

かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)

はりはりはりはりはりはりはり

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

あり形渡りあごあり形渡りあごあり形渡りあごあり形渡りあごあり形渡りあごあり形渡りあごあり形渡りあご

はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。はかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と羽子板ボルト(SB-E)で引寄せる。以下前項イに同じ。床ばりと下階柱と

床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより床ばりは胴差に大入れあり掛け、下階柱には大入れ、胴差を床ばりより

ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合ロ．胴差と直交する床ばりがあり、上端が揃う場合

大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け

短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

かど金物 CP･Lかど金物 CP･Lかど金物 CP･Lかど金物 CP･Lかど金物 CP･Lかど金物 CP･Lかど金物 CP･L
はりはりはりはりはりはりはり CP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･L

柱柱柱柱柱柱柱

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40

柱柱柱柱柱柱柱

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

間仕切りげた間仕切りげた間仕切りげた間仕切りげた間仕切りげた間仕切りげた間仕切りげた

大入れあり掛け

大入れあり掛け

大入れあり掛け

大入れあり掛け

大入れあり掛け

大入れあり掛け

大入れあり掛け

短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し
短ほぞ差し

ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合ニ．胴差と直交する床ばりが胴差の上側にある場合

同様とする。同様とする。同様とする。同様とする。同様とする。同様とする。同様とする。

差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと差しかど金物(CP･L)片面当て太めくぎ(ZN65)打ち、上下管柱相互はハと

胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ胴差より羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せる。上下管柱は床ばりへ短ほぞ

下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、下階管柱の短ほぞに胴差を差し込み、床ばりは胴差にすべりあご掛け、

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差はりはりはりはりはりはりはり

帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65帯金物 S-65
柱柱柱柱柱柱柱

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

CP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･LCP･L

すべりあご掛けすべりあご掛けすべりあご掛けすべりあご掛けすべりあご掛けすべりあご掛けすべりあご掛け

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

はりはりはりはりはりはりはり

かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)かど金物 CP･L(片面)

S-65S-65S-65S-65S-65S-65S-65

(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る(1)種　類：厚さ12mm以上の構造用合板を用いる。そのサイズは出来る

(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で(3)釘打ち：構造用合板の釘打ちはN50を用い、釘打ち間隔150mm以下で

床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。床根太又は床ばり・胴差・受け材等に平打ちする。

とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。とする。ただし、床ばり間隔は1,820mm以下とする。

(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下(4)床根太の寸法は45×105mmを標準とし、その根太間隔は、455mm以下

(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強(5)床ばり、胴差の仕口補強

柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分柱と床ばり・胴差、床ばりと胴差の仕口は、金物､ボルトにより十分

緊結補強する。緊結補強する。緊結補強する。緊結補強する。緊結補強する。緊結補強する。緊結補強する。

(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。(2)張り方：構造用合板の長手方向を根太と直交させる。

(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら(SB-E)で引寄せ、上下管柱は胴差へ短ほぞ差しとし、上下管柱外側にひら

間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト間仕切げたは胴差に大入れあり掛け､胴差を間仕切げたより羽子板ボルト

金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(SM-40)当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合イ．胴差と同寸程度の間仕切りげたが胴差と直交して取合う場合

床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく床ばりは下階管柱の長ほぞに差し込み、かど金物(CP･L)片面当て太めく

ぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルトぎ(ZN65)打ち、胴差は床ばりにあり形あご掛け、床ばりを羽子板ボルト

(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ(SB-E)で引き寄せ、上階管柱を床ばりに羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ

る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)る。上階管柱は、胴差に短ほぞ差し、上下管柱相互は外側に帯金物(S-65)

を当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かどを当て、各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。床ばりと下階柱とは、かど

金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。金物(CP･L)を片面に当て太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。だけ大きいままとし、小間切れにしたものは使用しない。

構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に構造用合板の継手は根太上で突きつけ継ぎとし、継目下に

受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。受け材(45*45㎜以上)を設ける。

15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例15.すみ柱に準ずる柱の仕口補強例

16.床組み16.床組み16.床組み16.床組み16.床組み16.床組み16.床組み

六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)

ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜

締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜締め代 30㎜

柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)

胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)胴差(床梁)

柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)

六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)
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ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40ひら金物 SM-40

羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E羽子板ボルトSB-E

扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し扇ほぞ差し

大入れかぶとあり大入れかぶとあり大入れかぶとあり大入れかぶとあり大入れかぶとあり大入れかぶとあり大入れかぶとあり

面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。面にひら金物(SM-40)を当て各々太めくぎ(ZN65)で打ち固める。

下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両下管柱はいずれもそれぞれ胴差(Ａ)（Ｂ）に扇ほぞ差し、管柱出すみ両

胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上胴差(Ｂ)の内側に添わせた羽子板ボルト(SB-E)で胴差(Ａ)を引寄せ、上

(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、(Ａ)の下側に添わせた羽子板ボルト(SB-F)で胴差(Ｂ)を引寄せ、さらに、

一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差一方の胴差(Ａ)を他方の胴差(Ｂ)に大入れ(かぶと)ありに仕掛け、胴差

ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合ロ．直交する胴差の成が異なり段違いに取合う場合

上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。上部に締め代を取り､六角ボルト､ラグスクリュー等で各々取付ける。

(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。(ﾛ)ホールダウン金物は相互に六角ボルトを用い緊結する。

(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び(ｲ)上階の柱および下階の柱にホールダウン金物を用い、柱の下部及び

ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。ホールダウン金物の取付は、次による。

(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強(2)通し柱に代わる管柱の補強

使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。使用する場合、当該通し柱と管柱とは接合金物で緊結する。

(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて(ﾛ)１階から２階までの通し柱と２階から３階までの通し柱を組合せて

(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合(ｲ)１階から３階に達する通し柱とする場合

(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。(1)通し柱は、次のいずれかによる。

に短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太めに短ほぞ差しとし、管柱出すみ両面にひら金物(SM-40)を当て、各々太め

建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)建物の内側に添えた羽子板ボルト(SB-E)で引き寄せ､上下管柱は胴差(Ａ)

一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を一方の胴差(Ｂ)を他方の胴差(Ａ)に大入れ片ありに仕掛け、胴差相互を

イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合イ．直交する胴差がほぼ同寸でかつ同一高さで取合う場合

くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。くぎ(ZN65)で打ち固める。

六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は
ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)

締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)

ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)六角ボルト(M12又はM16)

ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物ホールダウン金物

六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は六角ボルト(M12)又は

ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)ラグスクリュー(LS12)

柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)柱(下階)

柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)柱(上階)

胴差胴差胴差胴差胴差胴差胴差

締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)締め代 (30㎜程度)

（出隅部）（出隅部）（出隅部）（出隅部）（出隅部）（出隅部）（出隅部）

（一般部）（一般部）（一般部）（一般部）（一般部）（一般部）（一般部）

13.通し柱13.通し柱13.通し柱13.通し柱13.通し柱13.通し柱13.通し柱

14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例14.すみ柱，出すみの補強例

1820182018201820182018201820

910910910910910910910910910910910910910910

胴つなぎ胴つなぎ胴つなぎ胴つなぎ胴つなぎ胴つなぎ胴つなぎ

柱柱柱柱柱柱柱

受材受材受材受材受材受材受材

構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材

（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合

（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合

1820182018201820182018201820

柱柱柱柱柱柱柱

貫貫貫貫貫貫貫

構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材構造用面材
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（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合（Ａ）受け材タイプの場合 （Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合（Ｂ）貫タイプの場合

両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例両側真壁造の施工例

土台土台土台土台土台土台土台

柱柱柱柱柱柱柱

受材(30×40)受材(30×40)受材(30×40)受材(30×40)受材(30×40)受材(30×40)受材(30×40)

くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜

受材受材受材受材受材受材受材

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹ナラ、カシ等の広葉樹
(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)(18×18程度)

の広葉樹の広葉樹の広葉樹の広葉樹の広葉樹の広葉樹の広葉樹
ナラ、カシ等ナラ、カシ等ナラ、カシ等ナラ、カシ等ナラ、カシ等ナラ、カシ等ナラ、カシ等 長ほぞ長ほぞ長ほぞ長ほぞ長ほぞ長ほぞ長ほぞ

ほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mmほぞ幅30～35mm

ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上ほぞ長さ100mm以上

土台土台土台土台土台土台土台

くさびくさびくさびくさびくさびくさびくさび

貫貫貫貫貫貫貫

柱柱柱柱柱柱柱

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)(柱心材100mm程度)

片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例片側真壁造の施工例

土台土台土台土台土台土台土台
かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物

CP･TCP･TCP･TCP･TCP･TCP･TCP･T

柱柱柱柱柱柱柱

（外）（外）（外）（外）（外）（外）（外）

（内）（内）（内）（内）（内）（内）（内）

間柱間柱間柱間柱間柱間柱間柱

貫貫貫貫貫貫貫

(15×90)(15×90)(15×90)(15×90)(15×90)(15×90)(15×90)

柱柱柱柱柱柱柱

受材受材受材受材受材受材受材

くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜くぎＮ75@300㎜

間柱間柱間柱間柱間柱間柱間柱

かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物かど金物

CP･TCP･TCP･TCP･TCP･TCP･TCP･T

（外）（外）（外）（外）（外）（外）（外）

受材受材受材受材受材受材受材

（内）（内）（内）（内）（内）（内）（内）

(30×40)(30×40)(30×40)(30×40)(30×40)(30×40)(30×40)

土台土台土台土台土台土台土台

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓こみ栓

11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方11.真壁造における構造用面材の張り方

柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例柱上下端部の接合方法の例

12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における12.構造用面材を用いた真壁造における

設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博
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Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図【集会場】木造施工標準図

倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号
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0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事0節　鉄筋工事 1.2　直接基礎1.2　直接基礎1.2　直接基礎1.2　直接基礎1.2　直接基礎1.2　直接基礎1.2　直接基礎 1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等1.5　基礎梁のあばら筋等 c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長c.ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着0.7　スパイラル筋の継手及び定着

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

【直線定着】【直線定着】【直線定着】【直線定着】【直線定着】【直線定着】【直線定着】 【折曲げ定着】【折曲げ定着】【折曲げ定着】【折曲げ定着】【折曲げ定着】【折曲げ定着】【折曲げ定着】 あばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋のあばら筋組立の形及びフックの位置は、(3.2(a)梁の節のあばら筋の末端部末端部末端部末端部末端部末端部末端部 1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠1.5P2＠≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d ddddddd0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）0.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部） 項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せい項）による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬＧＬ
（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部） はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋L1L1L1L1L1L1L1 L1L1L1L1L1L1L1が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。が1.5m以上の場合は下図による事ができる。 L2L2L2L2L2L2L2折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ) ▽▽▽▽▽▽▽ Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細※※※※※※※ ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d L2L2L2L2L2L2L2ＡＡＡＡＡＡＡ
帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1SD295A,SD295BSD295A,SD295BSD295A,SD295BSD295A,SD295BSD295A,SD295BSD295A,SD295BSD295A,SD295B L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3L1,L2又はL3折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ dddddddSD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 ddddddd≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345角　度角　度角　度角　度角　度角　度角　度 上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、上下の柱断面寸法が異なる場合、P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠P2＠基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

15d15d15d15d15d15d15dLLLLLLL 帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、帯筋は、一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は、 最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16 Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19 Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19 余長余長余長余長余長余長余長
1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き1.5巻き以上の添巻き以下以下以下以下以下以下以下 ～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38 ～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38 同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。同径のものを2本重ねたものとする。フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋
L1L1L1L1L1L1L1ddddddd /2/2/2/2/2/2/2/4/4/4/4/4/4/41.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠ＤＤＤＤＤＤＤ /4/4/4/4/4/4/4La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上)La(ただし、柱せいの3/4倍以上) はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量※ 特記がなければ、40d(軽量

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)180°180°180°180°180°180°180°
柱・梁の主筋柱・梁の主筋柱・梁の主筋柱・梁の主筋柱・梁の主筋柱・梁の主筋柱・梁の主筋 コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3コンクリートの場合は50d)と0.3

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

梁面より割り付ける梁面より割り付ける梁面より割り付ける梁面より割り付ける梁面より割り付ける梁面より割り付ける梁面より割り付ける杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋杭基礎のベース筋4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。の表のうち大きい値とする。
Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋Ｄ16以上の鉄筋

L1L1L1L1L1L1L1 L1L1L1L1L1L1L1
一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠P1＠定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点
L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

▽▽▽▽▽▽▽
ddddddd L1又はL2L1又はL2L1又はL2L1又はL2L1又はL2L1又はL2L1又はL2L1h又はL2hL1h又はL2hL1h又はL2hL1h又はL2hL1h又はL2hL1h又はL2hL1h又はL2h あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置ddddddd

ddddddd 【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】【独立基礎の配筋】中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

LbLbLbLbLbLbLbＤＤＤＤＤＤＤ 一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階
（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）135°135°135°135°135°135°135° ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6dあばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋 ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋
余長余長余長余長余長余長余長 (注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる(注)　1．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にあたる1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠1.5P1＠6d

以
上

6d
以
上

6d
以
上

6d
以
上

6d
以
上

6d
以
上

6d
以
上

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋 5
0d 5
0d

5
0d

5
0d 5
0d

5
0d

5
0d

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋 異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。LLLLLLLＤ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋Ｄ13以下の鉄筋
腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上 2節　柱の配筋2節　柱の配筋2節　柱の配筋2節　柱の配筋2節　柱の配筋2節　柱の配筋2節　柱の配筋 2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋
50d50d50d50d50d50d50d

3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付けddddddd 2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長2.1　柱主筋の継手,定着及び余長
フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり 連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋 引き通すことができる。引き通すことができる。引き通すことができる。引き通すことができる。引き通すことができる。引き通すことができる。引き通すことができる。

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋のＤＤＤＤＤＤＤ (注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭(注)　1．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭 柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1＠又は1.5P2@
4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。4．破線は、柱内定着を示す。90°90°90°90°90°90°90° 梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。にある場合にはフックを付ける。 とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋
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d
以

上
8
d
以

上
8
d
以

上
8
d
以

上
8
d
以

上
8
d
以

上
8
d
以

上

2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。2．隣り合う継手の位置は、[0.4隣り合う継手の位置]による。 なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。なお、P1＠,P2@は、特記された帯筋の間隔を示す。 ※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋Ｔ形及びＬ形のＴ形及びＬ形のＴ形及びＬ形のＴ形及びＬ形のＴ形及びＬ形のＴ形及びＬ形のＴ形及びＬ形の 連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋
梁のあばら筋梁のあばら筋梁のあばら筋梁のあばら筋梁のあばら筋梁のあばら筋梁のあばら筋 の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長

【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】【連続基礎の配筋】
をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強2.3　柱の打増し補強※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ
さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍ddddddd 定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長を a1a1a1a1a1a1a1L2L2L2L2L2L2L2

帯筋と同径，帯筋と同径，帯筋と同径，帯筋と同径，帯筋と同径，帯筋と同径，帯筋と同径，
ＤＤＤＤＤＤＤ 以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。L1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さ 1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強1.3　基礎接合部の補強 同材質,同間隔同材質,同間隔同材質,同間隔同材質,同間隔同材質,同間隔同材質,同間隔同材質,同間隔135°135°135°135°135°135°135°
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(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以90°90°90°90°90°90°90° 135°135°135°135°135°135°135°
及び及び及び及び及び及び及び 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下0＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦5000＜Ｄ≦500 500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000500＜Ｄ≦1,000 3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等3.2　あばら筋等上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。上)をのみ込ませる。ddddddd ＤＤＤＤＤＤＤ 0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）0.8　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）90°90°90°90°90°90°90° L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 (a)あばら筋組立の形及びフックの位置 Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16

(幅止め筋)(幅止め筋)(幅止め筋)(幅止め筋)(幅止め筋)(幅止め筋)(幅止め筋) 構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別 最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下 （注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（注）1．(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又はh
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仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 20202020202020スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁スラブ，耐力壁 L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2 （ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。（ハ)、Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。
以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030 ≦
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ＤＤＤＤＤＤＤ 2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、2．フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ0.4　鉄筋の重ね継手長さ 打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分300300300300300300300 300300300300300300300 300300300300300300300300300300300300300300 300300300300300300300仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030 5
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ＤＤＤＤＤＤＤ Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。Ｌ形ではスラブの付く側、Ｔ形では交互とする。0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）0.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部） 以下以下以下以下以下以下以下 以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下 以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し 屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内 上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。なお、(ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030 L
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L
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L
2 L 2L 2L
2

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ)折曲げ内法直径(Ｄ) ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分 柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁 一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し ニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増し鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類 L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1h(フックあり)L1(フックなし)L1(フックなし)L1(フックなし)L1(フックなし)L1(フックなし)L1(フックなし)L1(フックなし)設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16 L2L2L2L2L2L2L2 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
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仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030 ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6dSD295A，SD295BSD295A，SD295BSD295A，SD295BSD295A，SD295BSD295A，SD295BSD295A，SD295BSD295A，SD295B Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2) 屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外
仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 40404040404040 3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ SD345，SD390(注)SD345，SD390(注)SD345，SD390(注)SD345，SD390(注)SD345，SD390(注)SD345，SD390(注)SD345，SD390(注) 1
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折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図 使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d
角　度角　度角　度角　度角　度角　度角　度 SDR295，SDR345SDR295，SDR345SDR295，SDR345SDR295，SDR345SDR295，SDR345SDR295，SDR345SDR295，SDR345 擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ 40404040404040 基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔基礎梁あばら筋と同径・同間隔 h
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o 1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70mm以上の場合の補強を示す。SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16Ｄ16 Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19Ｄ19 Ｄ29Ｄ29Ｄ29Ｄ29Ｄ29Ｄ29Ｄ29 柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁 *40*40*40*40*40*40*40土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す 2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔以下以下以下以下以下以下以下 ～Ｄ25～Ｄ25～Ｄ25～Ｄ25～Ｄ25～Ｄ25～Ｄ25 ～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38～Ｄ38 SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B 24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 1
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る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分 基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ *60*60*60*60*60*60*60 とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。とし定着長さはL2とする。
30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分 60606060606060 3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。3.軸方向の補強筋間隔は300mm以下とする。下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋L
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18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d
ddddddd が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 30d30d30d30d30d30d30d （注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ（注）1．*印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリ

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345ＤＤＤＤＤＤＤ 3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形3節　梁の配筋3節　梁の配筋3節　梁の配筋3節　梁の配筋3節　梁の配筋3節　梁の配筋3節　梁の配筋24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。ートの場合は、特記による。
あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d (b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け(b)あばら筋の割付け2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、 3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長3.1　大梁の主筋の継手,定着及び余長帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋 ＤＤＤＤＤＤＤh
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21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d 鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材,塗装等)のものを除く。スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋90°90°90°90°90°90°90° a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着a.大梁主筋の継手及び定着 （1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた（1)梁主筋は、原則として柱をまた
SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d 3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さ以下以下以下以下以下以下以下 ※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋 いで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通すいで引き通すものとし、引き通す
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30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。には、捨コンクリートの厚さを含まない。 の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長 ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定ことができない場合は、柱内に定 ≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30ddddddd P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠
をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。 L2L2L2L2L2L2L2 着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や着することができる。ただし、や ≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁L
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ＤＤＤＤＤＤＤ 4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上 6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上 8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上8d以上 その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋その他の鉄筋 さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記5．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記
むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、むを得ず梁内に定着する場合は、 (注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。による。による。による。による。による。による。による。 左図による。左図による。左図による。左図による。左図による。左図による。左図による。 2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。柱柱柱柱柱柱柱

≧150≧150≧150≧150≧150≧150≧150 ≧150≧150≧150≧150≧150≧150≧150
あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのない場合)継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき0.9　鉄筋相互のあき
1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長1.4　基礎梁主筋の継手,定着及び余長 梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。（注）SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に適用する。

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h ＤＤＤＤＤＤＤ間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔 梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着 (2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、(2) 仕口内に縦に折り曲げて定着する場合は、上端筋は曲げ降ろし、フックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さ
（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい（注）1.梁筋は、原則として柱をまたい 下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定下端筋は原則として、曲げ上げる。定着方法は、0.3（鉄筋の定2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け2.2　帯筋組立の形及び割付け

0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ0.3　鉄筋の定着長さ
で引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通すで引き通すものとし、引き通す 着長さ）による。着長さ）による。着長さ）による。着長さ）による。着長さ）による。着長さ）による。着長さ）による。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。（注）1.Ｈ形を標準とする。

柱柱柱柱柱柱柱フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックありコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠ことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内にことができない場合は、柱内に P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠ P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。2.フック及び継手の位置は交互とする。鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
ＤＤＤＤＤＤＤ あきあきあきあきあきあきあき ＤＤＤＤＤＤＤL3L3L3L3L3L3L3 L3hL3hL3hL3hL3hL3hL3h ≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 ≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず定着する。ただし、やむを得ず0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置0.5　隣り合う継手の位置 3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、3.溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 L1L1L1L1L1L1L1 L2L2L2L2L2L2L2 L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

２２２２２２２ｃｃｃｃｃｃｃ(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　)(Ｆ　)(Ｎ/mm　) 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋より吊上げ筋は、一般のあばら筋よりＤは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径 片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。片面フレア溶接の場合は10d以上とする。梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によ梁内に定着する場合は左図によL2L2L2L2L2L2L2
梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁LLLLLLL18181818181818 1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを1サイズ太い鉄筋又は同径のものを45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d (注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。る。る。る。る。る。る。る。鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法鉄筋のあき寸法 4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。4.ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻を行う。

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。2本重ねたものとする。 2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、2.梁筋を柱内に定着する場合は、粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法粗骨材最大寸法 5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。5.Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ-Ｉ形とする。LLLLLLL 梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20dSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B フックのある場合フックのある場合フックのある場合フックのある場合フックのある場合フックのある場合フックのある場合 20mm20mm20mm20mm20mm20mm20mm 25mm25mm25mm25mm25mm25mm25mm
上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋上端筋は曲げ降ろし、下端筋 あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)あばら筋の割り付け(間隔が一様で、ハンチのある場合)鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径鉄筋径35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d

aaaaaaa aaaaaaaLLLLLLL LLLLLLL10d10d10d10d10d10d10d は曲げ上げる。は曲げ上げる。は曲げ上げる。は曲げ上げる。は曲げ上げる。は曲げ上げる。は曲げ上げる。18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100D4D4D4D4D4D4D4a＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5L a≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5Lかつかつかつかつかつかつかつ 柱柱柱柱柱柱柱21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d ①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d20d20d20d20d20d20d20d 10d10d10d10d10d10d10d D13D13D13D13D13D13D13 25252525252525SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345 150mm150mm150mm150mm150mm150mm150mm ＤＤＤＤＤＤＤ3232323232323224 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6dLLLLLLL 15d15d15d15d15d15d15d (余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)以上以上以上以上以上以上以上 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

D16D16D16D16D16D16D16
30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置D19D19D19D19D19D19D19 2929292929292921212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d LLLLLLLフックのない場合フックのない場合フックのない場合フックのない場合フックのない場合フックのない場合フックのない場合 dddddddD22D22D22D22D22D22D22 33333333333333 ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8dSD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長b.ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠ P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠ P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠
aaaaaaa aaaaaaaLLLLLLL LLLLLLL D25D25D25D25D25D25D25 3838383838383830 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d L2h
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※
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※L2h
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※L2h
※L2h
※ L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）
/4/4/4/4/4/4/4a＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5La＝0.5L a≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5La≧0.5L 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 /4/4/4/4/4/4/4 ≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠D29D29D29D29D29D29D29 44444444444444 ≧100≧100≧100≧100≧100≧100≧100

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

D32D32D32D32D32D32D32 48484848484848 二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形②　Ｗ－Ｉ形 (注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。(注)　1．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 L2L2L2L2L2L2L2（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ（注）1．L1,L1h：2.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ L2L2L2L2L2L2L2(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合(a)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合D35D35D35D35D35D35D35 53535353535353
2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．図中のP＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック2．L2,L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着長さ及びフック

D38D38D38D38D38D38D38 57575757575757圧接継手の場合圧接継手の場合圧接継手の場合圧接継手の場合圧接継手の場合圧接継手の場合圧接継手の場合
あり定着の長さあり定着の長さあり定着の長さあり定着の長さあり定着の長さあり定着の長さあり定着の長さ あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)あばら筋の割り付け(梁の端部で間隔の異なる場合)/4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/4/2/2/2/2/2/2/2LLLLLLLLLLLLLL LLLLLLL L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

D41D41D41D41D41D41D41 62626262626262aaaaaaa a≧400mma≧400mma≧400mma≧400mma≧400mma≧400mma≧400mm3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧3．L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。ただし、基礎耐圧 最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階
(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋(C)腹筋及び幅止め筋スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。スラブ及びこれを受ける小梁は除く。 （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長) 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d (余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)L2h※L2h※

L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※
L2h※L2h※
L2h※L2h※L2h※L2h※L2h※

1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋1節　基礎及び基礎梁の配筋4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ4．L3h：小梁の下端筋のフックあり定着長さ L2L2L2L2L2L2L2継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 (注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。(注)　溶接は、鉄筋の組立て前に行う。 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

カップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラー5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。5．フックあり定着の場合は、下図のようにフック部分fを含まない。 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　）（　両面フレア溶接　Ｌ≧5d　，片面フレア溶接　Ｌ≧10d　） ＤＤＤＤＤＤＤ
また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。また、中間部での折曲げは行わない。 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ101.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎1.1　既成コンクリート杭基礎 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10機械式継手の場合機械式継手の場合機械式継手の場合機械式継手の場合機械式継手の場合機械式継手の場合機械式継手の場合 bbbbbbb ＤＤＤＤＤＤＤ

6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。 Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形Ａ形 Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形Ｂ形 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置
aaaaaaa 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)15d15d15d15d15d15d15dL2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横Ｄ13-300＠縦横 (余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)a≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mma≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm 15d15d15d15d15d15d15d L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋中詰めコンクリート中詰めコンクリート中詰めコンクリート中詰めコンクリート中詰めコンクリート中詰めコンクリート中詰めコンクリート
一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。ただし、耐圧スラブが付く場合は、(c)による。 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ 600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900

900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200900≦Ｄ＜1,200基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 (b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合(b)独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合
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基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋底盤補強筋
15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)L1L1L1L1L1L1L1 L2L2L2L2L2L2L2鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類 LaLaLaLaLaLaLa LbLbLbLbLbLbLb設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横Ｄ13-200＠縦横0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着0.6　溶接金網の継手及び定着
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1,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,500100100100100100100100 Ｐ
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Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2)Fc(N/mm2) 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の杭径の重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(壁の場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)定着(スラブの場合)
(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)　1．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。(注)(注)(注)(注)(注)(注)(注)1.5倍1.5倍1.5倍1.5倍1.5倍1.5倍1.5倍18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，
　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。　　　2．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1000@程度とする。杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 21212121212121 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

15d15d15d15d15d15d15d (余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ，1節半以上,かつ， 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 15d15d15d15d15d15d15d L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d 腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）腹筋及び幅止め筋（一般の梁）SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B 24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋中詰めコンクリート補強筋150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置
15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋
L2L2L2L2L2L2L218181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

L2L2L2L2L2L2L2L3L3L3L3L3L3L3 ≦300≦300≦300≦300≦300≦300≦300L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L221212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d
継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置L2L2L2L2L2L2L2SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ1324 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） 下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋 ＤＤＤＤＤＤＤ/4/4/4/4/4/4/4(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)(余長)15d15d15d15d15d15d15d L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d ≦300≦300≦300≦300≦300≦300≦300
(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、(注)　ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、

21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。1.5巻以上の添巻きを行う。 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合(c)連続基礎及びべた基礎の場合
(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。(注)　1．継手中心位置は次による。SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24 2724 2724 2724 2724 2724 2724 27 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内上端筋：中央Eo/2以内 ≦300≦300≦300≦300≦300≦300≦300
30 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 3630 33 36 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d

下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し、Eo/4を加えた範囲以内
④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。(注)　1.図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13

Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面)Ａ形，Ｂ形とも(平面) 2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。2.異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(注) 1.La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ
2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。2.　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。 ≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d LLLLLLL ≦300≦300≦300≦300≦300≦300≦300

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。) 3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。3．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。(注)　1.中詰めコンクリート補強筋は、次による。
3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。3.破線は、柱内定着の場合を示す。

2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ134．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。4．破線は、柱内定着の場合を示す。杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ13杭径300φ以下･････4-Ｄ132.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ2.Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ
※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。)（片持ち小梁び片持ちスラブを除く。) ≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13杭径350～400φ････6-Ｄ13 ≦300≦300≦300≦300≦300≦300≦300※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋
の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長

3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。 杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13杭径450～600φ････8-Ｄ13 ddddddd の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長
をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長

をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠帯筋･･････････Ｄ10-100＠
さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍 腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)腹筋及び幅止め筋(壁梁の場合)（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍
以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。2.中詰めコンクリート補強筋には、フックを付けない。 以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。

L/2L/2L/2L/2L/2L/2L/2L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4 L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4

LLLLLLL

L/2L/2L/2L/2L/2L/2L/2

LLLLLLL

L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4

L/2L/2L/2L/2L/2L/2L/2

LLLLLLL

L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4L/4

設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博

Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００

Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）【集会場】配筋詳細図（１）

倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号



@̂BMC:\jww\構造\L.bmp,0.8575,1.31251

小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部 最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋最大径700mm以下のスラブ開口部の補強配筋
2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ 貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。貫通孔の中心とする。

L3L3L3L3L3L3L3
片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋 1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15 11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では11．溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では （注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。 　　　を省略することができる。

2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め縦横縦横縦横縦横縦横縦横縦横 なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。なお、リング節は、溶接金網に4箇所以上溶接する。     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強     　に曲げることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強L2L2L2L2L2L2L2 壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別 tttttttttttttt受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13) 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ 4-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ19ＭＨ7ＭＨ7ＭＨ7ＭＨ7ＭＨ7ＭＨ7ＭＨ7Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか     2.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やか 10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。10．溶接金網の貫通孔部分には､鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。L2L2L2L2L2L2L2 tttttttttttttt

壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形）壁開口部補強筋(Ａ形） 　　　 配筋する。　　　 配筋する。　　　 配筋する。　　　 配筋する。　　　 配筋する。　　　 配筋する。　　　 配筋する。 9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。9．溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠4-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ13Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@
先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁 　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に　　　 隅角部に斜め方向に2-Ｄ13(  =2L1)シングルを上下筋の内側に（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） 補強を省略することができる。補強を省略することができる。補強を省略することができる。補強を省略することができる。補強を省略することができる。補強を省略することができる。補強を省略することができる。追加追加追加追加追加追加追加(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。(a)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、下表による。 4-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ16ＭＨ6ＭＨ6ＭＨ6ＭＨ6ＭＨ6ＭＨ6ＭＨ6(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、(注）1.スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁 緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る場合は、ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強4.4　壁の開口部補強 8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を8．孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋をn1本n1本n1本n1本n1本n1本n1本 4-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ16ＭＨ5ＭＨ5ＭＨ5ＭＨ5ＭＨ5ＭＨ5ＭＨ5
(n1/2)本(n1/2)本(n1/2)本(n1/2)本(n1/2)本(n1/2)本(n1/2)本 ttttttt [補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。[補強筋の定着長さ]による。

ttttttt
Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@ Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@ 7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の7．補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図の壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ13ＭＨ4ＭＨ4ＭＨ4ＭＨ4ＭＨ4ＭＨ4ＭＨ4(n2/2)本(n2/2)本(n2/2)本(n2/2)本(n2/2)本(n2/2)本(n2/2)本

6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。6．縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図L3L3L3L3L3L3L3水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面 L
1
L
1
L
1
L
1

L
1
L
1
L
1

Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。重ね継手長さをL1，定着長さをL2とする。 Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@Ｄ10-300@ 2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13ＭＨ3ＭＨ3ＭＨ3ＭＨ3ＭＨ3ＭＨ3ＭＨ3L
1
L
1
L
1
L
1

L
1
L
1
L
1

る。る。る。る。る。る。る。
Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、（注）土圧を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、 Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13 5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす5．孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とす以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13

2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13ＭＨ2ＭＨ2ＭＨ2ＭＨ2ＭＨ2ＭＨ2ＭＨ2さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍 ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合 （イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） 受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面） L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ n2本n2本n2本n2本n2本n2本n2本 ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長 4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。4．孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ(Ｄは梁せい)以上離す。 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13

の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長 追加追加追加追加追加追加追加スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができる場合) 梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。梁下端より1/3Ｄの範囲には設けてはならない。6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋6.1　階段の配筋 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しＭＨ1ＭＨ1ＭＨ1ＭＨ1ＭＨ1ＭＨ1ＭＨ1※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋
3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は3．孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は

(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合)(a)片持梁主筋の定着及び余長(先端に小梁のない場合) L1L1L1L1L1L1L1 外接円とする。外接円とする。外接円とする。外接円とする。外接円とする。外接円とする。外接円とする。 種別種別種別種別種別種別種別L1L1L1L1L1L1L1 配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋6節　階段の配筋 配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの2．孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、大梁の配筋に同じ。

（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。（注）1．梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。 ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。
2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを2．先端の折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを 受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)L3L3L3L3L3L3L3 （注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2 段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋5.4　スラブ開口部の補強筋 7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔7.1　梁貫通孔(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、余長位置を示す。

70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合70＜H≦150の場合
7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋7節　梁貫通孔その他の配筋 6-2-Ｄ136-2-Ｄ136-2-Ｄ136-2-Ｄ136-2-Ｄ136-2-Ｄ136-2-Ｄ13Ｍ4Ｍ4Ｍ4Ｍ4Ｍ4Ｍ4Ｍ4先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13 350mm350mm350mm350mm350mm350mm350mm1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13 1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13 垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠
受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13) L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2

4-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ13Ｍ3Ｍ3Ｍ3Ｍ3Ｍ3Ｍ3Ｍ3L2L2L2L2L2L2L2 Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13 以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋5.2　スラブ筋の定着及び受け筋L2L2L2L2L2L2L2 1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13L3h
※L3h
※

L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※LLLLLLL さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍

HHHHHHH
をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長 4-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ13Ｍ2Ｍ2Ｍ2Ｍ2Ｍ2Ｍ2Ｍ2垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13
の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長1
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2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋 L2L2L2L2L2L2L215d15d15d15d15d15d15d 2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13 ※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋先
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L2L2L2L2L2L2L2
L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2LoLoLoLoLoLoLo 2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。2．鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。 2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13Ｍ1Ｍ1Ｍ1Ｍ1Ｍ1Ｍ1Ｍ1H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合H≦70の場合

二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（注）1．配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。
L2L2L2L2L2L2L2一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階 1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ13 5H5H5H5H5H5H5H1

0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下

1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下
1
0
0
以

下

種別種別種別種別種別種別種別LoLoLoLoLoLoLoL2L2L2L2L2L2L2 配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋
配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

L
2L
2

L
2

L
2 L 2L 2L
2 HHHHHHH Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13L2L2L2L2L2L2L2L3h

※L3h
※

L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※ 継手L2継手L2継手L2継手L2継手L2継手L2継手L2LLLLLLL Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。 （注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋) 長

辺
方

向
長

辺
方

向
長

辺
方

向
長

辺
方

向
長

辺
方

向
長

辺
方

向
長

辺
方

向

4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋4.3　壁の交差部及び端部の配筋 先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁 5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋5.7　段差のあるスラブの補強配筋 4-2-Ｄ224-2-Ｄ224-2-Ｄ224-2-Ｄ224-2-Ｄ224-2-Ｄ224-2-Ｄ22Ｈ7Ｈ7Ｈ7Ｈ7Ｈ7Ｈ7Ｈ7L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※15d15d15d15d15d15d15d 2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo2/3Lo

土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）壁の配筋（一般部）
LoLoLoLoLoLoLo 3-2-Ｄ133-2-Ｄ133-2-Ｄ133-2-Ｄ133-2-Ｄ133-2-Ｄ133-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ194-2-Ｄ19Ｈ6Ｈ6Ｈ6Ｈ6Ｈ6Ｈ6Ｈ6長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)

(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠ 片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端部端部端部端部端部端部端部あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。 柱柱柱柱柱柱柱大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁柱柱柱柱柱柱柱P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置 4-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ16Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5梁梁梁梁梁梁梁 に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。3.5　片持梁3.5　片持梁3.5　片持梁3.5　片持梁3.5　片持梁3.5　片持梁3.5　片持梁
2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置 び間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるび間隔に合わせるL2L2L2L2L2L2L2 4-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ164-2-Ｄ16Ｈ4Ｈ4Ｈ4Ｈ4Ｈ4Ｈ4Ｈ4小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（単独小梁の場合） 除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋,下端筋とも同一配筋とする。≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠ 補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及

(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。2．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。 2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2 土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリートＤ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14 （注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。 Lo≦600Lo≦600Lo≦600Lo≦600Lo≦600Lo≦600Lo≦600 Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13 4-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ134-2-Ｄ13Ｈ3Ｈ3Ｈ3Ｈ3Ｈ3Ｈ3Ｈ3Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13 L3L3L3L3L3L3L3
aaaaaaaaaaaaaa直交する梁への定着直交する梁への定着直交する梁への定着直交する梁への定着直交する梁への定着直交する梁への定着直交する梁への定着 Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10-250@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠

立面立面立面立面立面立面立面平面平面平面平面平面平面平面 Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11
2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13Ｈ2Ｈ2Ｈ2Ｈ2Ｈ2Ｈ2Ｈ22-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋 Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｄ10,Ｄ13-200@ Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10 先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋 L2L2L2L2L2L2L2 L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し2-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2 L3L3L3L3L3L3L3 Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10-200@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｓ9Ｓ9Ｓ9Ｓ9Ｓ9Ｓ9Ｓ9≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠≦P＠ 土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋 な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しＨ1Ｈ1Ｈ1Ｈ1Ｈ1Ｈ1Ｈ1Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｓ8Ｓ8Ｓ8Ｓ8Ｓ8Ｓ8Ｓ8 LLLLLLL主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置≒45°≒45°≒45°≒45°≒45°≒45°≒45° ttttttt土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋土間スラブの打継ぎ補強配筋Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｓ7Ｓ7Ｓ7Ｓ7Ｓ7Ｓ7Ｓ7
以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。 種別種別種別種別種別種別種別Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300L1L1L1L1L1L1L1 (注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合(注)　a≦300の場合Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ10-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｓ6Ｓ6Ｓ6Ｓ6Ｓ6Ｓ6Ｓ6梁梁梁梁梁梁梁 主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図配　筋　図上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13受け筋 Ｄ13さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍 配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｓ5Ｓ5Ｓ5Ｓ5Ｓ5Ｓ5Ｓ5 配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋 (基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)(基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強)柱柱柱柱柱柱柱をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長
Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋

Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｓ4Ｓ4Ｓ4Ｓ4Ｓ4Ｓ4Ｓ4の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長 中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端部端部端部端部端部端部端部
L3L3L3L3L3L3L3Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ10,Ｄ13-150@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｓ3Ｓ3Ｓ3Ｓ3Ｓ3Ｓ3Ｓ3※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋 補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-150@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｓ2Ｓ2Ｓ2Ｓ2Ｓ2Ｓ2Ｓ23．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。3．幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。
同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。に定着してもよい。 貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形でない場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合

Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｄ13-100@ Ｓ1Ｓ1Ｓ1Ｓ1Ｓ1Ｓ1Ｓ1小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（梁の端部で間隔の異なる場合） 2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。2．壁配筋の重ね継手はL1、定着の長さはL2とする。 2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ2．スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ スラブ筋と同径,スラブ筋と同径,スラブ筋と同径,スラブ筋と同径,スラブ筋と同径,スラブ筋と同径,スラブ筋と同径, 150150150150150150150
3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。 （注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）1．図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。 種別種別種別種別種別種別種別 全域全域全域全域全域全域全域全域全域全域全域全域全域全域 L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2L2除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。除いた長さとする。

L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ LoLoLoLoLoLoLoよい。よい。よい。よい。よい。よい。よい。 L3L3L3L3L3L3L3配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋 短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋)短辺方向(主筋) 長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)長辺方向(配力筋)4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着4.2　壁の継手及び定着 (注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)　1．先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを

L1L1L1L1L1L1L1

2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13
aaaaaaaaaaaaaa L1L1L1L1L1L1L1

(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。 5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋5.1　スラブの基準配筋 LoLoLoLoLoLoLo追加追加追加追加追加追加追加 二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）
（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。

LoLoLoLoLoLoLo 5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋5節　スラブの配筋 L2L2L2L2L2L2L2
ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル L2L2L2L2L2L2L2Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6 2Lo/32Lo/32Lo/32Lo/32Lo/32Lo/32Lo/3 L2L2L2L2L2L2L2L3h

※L3h
※

L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※ L3h

※L3h
※

L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※ L2L2L2L2L2L2L2横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 L1L1L1L1L1L1L1Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠ L2L2L2L2L2L2L22-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4 L1L1L1L1L1L1L115d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 200200200200200200200ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2 先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋 L2L2L2L2L2L2L2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2 L3L3L3L3L3L3L3 L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1L1ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠Ｄ13-150＠ 5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強5.6　スラブの打継補強 2-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠200 L3L3L3L3L3L3L3LLLLLLLL2L2L2L2L2L2L2ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル端部端部端部端部端部端部端部外端外端外端外端外端外端外端 孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度孔の上下方向の位置の限度L2L2L2L2L2L2L22-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋片持スラブ出隅部の補強配筋Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠Ｄ10-200＠ ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ 先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) L2L2L2L2L2L2L2主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋180180180180180180180ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10L2L2L2L2L2L2L2ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000)Ｄ16(Lo＞1,000) Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ102-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13 L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)(出隅受け部配筋)受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠Ｄ13-200＠ Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000)Ｄ13(Lo ≦1,000) 柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。柱又は梁にL1定着する。 dddddddttttttt

Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300Ｄ10＠300ttttttt2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、2.出隅受け部配筋は、4-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ13 Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@下下下下下下下 L2L2L2L2L2L2L2小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合）小梁主筋の継手，定着及び余長（連続小梁の場合） 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 (注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。(注)　1. L1≧ L2とする。パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋 先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋種別種別種別種別種別種別種別 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4 150150150150150150150
3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。3．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の配筋に同じ。 階段の階段の階段の階段の階段の階段の階段の Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@Ｄ10,Ｄ13-200@上上上上上上上 ＤＤＤＤＤＤＤ 900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250900≦Ｄ　　　 ････････　d≧250L3L3L3L3L3L3L3出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部4.6　パラペット4.6　パラペット4.6　パラペット4.6　パラペット4.6　パラペット4.6　パラペット4.6　パラペット tttttttよい。よい。よい。よい。よい。よい。よい。 片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋 700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200700≦Ｄ＜900　････････　d≧200下下下下下下下Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@Ｄ10,Ｄ13-300@下下下下下下下2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして2．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにして dddddddL
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ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3 500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175500≦Ｄ＜700　････････　d≧175Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。(注)　1．　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。 壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋 Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@上上上上上上上Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@Ｄ10,Ｄ13-150@上上上上上上上 2-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠2002-Ｄ10＠200L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。
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2LoLoLoLoLoLoLoLoLoLoLoLoLoLo 下下下下下下下Ｄ13-300@Ｄ13-300@Ｄ13-300@Ｄ13-300@Ｄ13-300@Ｄ13-300@Ｄ13-300@下下下下下下下

ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6Lo/6 7Lo/127Lo/127Lo/127Lo/127Lo/127Lo/127Lo/12 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4L3h
※L3h
※

L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※L3h
※ Ｄ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20Ｂ 補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。壁の打増し厚さa≧50mmの場合の補強を示す。 Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@Ｄ10,13-200@上上上上上上上Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@上上上上上上上15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 200200200200200200200

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分 貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部Ｄ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20ＡＷ20Ａ Ｄ16-100@Ｄ16-100@Ｄ16-100@Ｄ16-100@Ｄ16-100@Ｄ16-100@Ｄ16-100@ＫＢ7ＫＢ7ＫＢ7ＫＢ7ＫＢ7ＫＢ7ＫＢ7Ｄ10-400@Ｄ10-400@Ｄ10-400@Ｄ10-400@Ｄ10-400@Ｄ10-400@Ｄ10-400@下下下下下下下Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@下下下下下下下
ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1aaaaaaa

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端 Ｄ16-125@Ｄ16-125@Ｄ16-125@Ｄ16-125@Ｄ16-125@Ｄ16-125@Ｄ16-125@ＫＢ6ＫＢ6ＫＢ6ＫＢ6ＫＢ6ＫＢ6ＫＢ6Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@Ｄ10-200@上上上上上上上Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@上上上上上上上 (出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)(出隅部分補強配筋)Ｄ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＤ10-150＠ダブルＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18ＢＷ18Ｂ外端外端外端外端外端外端外端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端 L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2(定着)L2h
※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※ 180180180180180180180 L

1

L

1

L

1

L

1

L

1

L

1

L

1

Ｄ16-150@Ｄ16-150@Ｄ16-150@Ｄ16-150@Ｄ16-150@Ｄ16-150@Ｄ16-150@ＫＢ5ＫＢ5ＫＢ5ＫＢ5ＫＢ5ＫＢ5ＫＢ5主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) Ｄ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＤ10-200＠ダブルＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18ＡＷ18Ａ 補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着 (注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。(注)　E1≧E2とする。L1L1L1L1L1L1L1
Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4Lo/4 L2L2L2L2L2L2L2 Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@Ｄ13,Ｄ16-150@ＫＢ4ＫＢ4ＫＢ4ＫＢ4ＫＢ4ＫＢ4ＫＢ4Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2Lo/2 追加追加追加追加追加追加追加

の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋Ｄ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＤ10-100＠シングルＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15ＢＷ15Ｂ 5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ5.3　片持スラブ
4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強4.5　壁の打増し補強 Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@Ｄ13-100@ＫＢ3ＫＢ3ＫＢ3ＫＢ3ＫＢ3ＫＢ3ＫＢ3出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分150150150150150150150 LL LL LL L

あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。あばら筋は3.2、打増し補強は3.3による。 11 11 11 1

L1L1L1L1L1L1L1Ｄ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＤ10-150＠シングルＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15Ａ L
3L
3

L
3

L
3L 3L 3L
3 Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@Ｄ13-150@ＫＢ2ＫＢ2ＫＢ2ＫＢ2ＫＢ2ＫＢ2ＫＢ2以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。以上)をのみ込ませる。3.4　小梁3.4　小梁3.4　小梁3.4　小梁3.4　小梁3.4　小梁3.4　小梁 の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋 L
1
/
2

L
1
/
2

L
1
/
2

L
1
/
2

L
1
/
2

L
1
/
2

L
1
/
2

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。 L1L1L1L1L1L1L1
出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍さ(かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより(C)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@Ｄ13-200@ＫＢ1ＫＢ1ＫＢ1ＫＢ1ＫＢ1ＫＢ1ＫＢ1　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。　　 　同間隔とし、定着長さはＬ2とする。

120120120120120120120Ｄ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＤ10-200＠シングルＷ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12Ｗ12 をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長をL1～L3とし、かつ余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長 L
1L
1

L
1

L
1 L
1

L
1

L
1　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、　　 2.あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、 上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)上端筋、下端筋とも(全域)配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等梁貫通孔補強筋の名称等

の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長の定着長さLが、フックあり定着の長さを確保出来ない場合は、全長
(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。(注) 1.梁の打増し幅(a･a1･a2)が70mm以上の場合の補強を示す。 壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ

※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋※L2hを確保出来ない場合は、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋 (ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)(ＭＨ形及びＭ形)断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）断　面　図　（mm）縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋種別種別種別種別種別種別種別 L3L3L3L3L3L3L3
6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋6.2　二辺固定スラブ形階段の基準配筋ニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し 一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋 追加追加追加追加追加追加追加 突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋4.1　壁の基準配筋

L1L1L1L1L1L1L1L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2L1/2
スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)スラブ筋の定着長さ及び受け筋(引き通すことができない場合)bbbbbbba1a1a1a1a1a1a1 余長余長余長余長余長余長余長突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出しL1L1L1L1L1L1L1 片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着片持スラブ形階段配筋の定着 リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部(b)片持ちスラブの出隅部L2L2L2L2L2L2L2 aaaaaaa 4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋4節　壁，その他の配筋a2a2a2a2a2a2a2 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋する。する。する。する。する。する。する。 Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2Ｄ/2

L1L1L1L1L1L1L1による。による。による。による。による。による。による。 突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出しの長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上との長さは、10かつ150mm以上と屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋屋根スラブ出隅及び入隅部の補強配筋L2L2L2L2L2L2L2
腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c)腹筋は，3.2(c) 3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着3.スラブ配力筋の継手及び定着 余長余長余長余長余長余長余長

(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。(注）補強筋を上端筋の下側に配置する。 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網開口開口開口開口開口開口開口 受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16)受け筋(Ｄ16) L2L2L2L2L2L2L2L1L1L1L1L1L1L1 かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合)(b)片持梁主筋の定着(先端に小梁がある場合) えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。えてから縦に下ろす。
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径ＤＤＤＤＤＤＤL2L2L2L2L2L2L2 2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越2.階段主筋は、壁の中心線を越としてよい。としてよい。としてよい。としてよい。としてよい。としてよい。としてよい。 L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※

かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりL1L1L1L1L1L1L13．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋3．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋 段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。段を受ける壁の基準配筋]による。L2L2L2L2L2L2L2 あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋 余長余長余長余長余長余長余長
（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階（注）1.壁配筋は、[4.1片持スラブ形階2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。2．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。 耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合 突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分 上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。(注)　1．図示のない事項は、(a)による。
あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋L3L3L3L3L3L3L3

(Ｈ形)(Ｈ形)(Ｈ形)(Ｈ形)(Ｈ形)(Ｈ形)(Ｈ形)片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁bbbbbbbbbbbbbb
L2L2L2L2L2L2L2 下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ(b)壁開口部補強筋の定着長さ

aaaaaaa 斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋L3L3L3L3L3L3L3
あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋 横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

2-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ134-Ｄ13Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20Ｗ18,Ｗ20L2L2L2L2L2L2L2 受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)受け筋(Ｄ13)
5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)5-Ｄ10(L=1,500)L2L2L2L2L2L2L2 L2h

※L2h
※

L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※L2h
※同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔 1-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ131-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ132-Ｄ13Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15Ｗ12,Ｗ15 縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋L2L2L2L2L2L2L2あばら筋と同径あばら筋と同径あばら筋と同径あばら筋と同径あばら筋と同径あばら筋と同径あばら筋と同径 斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め縦横縦横縦横縦横縦横縦横縦横aaaaaaa あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁)(頭つなぎ梁) 壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁 補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部(a)屋根スラブの出隅及び入隅部打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分 垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面 （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）壁開口部補強筋(Ｂ形）3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強3.3　梁の打増し補強 上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強5.5　出隅部及び入隅部の補強

設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７
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倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事
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株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号
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・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。・基礎下は、設計G.L-1.5mまで良質土で置換し十分に転圧すること。
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基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項基礎伏図　特記事項

・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400

・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。・特記なき基礎下端高さは、設計G.L-400 とする。

・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。・特記なき基礎は、F1 とする。

・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。・　　　：開口部を示す。
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基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100基礎伏図　S=1/100
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設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博
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Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図【集会場】基礎伏図

Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６Ｓ－０６倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号
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C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。範囲内の柱脚金物天端は、設計G.L+765 とする。

・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。・土間下は、良質土で埋戻し十分に転圧すること。

　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）

・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=120 を示す。

・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。・土間天端高さは、意匠図による。

　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）　　配筋：D10-@200(シングル) とする。（モチアミ配筋）

・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。・　　　：土間コンクリート　t=150 を示す。

・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400・1FL=設計G.L+400

土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項土台伏図　特記事項

・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。・特記なき土台幅およびせいは、120 とする。

・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。・特記なき土台材種は、ヒノキ無等級製材とする。

・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。

・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。・特記なき土台天端は、1FL+140=設計G.L+540 とする。

・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）・  ○  ：アンカーボルト M12 を示す。L=300（定着長さ）

・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）・  △  ：ホールダウン用アンカーボルト M16 を示す。L=400（定着長さ）
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長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博
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屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項屋根伏図　特記事項
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2□-100x100x2.32□-100x100x2.32□-100x100x2.32□-100x100x2.32□-100x100x2.32□-100x100x2.32□-100x100x2.3
オーバースライダー受けオーバースライダー受けオーバースライダー受けオーバースライダー受けオーバースライダー受けオーバースライダー受けオーバースライダー受け

垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150
方杖:105x105方杖:105x105方杖:105x105方杖:105x105方杖:105x105方杖:105x105方杖:105x105
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240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760） 240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）240（-760）

梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760梁天端=軒高-760

・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。・特記なき梁幅は、120 とする。

・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。・特記なき梁せいは、120 とする。

・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。・特記なき梁材種は、スギ（無等級材）とする。

・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。

・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。・　　  ：下階柱位置を示す。

・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。・　　  ：鋼製火打ち梁を示す。

・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260

・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。・特記なき梁天端レベルは、最高の軒高±0 とする。

・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。・（）の数値は最高の軒高からの梁天端レベルを示す。
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設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博

２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００

Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図【集会場】屋根伏図

Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８Ｓ－０８倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号
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Y6Y6Y6Y6Y6Y6Y6 Y6Y6Y6Y6Y6Y6Y6

Y5Y5Y5Y5Y5Y5Y5 Y5Y5Y5Y5Y5Y5Y5

Y4Y4Y4Y4Y4Y4Y4 Y4Y4Y4Y4Y4Y4Y4

Y3Y3Y3Y3Y3Y3Y3 Y3Y3Y3Y3Y3Y3Y3

Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y2 Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y2

Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1 Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1

Y0Y0Y0Y0Y0Y0Y0 Y0Y0Y0Y0Y0Y0Y0

X0X0X0X0X0X0X0 X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8 X9X9X9X9X9X9X9 X10X10X10X10X10X10X10 X11X11X11X11X11X11X11 X12X12X12X12X12X12X12 X13X13X13X13X13X13X13

X0X0X0X0X0X0X0 X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6 X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8 X9X9X9X9X9X9X9 X10X10X10X10X10X10X10 X11X11X11X11X11X11X11 X12X12X12X12X12X12X12 X13X13X13X13X13X13X13

Y2Y2Y2Y2Y2Y2Y2

Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1

Y0Y0Y0Y0Y0Y0Y0
・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260・最高の軒高=1FL+3,860=設計G.L+4,260

母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項母屋伏図　特記事項

・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。・特記なき母屋幅は、105 とする。

・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。・特記なき母屋せいは、150 とする。

・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。・　　  ：小屋束位置を示す。

・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。・特記なき仕口は、大入れ蟻掛け+羽子板ボルトとする。

・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。・　　  ：勾配屋根の水平構面を示す。仕様は下記による。

屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。屋根勾配は、30度以下 とする。

面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。面材は、構造用合板 t=12 とし、釘は、N50-@150（へりあき20mm）とする。

垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。垂木は、45×90-@455 とし、転び止め4-N75千鳥釘止めとする。

単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。単位長さあたりの許容せん断力は、1.96 kN/m 以上とする。

垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150垂木受け:120x150

YYYYYYY

XXXXXXX

母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910

水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12水平構面:構造用合板 t=12
N50-@150以下N50-@150以下N50-@150以下N50-@150以下N50-@150以下N50-@150以下N50-@150以下

垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455

母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910母屋:105x150-@910
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垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455垂木:45x90-@455

・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。・特記なき母屋材種は、スギ（無等級製材）とする。

垂木受け:120x120垂木受け:120x120垂木受け:120x120垂木受け:120x120垂木受け:120x120垂木受け:120x120垂木受け:120x120

小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820

小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820小屋束:105x105-@1,820

母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100母屋伏図（１）　S=1/100

母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100母屋伏図（２）　S=1/100
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設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博

２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００

Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図【集会場】母屋伏図

Ｓ－０９Ｓ－０９Ｓ－０９Ｓ－０９Ｓ－０９Ｓ－０９Ｓ－０９倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101
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X0X0X0X0X0X0X0 X1X1X1X1X1X1X1 X2X2X2X2X2X2X2 X3X3X3X3X3X3X3 X4X4X4X4X4X4X4 X5X5X5X5X5X5X5 X6X6X6X6X6X6X6

X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8 X9X9X9X9X9X9X9 X10X10X10X10X10X10X10 X11X11X11X11X11X11X11 X12X12X12X12X12X12X12 X13X13X13X13X13X13X13

X7X7X7X7X7X7X7 X8X8X8X8X8X8X8 X9X9X9X9X9X9X9 X10X10X10X10X10X10X10 X11X11X11X11X11X11X11 X12X12X12X12X12X12X12 X13X13X13X13X13X13X13
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・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）・接合金物リスト（タナカの金物を想定）

　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。　構造設計者と協議の上、変更可能とする。

・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】・　は　：フックコーナー　　　　　【短期基準接合耐力： 6.7 kN】

・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】・　と　：オメガコーナーⅡ　15kN用【短期基準接合耐力：15.5 kN】

・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】・　り　：ビスどめホールダウンHi　【短期基準接合耐力：28.2 kN】

・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、・各金物は、記載の接合耐力および床倍率を有するものであれば、

YYYYYYY

XXXXXXX

・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】・　へ　：シナーコーナー　　　　　【短期基準接合耐力：11.6 kN】

＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。＊構造用合板は、四周 N50釘をピッチ150以下で釘打ちとする。

＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。＊石膏ボードは、12mm 以上とし、釘は「GNF40」「GNC40」「WSN」「DTSN」のいずれかとする。

　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。　またピッチは、150mm 以下とする。

5.8倍5.8倍5.8倍5.8倍5.8倍5.8倍5.8倍

5.0倍5.0倍5.0倍5.0倍5.0倍5.0倍5.0倍

4.0倍4.0倍4.0倍4.0倍4.0倍4.0倍4.0倍

上上上上上上上

筋かい仕様筋かい仕様筋かい仕様筋かい仕様筋かい仕様筋かい仕様筋かい仕様 面材仕様面材仕様面材仕様面材仕様面材仕様面材仕様面材仕様
符号符号符号符号符号符号符号

壁倍率壁倍率壁倍率壁倍率壁倍率壁倍率壁倍率
記号記号記号記号記号記号記号

EW58EW58EW58EW58EW58EW58EW58

EW50EW50EW50EW50EW50EW50EW50

EW40EW40EW40EW40EW40EW40EW40

2.0倍2.0倍2.0倍2.0倍2.0倍2.0倍2.0倍

EW20EW20EW20EW20EW20EW20EW20

筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け 石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）石膏ボード（大壁）両面貼り（0.9倍x両面）

-------------------------------------------------------- 構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）構造用合板 t=9（両面）

筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け筋かい45x105（4.0倍）たすき掛け

筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい筋かい45x105（2.0倍）片筋かい --------------------------------------------------------

--------------------------------------------------------

・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物・Ａ/Ｂ：柱頭金物/柱脚金物

　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。　フックコーナー＜告示”は”以上＞（タナカ）を示す。

・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、・特記なき筋かいの取り付く柱および間柱の金物は、

金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項金物伏図・耐力壁配置図　特記事項

・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。・特記なき柱は、C1 とする。

・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。・特記なき耐力壁は、EW20 とする。

金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100金物伏図・耐力壁配置図　S=1/100
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C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2

設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博

２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００

Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３

Ｓ－１６Ｓ－１６Ｓ－１６Ｓ－１６Ｓ－１６Ｓ－１６Ｓ－１６
【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図【集会場】金物伏図・耐力壁配置図

倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００１／１００
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号



FB4FB4FB4FB4FB4FB4FB4

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

FB3FB3FB3FB3FB3FB3FB3

▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L

斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10

開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13

開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300

※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長

開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13

置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13

基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数基 準 強 度 ・ ヤ ン グ 係 数 備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

土台土台土台土台土台土台土台

用 途用 途用 途用 途用 途用 途用 途

▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L▽設計G.L

F1F1F1F1F1F1F1 F2F2F2F2F2F2F2 F3F3F3F3F3F3F3

--------------------------------------------------------

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13 D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)

置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13 D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)

置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す

D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13

F4F4F4F4F4F4F4

置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13
開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13

開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13

開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13開口補強筋:3-D13 開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125開口補強筋:□-D10-@125

開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125開口補強筋:D10-@125

柱（C1）柱（C1）柱（C1）柱（C1）柱（C1）柱（C1）柱（C1）

柱（C2）柱（C2）柱（C2）柱（C2）柱（C2）柱（C2）柱（C2） ベイマツ集成材ベイマツ集成材ベイマツ集成材ベイマツ集成材ベイマツ集成材ベイマツ集成材ベイマツ集成材

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

E135-F405E135-F405E135-F405E135-F405E135-F405E135-F405E135-F405

ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材ヒノキ無等級製材 --------------------------------------------------------

母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋

梁梁梁梁梁梁梁

梁梁梁梁梁梁梁

ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材ベイマツ無等級製材

カラマツ集成材カラマツ集成材カラマツ集成材カラマツ集成材カラマツ集成材カラマツ集成材カラマツ集成材 E95-F270E95-F270E95-F270E95-F270E95-F270E95-F270E95-F270

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400

樹 種・規 格樹 種・規 格樹 種・規 格樹 種・規 格樹 種・規 格樹 種・規 格樹 種・規 格

--------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------- 中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 5-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400 --------------------------------------------------------

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400 --------------------------------------------------------

中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 4-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下

--------------------------------------------------------垂木垂木垂木垂木垂木垂木垂木

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

間柱間柱間柱間柱間柱間柱間柱

胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁胴縁

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F3開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞＜F1・F2開口部＞

SG1SG1SG1SG1SG1SG1SG1

SG2SG2SG2SG2SG2SG2SG2

SG3SG3SG3SG3SG3SG3SG3 中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下中ボルト 3-M16 , 戻り止めナット , @1,820以下

斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10斜め補強筋:1-D10

120x120120x120120x120120x120120x120120x120120x120

120x120120x120120x120120x120120x120120x120120x120

120x120120x120120x120120x120120x120120x120120x120

2[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.52[-400x75x4.5x4.5

2[-350x50x4x42[-350x50x4x42[-350x50x4x42[-350x50x4x42[-350x50x4x42[-350x50x4x42[-350x50x4x4

2[-250x50x4x42[-250x50x4x42[-250x50x4x42[-250x50x4x42[-250x50x4x42[-250x50x4x42[-250x50x4x4

105x150-@910105x150-@910105x150-@910105x150-@910105x150-@910105x150-@910105x150-@910

45x90-@45545x90-@45545x90-@45545x90-@45545x90-@45545x90-@45545x90-@455

105x105-@1,820105x105-@1,820105x105-@1,820105x105-@1,820105x105-@1,820105x105-@1,820105x105-@1,820

36x120-@45536x120-@45536x120-@45536x120-@45536x120-@45536x120-@45536x120-@455

18x45-@45518x45-@45518x45-@45518x45-@45518x45-@45518x45-@45518x45-@455

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す置換範囲を示す

Y9Y9Y9Y9Y9Y9Y9

＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする＊X3-X4間も同じ納まりとする

120x120～300120x120～300120x120～300120x120～300120x120～300120x120～300120x120～300

120x330～420120x330～420120x330～420120x330～420120x330～420120x330～420120x330～420

開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300開口補強筋:D10-@300

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250 D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250 D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300 D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13

FB1FB1FB1FB1FB1FB1FB1

□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300

腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10

下端筋:3-D16下端筋:3-D16下端筋:3-D16下端筋:3-D16下端筋:3-D16下端筋:3-D16下端筋:3-D16

腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10

□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300

上端筋:2-D16上端筋:2-D16上端筋:2-D16上端筋:2-D16上端筋:2-D16上端筋:2-D16上端筋:2-D16

FB2FB2FB2FB2FB2FB2FB2

下端筋:3-D13下端筋:3-D13下端筋:3-D13下端筋:3-D13下端筋:3-D13下端筋:3-D13下端筋:3-D13

□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300

腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10腹筋:2-D10

□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300□-D10-@300

下端筋:4-D13下端筋:4-D13下端筋:4-D13下端筋:4-D13下端筋:4-D13下端筋:4-D13下端筋:4-D13

上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13 上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13上端筋:2-D13

下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13

上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13上端筋:1-D13

D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300

D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300D10-@300

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120

中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16中ボルト 5-M16

SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5SG1 2[-400x75x4.5x4.5

中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下中ボルト 5-M16-@1,820以下

均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120

均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120均し材:120x120

SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4SG2 2[-350x50x4x4

中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16

中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下中ボルト 4-M16-@1,820以下

中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下中ボルト 3-M16-@1,820以下

中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16中ボルト 3-M16

SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4SG3 2[-250x50x4x4

Y5Y5Y5Y5Y5Y5Y5Y4Y4Y4Y4Y4Y4Y4

2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)

中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16

中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16

G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)
中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16

G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)
中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16

2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)

2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)

2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)

中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16中ボルト 4-M16

2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)2L-100x100x10(SS400)
G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)G.PL-9(SS400)
中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16中ボルト 2-M16

2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)2□-100x100x2.3(STKR400)

均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20 均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20均しモルタル t=20

受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13受筋:1-D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13 D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)

D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)D10-@200(ﾀﾃﾖｺ共)

X1X1X1X1X1X1X1

＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。

＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。＊特記なき限り、腹筋が2本以上の場合、幅止め筋 D10-@1,000 を設けること。

吊木受吊木受吊木受吊木受吊木受吊木受吊木受

小屋筋かい小屋筋かい小屋筋かい小屋筋かい小屋筋かい小屋筋かい小屋筋かい --------------------------------------------------------

吊木吊木吊木吊木吊木吊木吊木

野縁野縁野縁野縁野縁野縁野縁

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

18x90-@1,82018x90-@1,82018x90-@1,82018x90-@1,82018x90-@1,82018x90-@1,82018x90-@1,820

45x45-@91045x45-@91045x45-@91045x45-@91045x45-@91045x45-@91045x45-@910

45x105-@91045x105-@91045x105-@91045x105-@91045x105-@91045x105-@91045x105-@910

45x45-@45545x45-@45545x45-@45545x45-@45545x45-@45545x45-@45545x45-@455

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材

構造用合板2級T1構造用合板2級T1構造用合板2級T1構造用合板2級T1構造用合板2級T1構造用合板2級T1構造用合板2級T1 --------------------------------------------------------

火打梁火打梁火打梁火打梁火打梁火打梁火打梁 -------------------------------------------------------- オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品オメガ火打600同等品

屋根構面屋根構面屋根構面屋根構面屋根構面屋根構面屋根構面 N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上N50-@150以下 , 床倍率1.96以上

鋼製火打梁鋼製火打梁鋼製火打梁鋼製火打梁鋼製火打梁鋼製火打梁鋼製火打梁

＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。＊設計G.Lから1,000mm以内の木部は、防腐防蟻塗布処理を施すこと。

構造用合板 t=12構造用合板 t=12構造用合板 t=12構造用合板 t=12構造用合板 t=12構造用合板 t=12構造用合板 t=12

--------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材スギ無等級製材 --------------------------------------------------------

窓台窓台窓台窓台窓台窓台窓台

窓まぐさ窓まぐさ窓まぐさ窓まぐさ窓まぐさ窓まぐさ窓まぐさ

45x12045x12045x12045x12045x12045x12045x120

45x12045x12045x12045x12045x12045x12045x120

下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13 下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13 下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13 端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13 端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13 端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13

開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:2-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13開口補強筋:1-D13
※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長※F2は下端筋主筋を延長

下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13 下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13 下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:2-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13

下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13 端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13端部補強筋:D13

下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13下端筋:1-D13

基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60基礎リスト　 　S=1/60

開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60開口補強詳細図　 　S=1/60

基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60基礎取合い詳細図　 　S=1/60 基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60基礎小梁リスト　　 　S=1/60

階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60階段配筋詳細図　　 　S=1/60 段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60段部配筋詳細図　　 　S=1/60

軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60軽量梁詳細図　　 　S=1/60 オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60オーバースライダー受け詳細図　　 　S=1/60

部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60部材リスト　　 　S=1/60

部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）部 材 断 面（ b x D ）
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設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計設　　　計

号号号号号号号１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第１級建築士登録第 ２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７２１９７１７

長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博長　畑　良　博

２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００２５５３－００

Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３Ｒ８．０３ 【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト【集会場】部材リスト

Ｓ－１７Ｓ－１７Ｓ－１７Ｓ－１７Ｓ－１７Ｓ－１７Ｓ－１７倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事倉岡生活改善センター等改築工事

株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

訂正訂正訂正訂正訂正訂正訂正 検印検印検印検印検印検印検印 主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当主任担当 担当担当担当担当担当担当担当 担当担当担当担当担当担当担当 Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ.Ｎｏ. 工事名工事名工事名工事名工事名工事名工事名 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094〒034-0094 TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）TEL 0176(25)2100（代）青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101FAX 0176(25)2101

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号一級　青森県知事登録　第３９７号

１／６０１／６０１／６０１／６０１／６０１／６０１／６０



土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400土質調査位置図　S=1/400
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　　隣地境界線
　　隣地境界線　　隣地境界線　　隣地境界線
　　隣地境界線　　隣地境界線　　隣地境界線

 　2,413 　2,413 　2,413 　2,413 　2,413 　2,413 　2,413

集会所集会所集会所集会所集会所集会所集会所

道路境界線 23,875
道路境界線 23,875道路境界線 23,875道路境界線 23,875
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雨量雨量雨量雨量雨量雨量雨量
観測所観測所観測所観測所観測所観測所観測所

屯所屯所屯所屯所屯所屯所屯所

物置物置物置物置物置物置物置

No.4(-0.21)No.4(-0.21)No.4(-0.21)No.4(-0.21)No.4(-0.21)No.4(-0.21)No.4(-0.21) No.5(-0.32)No.5(-0.32)No.5(-0.32)No.5(-0.32)No.5(-0.32)No.5(-0.32)No.5(-0.32)

No.3(-0.14)No.3(-0.14)No.3(-0.14)No.3(-0.14)No.3(-0.14)No.3(-0.14)No.3(-0.14) No.2(-0.27)No.2(-0.27)No.2(-0.27)No.2(-0.27)No.2(-0.27)No.2(-0.27)No.2(-0.27) No.1(-0.43)No.1(-0.43)No.1(-0.43)No.1(-0.43)No.1(-0.43)No.1(-0.43)No.1(-0.43)

No.6(-0.37)No.6(-0.37)No.6(-0.37)No.6(-0.37)No.6(-0.37)No.6(-0.37)No.6(-0.37)

KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0KBM±0
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